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このたびはメルセデス-ベンツをお買い上げいた 
ださ、 あ0がとラございまず。 

本書は車の取0扱いや手入れ、万一のとをの処置 
などの必要事項を説明しています。 

特に 餐告、 ま意、知識など、車を取り扱ラ上で重 
要なことび記載されています。 

ご使用前におずお読みください。 

A 警告 _ 

•事故 や 命にかかわる重大なけがを未然に巧ぐた 
めに必ず守つていただをたいこと。 


ま意！ 

♦車を取り扱ラ上でけびや車の損傷を未然に防ぐ 
ために必ず巧っていたださたいこと。 


知識 

◊巧つておいていただをたいことや知つていると 
便和なこと。 


◊オプション装備や仕様により異なる装備には*印 
び付いていまず。 

ク車の仕様変更などによ0、取撒説明書の内容び 
車と一致しない場合びございますのでご了承くだ 
さい。 

◊点検整備については、別冊の r 整備手帳」をお読 
み < ださい。 

◊オーディオについては、別冊の取扱説日月書をお 
読み < ださし、。 

ぐ「取扱説明書」「整備手帳」はまの中に保管して 
<ださし、。 

ク車をお譲りになるときは、次のオーナーのため 
に「取扱説明書」「整備手帳」を車に付けてお渡 
しください。 

ぐご不明な点は、お買い上げの販売店または指定 
サービスエ場におたずね < ださし、。 

9 ダイムラー-クライスラー社は、資源をち効利用 
ずるため、リサイクル部品を積極的に導入して 
います。 


ダイムラー-クライスラー曰本巧巧をせ 
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を全ドライブのために 


車を受全にお使いいただき、思わめ事故をおかない 
ために、必ず U (下のミ主意事項を守ってください。 


出かける前には 


点お整備を忘れずに 

◊曰常 点検や 定期 点検はお客様の 費 任で 奏 施して 
いただ<ことび法律で義務づけられています。 
点横項目については別冊の「整備手帳」をご費 
ください。 

普段と違ラときは 

◊普段と違ラ音や臭いびするとをや、車を停めて 
いた場巧に水やオイルの跡が残っているときな 
どは、指定サービス エ場で 早めに 点検を受けて 
ください。 

タイヤの空気圧を点検ずる 

◊タイヤの空気圧び適正であることを点検してく 
ださい。空気圧び低いまま走行ずると、タイヤ 
びバースト(破裂)するなどして思わめ事故につな 
がるおそれがありまず。また、タイヤに損傷び 
ないことを確認してください。 

シートベルトは必ず着巧 

◊シートベルトは必ず着用してください。シート 
ベ J レトの正しい着用ち法については32ページを 
ご質ください。 


運起席の足元にミち意 

◊運乾席の足元には、をのを置かないでください。 
フレーキペタルやアクセルペダルの下に入0、ぺ 
ダルを操作でさな<なるおそれびあ0ます。 

畢庫內では 

◊車庫などの換気の悪い場所ではエンジンをかけ 
たままにしないでください。排気ガスにさまれ 

ている一酸化炭素を暇い込むと、中毒や死に至 
るおそれがあります。 

燃料を給油ずるとを 

◊燃料は必ず無鉛プレミアムガソリンを使用して 
<ださい。ち鉛ガソリンや粗悪ガソリンを使用 
すると、エンジンなどを損傷ずる おそれがあり 
ます。 

◊燃おは、目的地まで余裕をもって走行できる量 
が 入っていることを確認して ください。 

荷物を積むときは 

◊荷物はで支るだけラヴツジルームに積んでくだ 
ごし、。 

◊車内に荷物を宿むときは正しく積んで固定して 
ください。不用意に荷物を巧むと、荷物び巧0 
出され乗員にけびをさせるおそれびあ0ます。 

可燃物は積まないで 

◊燃料を入れた容器やスプレー吿などを積まない 
で<ださい。引乂や爆発のおそれげあ D まず。 
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を全ドライブのために 



シートベルト巧必ず着用 

◊シートやへッドレストが正しい位置に調藉して 
あり、シートベルトを正しく着用していること 
を確認してください。 

◊ま巧中は、幼巧や子供を抱いたり、ひざの上に 
桑はないで<ださい。子供び大人と車の間に巧 
まれてけがをするおそれびあります。 

モ供にはチャイルドセーフテイシートを 

◊シートベルトび正しく着用できない子供には、 
おず純正のチヤイルドセーフテイシートを使用し 
て<ださい。詳しくは37ページをご覧くださし)。 

ク日歳^満の子视こはチャイルドたーフテイシートを 
着用させることび法律で義務づけられていまず。 
6歲总上の子供でも、シートベルトび正しく着用 
でさないとさは、チャイルドセーフテイシートを 
着用させてください。 

◊チでイルド セー フテ イシー トは U アシー トに取 
0付けてください。やむをえず助手席シート 
に取 D 付けるとさは前向をに取り付けシート 
を最後部にしてくださし、。 


去仕様などによ0装備び異な:ります 


[13] 


子供はリアシートに座5せる 

◊子おは U アシートに乗せるちが安全でず。助手席 
では子供の動作び気になった0、子供が運區装置 
などにさねり運転の妨げになることびあります。 

◊子供びインストルメントパネルに手をついた0、 
正しい姿妈で座っていないと、エアバッグび作 
動したとさに強い衝おを黄けるおそれがあ〇危 
険です。 

子供には操作させないで 

◊ドアやウインドウの開閉は大人び行なってくだ 
さい。手や頭などを挟むおそれびあ D ます。 

窓 やルーフか 6顔 や手を出さない 

冷ノ ワーウインドウのセーフティスイッチ(已7ぺ一 
ジ)や、 U アドア*のチャイルドプルーフロック 
(己6ページ)を使用してくださし、。 

クウインドウか S 手や頭を出さないで<ださい。 
車がの物に当たったり、急ブレーキ時にけびを 
するおそれびあ0まず。 

まか6離れるとまは 

ぐ子巧だけを車内に残して車か6離れないで<だ 
さい。誤って装置を作動させた D して、けびを 
するおそれびあります。また、炎天下では車内 
び非常に高温になり、火傷や脱水症状を起こず 
おそれびあります。 


巧をビフイプ 
のために 


巧全装備 


爱する 

ま文に 


塞す る 


1 




，か受 





を全ドライブのために 


走行ずるとをは 


◊車間距離を十分に取 D 、 不要な急発進や急加速、 
急ブレーキを避けてください。 

横風び強いとをは 

◊横風び強く、車び横方向に流されそラなときは、 
ステア U ングをしっか D と握0、速度を下げて 
進路を保ってくだごし、。 

トンネルに進入ずるとを 

◊トンネルに進入するときは、ライトを点巧し、 
速度を下げて<ださい。照日月の悪いトンネルで 
は、進入直後、急に視界び悪くなることがあり 
ます。トンネルを出た後はライトの消し忘れに 
注意して < ださい。 

エンジンブレーキの適時使用 

◊長い下0坂ではエンジンブレーキを併用してく 
ださい。ブレーキペダルを踏みつづけると、ブ 
レーキが過熱して効をが悪<なるおそれびあ0 
まず。 

◊走行中に自動^電話や携帯電話を使用しないで 
くだごい。八ンズフリー機能を使用してを、一瞬 
のま意力のゆるみび事故につなびるおそれびあ D 
ます。ま全な場所に停車して使用してくださし、 


滑りやずいお面 

〇滑りやすい路面では、シフトダウンによる急激 
なエンジンプレーキを使用しないで<ださい。 
車びコント□—ルを失ラおそれびありまず。 

水たま D 走巧をは 

ぐ洗車後や水たま D 走行後は、ブレーキの効きが 
悪くなることびありまず。このときは、ブレー 
キペダルを数回軽く 踏んでブ レー キを乾かして 
<ださい。 

スタック(立ち往を）したとを 

なスタックから脱出ずるときは周囲の安をを十分 
に權認してくださし^。脱出直機に車両が突然動を 
だし、思わ施事故につながるおそれびあ0まず。 

クタイヤを高速で回乾させないでください。タイ 
ヤび破裂したり、異常過熱による火災などの事 
故につなびるおそれびあります。 

〇アクセルを過度に空ぶかししたり、タイヤを空 
転ごせないでくだごい。トランス吉ッシヨンな 
どを損傷するおそれびあ0ます。 

〇スタックからの脱出には、デフアレンシャルロツ 
ク （158 ぺージ)を使用してください。 
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ま全ドライブのために 
きびしい条件下での運乾 

◊発進や停止び多い市街地、山間部や路面状態の 
悪い道路、トレーラーけん引など、きびしい条 
件下で運転ずるとをは、タイヤ、エアク IJ — ナー、 
オイル、フィルター類の点検整備や交換を、お 
客様の判断で巧なラことを必要です。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずねくださし、。 


[15] 



薑告巧び点巧したとき 

◊ただちに黄をな場巧に停車し、指定サービスエ 
場に連絡してください。点灯したまま走行ずる 
と、思わめ事故を引き起こしたり、エンジンな 
どを損俺するおそれびあ0ます。 

ボディ底部に強い衝撃を賣けたとさ 

クただちに安全な場所に停車して下回りを点検し 
てください。そのまま走行ずると、思わめ事故 
につなびるおそれびあ0まず。 

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷などび見つかつ 
たときは運転を中止し、指定サービスエ場に連 
絡して < ださい。 




ま全ドライプのために 


駐停車ずるとをは 


こんな;^^、にもミま意を 


◊排気管は非常に高温にな D まずので、周囲に枯れ 
草や紙、 ミ 由などの燃えやずいをのびある場巧に 
は駐停車しないでください。 

ク急な坂道で駐車するとをは、駐車ブレーキを腫実 
に効かせ、セレクターレバーを HI の位置にして 
くだごい。さ5にタイヤに木片、石などを利巧 
して輪止めをして < ださい。 

ク同棄者びドアを開けるときは、危険びないこと 
を運乾者が確認してください。 

換気の悪い場所ではエンジンをかけない 

ク換気び悪い場所ではエンジンをかけたままにし 
ないで<ださい。 排気ガスび 車内に 入 0—酸化 
中毒になるおそれが あります。 

仮眠ずるとをは 

◊車内で仮眠ずるときは、必ずエンジンを停止して 
<ださい。無意識にセレクターレバーを動かした 
D 、 アクセルペダルを踏み込み車が不をに発進し 
たじ 、エンジンや排気管の異常過熱による火災な 
ど、思わめ事故につながるおそれびあります。 

を退ずるとさは 

◊後退するときに、後ち視界び十分得られないと 
さは、車から降りて後方のを 全 確認をしてくだ 
さし、。 


◊お取後の運輯び禁止されている暴や、酒などを 
飲んだときは絶細こ運輯をしないでください。 

ぐナビゲーシヨンシステムの操作は、でさるだけ運 
鼠やを避け、を全な場所に停車してか6巧なっ 
てください。走巧中に画面を見るときは、必要 
最ル限(約1秒巧)にしてくださし、。 

◊違法改造は絶対にしないで<ださい。 

◊運廣席のフ□アマットは、必ず純正品を正しく 
敷いて<ださい。車に台わない製品を使用ずると 
ブレーキ ペダル や アクセルペダルにひっかか 0、 
ペダル操作びできなくなるおそれびありまず。 

◊ゴム製のフ□アマツトを使用するときは、おず 
標準のフ□アマットを取りがしてください。 

◊ライターを車内に置かないでください。炎天下 
の車内は大藝高温になるためライターび爆発す 
るおそれがおりまず。 

クペダル操作の巧げになるよ5な靴(厚底靴など)を 
履いて運転しないで< ださい。 

ク砂ミちや自然林での走行など、自然の体系を乱ず 
よラな行為はルール違反です。規制地域への柔 
D 入れ違反は6ヶ月政下の懲役または30万円拟 
下の罰金にな0ます。 
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を全ドライブのために 


才ートマチックトランスミッションまの取扱い 

運乾する前に才ートマチックトランスミッション 
のが下の特性を理辭し、正しい操作をしてくださ 
い。1已已ぺージおあわせてごおくださし、。 

オートマチックトランスミッション車の特性 
■ク U - ブ現を 

エンジンび回転しているときに、セレクタ ー レ 
バーを13、 la の位置政外に入れてブレーキぺ 
ダルか5足を放ずと、アクセルペダルを踏まな 
くても車びゆっくりと動き出しまず。これをク 
リーブ現象としル'!ます。 

■キックダウン 

走行中にアクセルペダルを一気に踏み込むと、 
自動的に低速ギアに切0替わり、エンジンの回 
転数び上びりまず。これを利用ずると、車を素 
早く加速させることびでをまず。これをキック 
ダウンといいます。 


始動ずる前に 

◊ブレーキペダルは必ずち足で踏んでください。 
不慣れな左足で操作すると、思わめ事故につな 
びるおそれびあ0ます。 

ぐ事前に必ずブレーキペダルを踏み、ブレーキの 
踏みしろや踏みごたえび適正であることを招認 
して < ださい。 

始動ずるとさ 

◊エンジンは、 セレクターレバーび■の位置に 
入っているときも始動でをますび、安全のため、 
必ず ra の位置に入れ、ブレーキペダルを踏ん 
で始動してください。 

究進ずるとさ 

クエンジンび適正なアイド U ング回乾数になって 
いることを確認してください。 

◊セレクターレバーを走行位置に入れるとをは、 
必ずブレーキペダルを踏んでください。車び急 
発進ずるおそれびあります。 

〇急な上0坂で発進するときは、駐車ブレーキを 
効かはたままアクセルペダルをゆっく 0と踏み 
込み、車びねずかに動き出すのを曜認してか!5 
駐車ブレーキを解除し、発進してください。 


巧をドライブ 
のために 


巧全装巧 


«おする 
まえに 


奪する' 


I 


1 


-がを 




ま金ドライプのために 


走行しているとを 

◊走行中はセレクターレノて一を m の位置に人れな 
いで<ださい。エンジンブレーキび効ひないた 
め、思わめ事故につながった D 、 トランス吉ッ 
シヨンの不具合の原因になることびおります。 

ク急激なエンジンブレーキ(一気に]速ギアにシフ 
トダウンした0する）を効かせないで < ださい。 
車びス U ップしてコント□ールを失うおそれび 
あります。 

■エンジンブレーキ 

走行中にアクセルペダルを戻ずと、車にブレー 
キカび働さます。これをエンジンプレーキとしル、 
ます。エンジンプレーキは、低速ギアほど効を 
び強< な0ます。 


停車ずるとを 

◊停車中は空吹かしをしないでください。巧ーセ 
レクターレバーび13、 Ui 必外の位置に入って 
し、ると車び急発進して人やをのに衝突するおそ 
れぴあ0まず。 

ぐ急な上0坂では、アクセルペダルの踏み加減で 
停止状態を保たないでください。トランス S ッ 
シヨン損偏の原因にな0まず。 

ク停止中は、ク U - プ現象で車び前に進まないよラ 
に、ブレーキペダルをしっかりと踏んで < ださし、。 

ぐ車び完全に停止しないラちにセレクターレバーを 
■ a の位置に入れないでください。トランス S ッ 
シヨン損傷の原因になります。 

駐車ずるとさ 

な車から離れるときは、必ずセレクターレバーを 
■3 の位置に入れてくださし、。 

特に坂道に停車したときは、セレクター レ J て一び 
ra 攻かの位置に入っていると、車び動き出すお 
それがありまず。 

冷後退した後は、ただちにセレクターレバーを ra 
の位置か5151、101の位垣に戻すよラむがけて 
<ださい。 ra の化垣に入っていることを忘れて 
アクセルを踏み、思わぬ事故につなびることび 
おじます。 
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を全ドライブのために 



4輪駆動走行は、滑りやすい路面などで本来の優れ 
た走巧性能を発揮しまずが、どこでも走れる万能 
車ではありません。路面の状況や斜面にミ主意して 
巧全運転をむがけてくださし、。 

165ぺージのオフ□-ドでの走行ちあわせて参照 
しでください。 

オフロードま巧は慎重に 

急加速や急ブレーキ、急パンドルを避けてくださ 
し、。横滑りや横転などの原因になります。また、 
車をジャンプさせないでください。車体や駆動裝 
置を損傷ずるおそれがあ0まず。 

積雪 おや凍結路を走巧ずるときは 

でさるだけ低速で走行し、急加连や急ブレーキ、 
急 A ンドルを避けてくださし、。 

砂化やめかるみを走行ずるときは 

車から降り.砂地やめかるみの状態を糧認してか 

ら、でさるだけ低速で走巧してください。 

急な坂道を上るときは 

±手や斜面では、傾斜に巧してまっすぐに走行し 
て<ださい。斜めに走行ずると、車び横転するお 
それびあります。 
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乾燥した舗装路、高速道路を走ネ子ずるとさは 

クトランスファーケースを " L 0 W "(1 62ページ）に 
入れないでください。エンジンび高回転にな0、 
エンジンを損傷ずるおそれびあ0まず。 

◊デファレンシャ J レ□ック （ 158ぺ ージ) を作動させ 
ないで<ださい。八ンドルび切れに<<なるた 
め、車び直進し、思わめ事なにつなびるおそれび 
あります。駆動装置を損傷するおそれびあ0ます。 

オフ□—ド走巧 後 

損傷した箇所びないか入念に点検して<ださい。 
損傷があるとさは、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 


雲ビフイブ 

のために 


巧全装爾 


這する 

ま文に 


こ； 

I 


雞摩 r 






を全ドライプのために 


慣らし運乾 


新車の場合、エンジンなどの機械部分び馴染むまで 
r 慣らし運転」を巧なうことをお勧めします。 

新車時に十分な慣5し運輯を巧なラことによ0、 
将来にわたって安定した性能を維持することびで 
をます。 


知識 _ 

◊新車時には、高速走行の後などにエンジンルー 
ムからわずかの白煙や臭いび化ることがおりま 
す。これはエンジンルーム巧の防鏡ワックスげ 
過熱されて発生したもので、む配はありません。 


慣らし運乾の方法： 

最初の1己00 km まではじ TF のを意事項を守つてく 

ださい。 

1エンジン回転数が、許容限度の2/3 (許容限度 
が日000回転のときは約4日日0回乾）を超えな 
いぶラに崖車5してください。 

吕重いをののけん引など、エンジンに大さな負担 
のかかる運霞は避けてください。 

3いつわ一定のエンジン回転数で走行ずるのでは 
な<、負担のかからない節囲で◎転数と速度を 
変えて < ださい。 

4キックダウンや過度のエンジンブ レー キは避けて 
<ださい。 

5ティップシフト位 垣 ra 、 U 、 〇は山道など 
低速で 走 巧するとさだけに使用して<ださい。 

走行距離が1己00 km を超えたら、エンジン回転数 

を徐々に高回転域まで上げて<ださい。 


に功 





安ま装摘 


シート 22 

正しし、運転姿勢 . 呂2 

フ□ントシート . 24 

U ァシート . 28 

シートベルト 32 

チャイルドセーフティシート 37 

SRS エアバッグ 40 








シ—卜 


正しい運転姿勢 


正しい運転瓷聲びとれるよラに、な下の点にミ主意 
してシートを調費してください。 



ステアリングが 
楽に操作でをる 


へッドレストの中央び 
目の高さにくる 


バックレストは 
でさるだけ垂直 


ベダルび十分に 
踏み込める 


シー トベルトび 
正しく着用でをる 


背中はバック 
レストに密着 
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♦おず運お前に自分の運乾姿勢にをった正しい 
シート位置に調整してください。運乾中に調碧 
ずると、車のコント□-ルを失うおそれがあり 
ます。 

♦バックレストと背中の間にものぞ巧まないでく 
ださい。事がのとを、思わめけがをずるおそれ 
びお0まず。 

•シートのバックレストを大きく傾けた状態で走 
巧しないでください。事故のとさ、体びシート 
ベルトの下を抜けてベルトの力が腹部や首にか 
かり、致命的なけびをずるおそれびありまず。 


を靈 

めド 
にラ 


迂 意， _ 

♦シートを調整しているときは、シートの下に手 
や足を入れた0、作動部に觸れないでください。 
挟まれてけびをずるおそれびありまず。 
♦シートの一部び人やものに当たったときは、そ 
れ政上操作しないで < ださし、。 

♦ドアを開いたままにしないでくだごい。ドアが 
開いているとドアのスイッチでシートを動かず 
ことびできるため、誤ってシートを動かし、棄 
員びけびをずるおそれびあります。モ供を棄せ 
ているとさは十分を意してください。 





シート 


フロントシート 



ホ側ドア 


フ□ントシートの調舊 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき、またはフ 
□ントドアが開いているとさスイッチを操作して調 
整します。 

◊シートの高さ 

1の矢印の方向に操作します。 

〇シートの前を 
吕の矢印のち向に操作します。 

へッドレストの高さを連動して上下しまず。 

ククッションの傾き 

3の矢印の方向に操作します。 


◊パックレストの傾さ 

4の矢印のち向に操作しまず。 

〇へッドレストの調整 

已の巧印の方向に操作して上下位置を調整しまず。 
傾をは手で調堅します。 

ま意！ 

♦シートの前後の調整をすると巧は他の乗員の手 
などび挟まれてけびをしないよラに注意してく 
ださい。 

♦シートの前後を調整したときは、ヘッドレスト 
の中央び目の高さになっているか確認して<だ 
さい。必要に応じて再調整して<ださい。 


知識 

なバッテ U - の 交換などで一時的にバッテリーと 
の接続び断たれると、 へッ ドレストびシートの 
前後調整に連動しなくなります。このとをは、 
へッ ドレストスイッチで へッ ドレストを一番拉 
い位置にし、シートスイッチでシートを最前位 
置にしてから、そのままスイッチを約4秒間巧 
しつヴけます。ヘッドレストも連動して動くよ 
ラにな D まず。 
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シ- 



U アシート への 乗降 （ G 32 0) 

OJ て一を弓 I き上ばフロントシートを前方に倒します。 
元に戻すとをは、シートをロックずるまで禮ちに 
起こします。 


◊シートを前に倒すとへッドレストび下びり、シー 
卜を戾ずと、ヘッドレストも元の位置に戻り 

ます。 


♦シートを元に戻すときは、確実に□ックされた 
か確認して < ださし、。 



へッ ドレストの脱着 

取りがずときは へッ ドレストスイッチでヘッド I 
ストを いつ ぱいに上げてから、ヘッドレストの; 
柱を持ち引を上げまず。 

取り付けるときは へッ ドレストのま柱を取り付 i 
巧に差し么みます。 



巧全どツイブ 
のために 













シ—卜 



シート 位置の記憶 

フ□ントシートは、シート位置を記憶させることび 
でをます。さらにキーごとにそれぞれに違ラシート 
位置を記憶させることができます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ、またはフ 
□ントドアび開いているとさに記憶させることび 
でさます。 

1言己憶させたい位置にシートを調蕾しまず。 

2 メモ U —スイッチを押し、その後3砂於内にボ 
ジシヨンスイッチ （1 〜 3) のいずれかを巧しま 
す。巧したポジションスイッチにシート位置び 
記憶されまず。 


他のポジシヨンスイツチにも同様の方法でシート 
位置を記憶させることびでをまず。何人かで運転 
をするときに使い分けると便利でず。 

記憶させた シート 位置を呼び出ず には： 
呼び出したいシート位旦を記憶さはたポジション 
スイッチを押しつヴけるとシートび動をはじめ、 
記憶させた位置になると停止しまず。 


知識 _ 

◊安全のため、ポジシヨンスイツチから手を放す 1 
と I ただちにシートの動きび停止します。 

ク運転席は、シート位置とともに、ステアリングの 
位置と左ちのドア S ラーの角度ち記憶されまず。 
ぐキーごとに違ラシート位置を記憶させたいとを 
は、各種設定 （1 33ページ）をご覧< ださい。 
クエンジンスイツチにキーを差し込んでいないと 
をは、キーごとに違うシート位置を言己憶させる 
ことはでをません。 


ま意！ _ 

♦バックレストを大きく後ろに傾けているとを 
は、先にバックレストを起こしてか5記憶位置 
を呼び出して < ださい。 
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シート 


弱 



強 


シートヒーター 

エンジンスイツチむ M か2の位置のとき使用でさ 
ます。 

強、弱、オフを切り替えることびできまず。 

弱：上側を押すと約30分間作動し表示灯び1つ点 
巧します。 

強：下側を巧すと表示巧が2つ点巧し約5分間作動 
します。その後弱に切り替わり約30分間巧動 
します。 

弱のときはスイッチの上側を、強のとさはスイッチ 
の下側を巧すと作動を停止します。 
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知識 

◊バッテリーの電圧び低くなると、バッテリー上 
びりを防ぐため一時的に作動を停止し、表示巧 
が点滅します。巧圧び回復すると作動を再開し 
ます。 


江意 ! _ 

♦シートに凸部のある重量物を置かないでくだミ^ 
し、。ヒーターを損傷することびありまず。 

♦シートヒーターを連続して使用した0、毛布や 
クッションなど保温性の高いおのを掛けにりす 
ると、異萬過熱や故障のおそれ扫 i あ0まず。ま 
た、む下の事項に該当ずる方は、熱ずざたり、 
低温火傷(紅斑、水ぶ<れ)をするおそれびあり 
まずので、十分注意してください。 

•晕し幼思お年寄り、病人、体が不自由な方 

• 皮膚の弱し''ち 

•疲労の激しい方 

•眠気をさそラ薬を使用された方 

•飲巧した方 


雲どつろ 

のために 























シ—卜 


リアシート 


へッドレストの取りがし 

へッドレストを弓 I き上ばて取りがします。 

取り付けるとをは、ヘッドレストのま柱を取り付 
け巧に達し込み、押し込みます。 


A 醬告_ 

♦リアシートに人び乗っているとをは、必ずへッド 
レストを装着してください。事巧のとを、首に 
けがをずるおそれが技りまず。 

•フ □ントシー トと U アシー ト のへツ ドレストを 
逆に取り付けないよラに5主意してくだをい。 


へッドレストの調整 
上下の調整： 

矢印の方向に手で上下させます。 
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リアシートヒーター* 

エンジンスイッチび吕の位置のとさ使用でをまず。 
強、弱、オフを切り替えることびでさます。 


弱：上側を押すと約30分間作動し表示巧び1つ点 
の■します。 

強-- 下側を巧ずと表示灯び2つ点丹し約已分間作動 
しまず。その後弱に切り替わり約30分間作動 

しまず。 


弱のとをはスイッチの上側を、強のときはスイッチ 
の下側を巧すと作動を停止します。 


* 仕様などによ0装備び異な0ます 
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忌 



♦シートに凸部のある重量物を置かないでくださ 
し\>ヒーターを層傷ずることびあります。 

♦安をのため、 U アシートヒーターは、過熱ずると 
( U アシートび巧りたたまれている場合など)作 
動を停止しまず。 

♦シートヒーターを連続して使用したり、毛巧や 
クッションなど保温性の高いものを掛けた0ず 
ると、異甫遅熱や故障のおそのがあ0まず。ま 
た、じ[下の事項に該当ずる方は、熱すぎたり、 
低温乂傷(紅斑、水ぶ < れ)をするおそれびあ0 
まずので、十分ミち意してください。 

•乳か叔お年寄0、病人、体び不自由な方 
•巧巧の弱い方 
•疲労の激しし、方 
• 眠気をさそラ薬を使用された方 
•飲酒した方 


麵 

誦 


画 


◊バッテリーの電圧びほくなると、バッテ U - 上 
がりを防ぐため一時的に作動を停止し、表示灯 
び点滅しまず。輩圧が回復ずると作動を巧開し 
ます。 


1 ® 







シ—卜 



G 320 L / G500L / G55L AMG 


分割巧倒式リアシート 

バックレストの左ちいずれか一方、または両方を 
倒したとさ、また I 」アシートを巧0たたんだ状態 
のとさにラヴッジスペースを拡大ずることびでさ 
まず。 

バックレストの倒しかた： 

1ヘッドレストを一番下まで下げます。 

2バックレストレバーをち印方向に引さ、バック 
レストを前方に倒します。 

バックレストを元の位置に戻ずとき： 

バックレストレバーを引き上げて□ックをがし、 
バックレストを引き起こします。 


リアシートを巧りたたむとを： 

1バックレストを前方に倒します。 

2シートレバーを引いて U アシー•卜の後部に手 
を掛けで引を起こし、前方に折りたたみます。 

リアシートを元に房ずとを： 

シート後部を□ックするまで下げます。 


A 警を _ 

•走巧中にシートを巧りたたまないでください。 
•リアシートを巧りたたんで、荷物を積むとをは、 
おず荷物を固定してください。荷物が巧0出さ 
れ、索員びけがをずるおそれびありまず。 


ミち意！— _ 

アシートを折りたたむときは、手や荷物など 
を挟まないよラにミ主意してください。 


荷物の固定については66ぺージをご貴ください。 
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シ¬ 



サ- ドシ-卜 * 


シートを裕納ずるとを 

シートを持ち上げ、シートの脚を折りたたみ凹の 
位置に収納します。 

シートを使用ずると立 

1シートの脚を引を出します。 

2シートを下げ、脚び矢 EP 部分(ち上図)で固定ご 
れるよラにします。 


* 仕様などによ0装箱ヴ異なります 
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雲ドライブ 

のために 













シートぺ J レト 


シートべ J レト 


シートべ J レトには、事故によるけびを最小限におさ 
える働をびあ0ます。 

シートベルトは、強い衝擊などで体び前方に移動して 


急激に引を出されたとき、自動的に□ックします。 
走巧する前に全員び必ずシートベルトを着用して 
<ださい。正しく着用しないとシートベルトの働 
きび半減したり、けびをするおそれびあります。 
m 下の点にを意して正しく着用してください。 


シートベルトび首に当 
たったり、肩び5かれ 
なレぶラに高さを調節 

シートベルトび肩の 
中央にかかること 


腰骨のでさるだけ 
低い位置を通ること 



シートベルトに 
ねじれびないこと 


ベルトを急に引さ出して 
□ックするか確認 


バックルに正し< 
差し込まれていることを確認 
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シ-トベル 


A 警告 _ 

♦シートベルトはがず着用して < だをい。緊急プ 

レーキや事がのとき、化を車内に巧ちつけたり、 

車がに放り出されて致命的なけがをずるおそれ 

びおりまず。 

♦シ—トベルトは正しく着用してください。 

緊急ブレーキや事故のとき、十分な効果が発揮 

されず、けがをずるおそれがありまず。な下の 

事頃を厳巧して < ださい。 

な腐の下に通さないでください。化が前方にお 
び出して頭部や首、肋骨や腹部に衝撃を置け 
まず。 

ク腹部にかけないでくだをい。腹部を強く圧迫 
されまず。 

◊ねじれた状態で着用しないでください。部分 
的に衝撃び集中しまず。 

ク1本のシートベルトを吕人 L ツ上の乗員で巧巧 
したり、シートベルトと体の間にものを挟ま 
ないで < ださい。 

ククリップや市販のアクセサ U — などを使って 
シ— ト ベル トにたるみをつけないで < ださし、。 

〇ほお中のな性ち、医師と相談のラえ、シート 
ベルトを着用してくだをい。 I 


§ 


注 意！ _ 

♦鋭し、角のあるものなどびシートベルトに当たら 
ないようにしてくださし'1。胸のポケットにペン 
や眼鏡などを入れてお<と、破漫してけがをし 
たり、シートベルトを損傷するおそれがありまず。 

♦たばこの乂や熱いものをシートベルトに近づけ 
ないでください。シートベルトは熱に弱いので、 
損傷するおそれびあります。 

♦事故などでシートベルトに傷が付いたり、強し、 
圧力を受けたとをは、シートベルトを交換する 
とともに、取り付け部を点検して<ださい。 
点検や交換は必ず指定サービスエ場で行なって 
ください。 

♦シートべルトは必ず純正品を使用してください。 


■令 ■ 


シートベルト善告な 

エンジンスイッチび2の位置のとを点灯 


し(点打しないとさは警告巧び故障しています)数秒 
後にお口します。 


シートベルト普告アラ--ム 

エンジンスイッチを2の位置にしたとを運乾着が 
シートベルトを層用していないと、数が間 g 告ア 
ラームび鳴りシートベルトの着用を促しまず。 

シートベルトを着用するとアラームは鳴りやみます。 






シ—トベルトの着用（フロント/リアをち） 

1プレートを持ってシートベルトをゆっくり引さ 
出しまず。 

シートペルトを弓お出せないときは一度ベルト 
を房し、再度ゆっくりと引き出します。 

2ベルトにねじれびないか確認をしてプレートを 
カチッと宣びするまでバックルに差し込みます。 
3腰部べルトは腰骨のでをるだけ低い位置にかか 
るよラにして、ベルトにたるみびないように身 
体に密着させます。 

4肩ベルトは必ず苗にかかるよラにします。 

このとを、ベルトび肩からがれた0首にかかる 
とをはべ J レトの高さを調整します。 


高さ調藝(フ□ント/リアをち*) 

シートベルトび首にかかったり、肩から外れたり 
しないよラに高さを調整します。 

高さは5段階に調整できまず。 

上げるときはアンカーを持ちそのままま甲し上げ 
ます。 

下げるときは解除ボタンを巧したまま下げまず。 
調整後は確実にロックしていることを確認してく 
ださい。 


外すとさはプレートを持ち、バックルのボタンを 
押し、シートベルトをゆっくりと巻を取らせまず。 

* 化様などによ0装巧び興な D ます 



シー トぺ J レト 



シートベルトの着用（リア中巧*) 

U アシート中央には2点式のシートベルトを装備 

しています。 


2馬すシートベルトの着用 

1.腰骨のできるだけ低い位置を通るよラにしてプ 
レートを持ち、カチッといラ音びするまでバッ 
クルに差し込みまず。 

吕ベルトにねじれびないこと、正しい位置にペル 
卜びかかつていることを確認します。 

3ベルトび長いときは、プレートを持ちシートベ 
ルトの端を引きます。 

短ずぎるときは、プレートをシートベルトに対 
して直角に持ち、シートベルトを送って調整し 
ます。 


* 仕様などによ D 装備び異な D ます 
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がすときはプレートを持ち、バックルのボタンを 
巧し、シートベルトを外します。 


知識 _ 

◊バックルは、シートの切り欠さ部に収納するこ 
とがでさます。 



雲ドライブ 

のために 


i ずる 
«るに 





シートべ J レト 


フ□ントとリア左右のシートベルトはシートベル 
トテンシヨナ ーとべ ルトフ オース US ッター 機構 
び装備されています。 

シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは車両の前方や後方か 
ら棄夏に重大な活害びおよぶような強い衝おを受 
けたときにベルトをミ I き込みシートベルトの鋪東 
を高める装置でず。 

ベルトフオースリ S ッター 

べル トフオースリミッターは車両の前ちや搜方か 
ら強い衝撃を受け、ベルトに一定し乂上の巧重びか 
かったとさに、それ政上の荷重びかからなくずる 
装置で、エアバッグの作動とあわせて乗員の胸！に 
加わる力を減かしまず。 

シートベルトテンシヨナーや車を廃棄ずるとをは、 
指定サービスエ場に相談してください。 


ま意！ 

♦シートベルトテンシヨナーび作動したときは、 
指定サービスエ場で交換してください。 

♦助手席に重い荷物を穂んだ場合は、事故のとき、 
助手おのシートべルテンシヨナーが作動するこ 
とげあります。 

♦シートベルトテンシヨナーが作動ずると、シート 
ベ J レトに強く締め付けられることびあ0まず。 

♦シー トベルトテン シヨナーの 作動後に シー トべ 
ルトを外すとさは、シートベルトプレートをし 
っかり握ってからバックルの□ック辑除ボタン 
を巧してください。シートベルトをがしたとさ 
にプレートびはね返り、身体に当たってけびを 
するおそれびあります。 


知識 _ 

◊シートベルトテンシヨナーやエアバッグび作動 
すると、車両は自動的に解錠し非萬点滅灯び作 
動します。作動した非常点滅灯は非常点滅巧ス 
イッチを巧すと停止します。 
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チャイルド セーフテイシー ト 


チヤイルドセーフテイシート 


チャイルドセーフテイシートを取り付けるとさは 
セーフテイシートに付属している取扱説明書にが 
つて巧り付けて < ださし、。 


P _ 

♦チャイルドセーフティシートの着用は e 歳未満 
の子供にミ去律で義務づけ5れていまず。 


を意！ 

♦6 歳政上の子おでわ、シートベルトげ正しく着 
巧できないときは、チヤイルド’セーフティシー 
卜を着用させてください。 


純正のチヤイルドセーフティシートには助手席に 
装着したときに、助手席のエアバッグの作動を停 
止するためのセンサーが付いたをのびあ0まず。 
やむをえず助手席にチヤイルドセーフティシート 
を装着ずるとをはセンサー付をチヤイルドセーフ 
ティシートを爱着して<ださい。 
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チャイルドセーフテイシート 


メルセデス-ベンツ純正のチヤイルドセーフテイ 
シートには臥下の種類がありまず。子供の体重や 
年齢に合わせて使い分けてください。体重、年齢 

は選巧の目ちです。 



体重 

年齢 

ベビーセーフ *( 乳！届话） 

lOkgOT 

生後9ヶ月位まで 

フ U ンス(幼记用） 

目〜18 kg 

生禮8ヶ月〜4歳位 

ス-ム(刑） 

1日〜3目!<呂 

およそ3歳〜12歲巧 


* ベビーセーフにはセンサー付きのものびあります。 
助手席に装着すると、助手席のエアバッグび作動 
しな< な0ます。 


江 意！ 

♦センサー付きシートを助手席に取り付けてもエ 
アバッグオフ表示なび点なしないときは、助手 
席エアバッグびオフになつていません。この攝 
合はチャイルドセーフティシートをリアシート 
に取 D 付けてください。また、必ず指定サービ 
スエ場で点検を受けてくだごい。 



アバッグォフ表示ホ了 

■ EaM センサー 付を チ ヤイルド セーフテイシー 
卜を助手席に装着すると表示なび点巧し助手席の 
フ□ントエアバッグび作動しません。 
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チャイルドセーフテイシート 

' A 警告 ' 

緊急ブレーキや事故か5子供を守るために、じ TF — 

の頂目を必ず守ってぐださい。 

•12 歳む下または身長1已 OcmlU 下の子おは、 
必ず純正のチャイルドセーフテイシートを巧用 
して、巧を巧実に固定させてください。チャイ 
ルドセーフテイシートを使用しないと、体を車 
巧に巧ちつけたり、シートベルトに首などを圧 
迫されるおそれがあります。 

♦センサー付をチャイルドセーフテイシートむがは 
リアシートで使用してください。やむを得ず助 
手席で梗用ずるときは、前向きで使用し、シー 
卜の位置を最後部にしてくださし、。事故のとき、 
フロントエアバッグび作動ずる衝撃で致命的な 
けがをずるおそれがあ0まず。 

♦助手席にをろ向定のチャイルドセーフテイシー 
卜を使用ずるときは、必ずセンサー巧をチャイ 
J レドセーフテイシートを使用してください。事 
故のとき、フロントエアバッグび作動する衝擊 
で致命的なけがをするおそれびお0まず。 

♦センサー付をチャイルドセーフテイシートを助 
手席で使用ずるときは、おず；]:アバツグオフ表示 
なび点:なしていることを確認してくだでい。 
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♦センサー付きチャイルドセーフテイシートを助 
手席で使用するとをは、シートとチャイルドセー 
フテイシートの間にちのを置かないでください。 
事故のとき、助手席のフ□ントエアバッグが作 
動ずるおそれがあ日まず。 

♦チャイルドセーフテイシートは、必ず子供の身 
長 • 巧重や年齢に合ったちのを巧用しシートべ 
ルトを正しく着用させてください。シートベル 
卜び腹部にかかり、強く圧迫されてしまいまず。 

•チャイルドセーフテイシートを使用しないとき 
は車か百取り巧すか、シートに確実に固定して 
くだをい。チャイルドセーフテイシートび放り 
出され、索買びけがをずるおそれがあ0まず。 


巧をドライブ 
のために 


巧あずる 
まえに 


'里あずる' 
とき 


^霞.激解狼箱. 


1 




SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 



車び強い衝撃を受けたときに瞬時にみくらみ、索 
員の身体を巧まずるシートベルトととをに I 身体 
への 街撃を軽減ずる装置です。 

n 運乾席エアバッグ 

ステアリングのパッド部に収納されていまず。 

回助手席エアバッグ 

助手 J 再のダッシュパネル部に収納されてし、ます。 


知識 _ 

◊ SRS は Supplemental Restraint System (棄 
員保護補助装置)の略で、シートベルトの補助 
装置です。 


エアバッグの作動 

車に前方からの強い衝撃を受けると作動し、シー 
トベルトの働きとあわせて秉員の頭部や胸部への 
衝撃を分散し軽減します。 


エアバッグシステム警告な 

エンジンスイツチび1か呂のな黃のとを点 


丈了し(点巧しないときは咨告巧び故障しています)数 
砂後、あるいはエンジン始動後に消'なします。消 
巧しなかったり、走行中に点丹したとさはエアバッ 
グシステムびが障しています。指おヴービスエ場 


でただちに修理して<ださい 
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SRS エアバッグ 



♦エア/'::ッグは、前ちか 6 の衝撃び軽度のとを、ま 
た、測面やを方からの衝突のときは作動しません。 

♦運乾中はステアリング①パッド部を持ったり、 
頭部や婉をステアリングやダッシュパネルにの 
せないでください。 

♦シートは正しい巧置に調整し (22 ページ)、フ〇 
ントエアバッグとシートとの間に適切な間隔を 
とってください。間隔が近ずぎると、フ□ント 
エアバッグび作動ずる衝擊でけがをずるおそれ 
があ D まず。助手席はでをるだけを方の位置に 
して < ださい。 

♦走行中はインストルメントパネルのアシストグ 
リップに A ンガーなどの固いをのを掛けないで 
ください。エアバッグが作動したときにそれ S 
が巧敦し、けがをずるおそれびあ0まず。 

•ステアリングのパッド部にカバ’一をしたり、パッ 
ド部の上にバッジ、ステッカー、才ーディオの 
リモコンなどを貼りがけないでください。また、 
エアバッグカバーの上やエアバッグと秉員の間 
にものを置いた 0、 J トムミラーにワイドミラー 
を取り付けないでください。 エアバッグの作動 
を巧げたり、エアバッグが作動したときにそれ 
6び爾散し、けびをずるおそれびお0まず。 


巧をどフィブ 
のために 


霊装お 


里巧ずる 
ホスに 


通ちずる 
'とさ 




SRS エア八ツグ 


運車云席、助手席エアバッグび作動ずるとを 

•巧のよラな場含作動しまず。 

•正面衝突など車の前ち左ち •かたいコンク1」ートの壁 

約30度し:!巧のち巧ひら強 などに正面衝突したとを 

し、衝おを受けたとき 




速度約 25 km , h じ Lb 


運お席、助手席エアバッグび作動しないとき 

•なのよラな場合作動しません。 

•後ろから衝突されたとき •横輯または転麗したとき 



•横方向から衝突されたとを 
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■斜め前方への衝突のとさ 



•地面に強い衝馨でぶつか 
っ t- 


SRS エアバッグ 

運輯席、巧手席エアバッグが作動しないことびあ0まず 
♦次のよラな場合作動しないことびあります。 


•立木や崔はへの衝突のとを • トラックの下に潜り込ん 

だとを 



運乾席、助手席エアバッグび作動ずることびあ0まず 

泰次のよラな場合作動することびありまず。 

• 中央分離帯や縁石などに • 深い巧や溝に落ちたとを 

種!巧したとき 


巧全どつィブ 
のために 





SRS エアバッグ 


ま意！ _ 

♦エアバッグび作動したときは、内部の部品に手 
を g 虫れないで<ださい。部班び熱<なってし、て 
火傷をするおそれがあ D ます。 

♦エアバッグが作動したときは、必ず指をヴービ 
スエ場で兹換して < ださい。 

♦エアバッグのお D がしや取り付けを行なった 
0、部品や配線の改造をしないで<ださい。誤 
作動でけがをした D 、 エアバッグに悪影響をお 
よぼずおそれびあります。 



◊衝撃び弱いときはシートベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、エアバッグは作動しないことがあ 
D ます。 


◊エアバッグは作動時に若干の煙り状のをのを発 
生することびあ D ますが、义災のむ配はあ0ま 
せん。 

◊シートベルトテンシヨナーやエアバッグび作動 
ずると、ドアは自動的に辭錠します。 

クエアバッグを廃棄したり、車を廃車にずるとき 
は、指定サービスエ場に相談してください。 




運転ずるまえに 
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キ— 


メインキー 


エンジンの始動おぶび車の解錠/施錠に使用します。 
リモートコントロールスイツチ付をでず。 
エマージェンシーキーを収納しています。 

解錠ずるとさ 

■ m を押すと、ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠されます。このとき非常点滅なび1 
回点滅しまず。 

運転席ドア八ンドルに向けて fa を押しつづける 
と、すべてのウインドウとスライディングルーフ 
び開さます。 ta から手を放すと、その位置で作動 

が停止しまず。 


知識 _ 

◊ BI を巧したときに運転席ドアと燃料給油フ 
ラップだけび解錠ずるよラにずることびでを 
ます。この場合は、巧■を巧して運転席ドアを 
解錠してか5約4日秒切巧に田！を再度押すと、 
赚 D のドア、テールゲートも解錠することびで 
さます。 

la と ra を同時に約6秒間押ずと表示灯び2 
回点滅し設定び切 D 替わ0ます。 


ェ7—ジェンシー キー 



施錠ずるとさ 

ra を押ずと、ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび施錠されまず。このとき非常点滅灯び3 
回巧、減します。 

運転席ドア从ンドルに向けて HI を巧しつづける 
と、ずべてのウインドウとスライディングルーフ 
び閉じまず。 ra から手を放すと、その位置で作 
動び停止します。 
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キ- 


ロケイターライティング機能 

周囲び暗いとき、 U モートコント□ールで車を解 
錠ずると、 へッ ドランプの車幅灯、テールランプ、 
ライセンスランプ、フォグランプび点巧しまず。 

点巧したランプは、運転席ドアを開けたとを、ま 
たは約40秒をに消巧します。 

この機能び作動しないようにずることもでをまず。 
設定方法については126ぺージをご賣ください。 


A 警告 _ 

参メインキーには重いアク七ヴ U — やキーホル 
ダーをつけないでください。走行中に重みで 
キーが動きエンジンが惇止し、事故につなび 
るおそれがちりまず。 


迂 M ! _ 

♦ U モートコント□—ルでウインドウとスライディ 
ング•/レーフを開巧するときは、必ず運乾席ドア 
八ンドルに向けて操作してください。車の前方 
またはを方か5操作すると作致しません。 
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♦ウインドウとスライディングルーフを巧じてい 
るときに手や首などび挟まれそラになったとき 
は、ただちに ra を放し、田！を巧しつづけて 
ください。すべてのウインドウとスライディン 
グルーフを開くことびでさまず。 

♦1」モートコントロールで施錠したときは、巧巧 
点滅巧び点滅することと、ドア、テールプート、 
燃料給油フラップび確実に施錠され、ずべての 
ウインドウとスライディングルーフび閉じてい 
ることを確認してください。 

♦キーを紛失したときは、盗難や事故を防ぐため、 
ただちに指定サービスエ場に連絡して<ださい。 

インキーを強い電磁波にさらずと、リモート 
コント□ールに障害び発生ずるおそれがあ0 
ます。 

♦キーは強い衝擊や水から避けてください。故障 
の原因になりまず。 

♦キーの先端部をミちしたり覆ったりしないでくだ 
さい。 

♦^インキーの電池が消拜ずると U モートコント 
ロールび使えなくな D ますび、エンジンを始動 
することはでさます。 

♦■X インキーに重いキーホルダーをつける と、 キー 
び破損したり、エマージェンシーキーび列れる 
おそれびあります。 






キ ー 


知識_ 

◊リモートコント□—ルで解錠したあと、約40 
砂扮内に臥下のいずれかの操作をしないと、自 
動的に施錠されます。 

• ドアを開< 

•テールゲートを開< 

■エンジンスイッチにキーを善し込む 
• ドア己ックスイッチの解錠(下側)を押ず 

クエンジンスイッチにキ™び差し込んであるとさ 
は、リモートコント□—ルは作動しません。 

クキーを紛失したとさは指定サービスエ場におた 
ずね < ださし、。 


エマージェンシーキ ー 



メインキーに収納されていまず。 

ドア、テールゲート、グ□ーブボックスを解錠/施 
錠するときに取り外して使用します（51、已吕、 
202ぺージ)。 

エマージェンシーキーの がしかた 

ロックを矢印1の方向に押しなびら、エマージェ 

ンシーキーをち EP 2 の方向に抜を取 D ます。 

収納するときは元の位置に戻します。 
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ェ 7 -ジェンシーキー 


□ック 



電池の交換 

U モートコント□ールの作動可能距離び短 < なっ 
たり、スイッチを巧しても作動しない場合は電池 
の消耗び考えられます。指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


知識 _ 

◊ U モートコント□-ルスイツチのいずれかを1 
秒拟上巧しつづけたとさに表示灯が一度点滅す 
れば霉池は正常です。 

電池の交換手順： 

1□ツクを矢印の方向に巧して、エマージェンシー 
キーを抜さ取ります。 
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凹部 


2 エマー ジェン シーキーで □ックの凹部を巧しな 
びら、電池ケースを矢印のち巧に引いて□ック 
をがしまず。 


巧全どフィブ 
のために 


亩を装巧 


: i る' 
とを 


li 


巧圏圃 m 



キ— 


電油ケース 



3電池ヶースを矢目 P の方向へゆっくり取り出し 
ます。 

4電池をがし、新しい電池と交換しまず。電池は 
2個とわ雷を上にして、電極板の間に取り巧け 
ます。 

己電池ケースを本体の溝に合わせ、ロックずるま 
で巧し込みまず。 

6エマージェンシーキーをインキーに収納し 
ます。 

電难のち換は指定サービスエ場で巧なラことをお 
勧めします。 



A 警告__ 

♦電池は子供の手の届かないところに保管して< 
だをい。誤って電池を软み込むおそれがありま 
ず。もし電池を飲み込んでしまつたときは、た 
だちに医師の診断を夏けてください。 


巧識 _ 

クリチウム電池に R 2 日 25) を2個使巧します。 


9 環境保護のため、使用済みの電池を廃棄すると 
さは、新しい電池をお買い求めになつた販売店 
で処分をお願いしてください。 


[ 50 ] 







ドア 


ドア 



エマー ジェンシ ーキー でのドア解錠/ 5^ 

U モート]ント□-ルで解錠しないときは、運區席の 
ドア 八ン ドルの キーシ U ンダ ーに エマージェン シー 
キーを差し込み、 解錠/施錠することびできます。 


迂 意！ _ 

♦車から離れるとさは、エンジンを停止し、必ず 
ドアを施錠してくださし、。 

♦エマージェンシーキーで運乾席ドアを解錠/施 
錠操作をしても他のドア、テールゲート、燃料 
給油フラップは連款しまはん。 


車がか S 開けるとを 

キーシ U ンダーを巧しドア八ンドルを持ってドア 
を開けます。 


解錠： 反時計回りにまわします。 
施錠： 時計回りにまわします。 


知識 _ 

◊助手席のドアにはキーシ U ンダーはあ0ません。 


霊どっィブ 
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ドア 


施錠 



解錠 


ドアロックスイッチ 

すべてのドアとテールゲートを解錠/施錠ずるこ 
とびでさます。 

スイッチの上側を巧ずと施錠、下側を巧ずと解錠 
します。 


注意！ _ 

♦ドアの□ックノブが下びつていても、車巧のド 
アレバーを引くとドアは開をます。モ供を乗せ 
たとをはミ主意して < ださい。 

♦ドア□ックスイッチで施錠してち、燃料給油フ 
ラップは施錠されません。 


次のような場合、ドア□ックスイッチで解錠/施錠 
することはでさません。 

クリモートコント□—ルで施錠し、エンジンスイツ 
チにキーび善し込まれていないとを 
◊フロントドアび開いているとき 


知識 _____ 

◊ドア□ックスイッチで施錠してあるとさ、車的 
からフ□ントドアを開くと、他のドア、テール 
ゲートを解錠されます。 
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ドア 


車速感応ドア□ック 

速度び約1己 km / h になると、ドアとテールヴート 

を自動的に施錠ずる機能でず。 

この機能をマルチフアンクシヨンステアリングで 

解除ずることびできます （1 30ページ)。 

汪意！ 

♦車速感応ドア□ックを設定した状態で、車を巧 
した0、タイヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位置にしてくださ 
し、タイヤび回慶すると施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびあります。 

♦車速感応ドア□ックで施錠されたドアをドア 
□ックスイッチで解錠ずると、ドアを内側から 
開<かエンジンをかけ直すまで、車速感応ドア 
□ックは作動しません。 




ii. 
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ドア 



を側ドア 


車内か5の解錠/施錠 

解錠：ドアレパーを矢印の方向に引をます。 

施錠：□ックノブを押し込みまず。 

車内か6の開閱 

開<とさ： ドアレバーを矢印のち向に引さまず。 
閉じるとを：ドアインナーグ U ップを持って確実に 
閉めます。 


ま意， _ 

♦施錠後は、すべての□ックが確実に施錠されて 
いることを確認して<ださい。□ックノフ扫 i 完 
全に下がっていないドアびあるとをは、そのド 
アをいったん開を、再度閉じてから施錠してく 
ださし、。 





’ A 警 

;告 



•ドアは確実に閉じてください。ドアの閉じかた 
が不完全(半ドア)な場合、走行中にドアが開く 
おそれびち0まず。 


参ドアを開くときは、周囲の安全を十分確認して 
<ださい。 
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ドア 


ま意！ 

♦ドアを閉じるとさは、手やをのを挟まないよラ 
にま意してください。車の周0に子供びいると 
をは、特にを意してくださし、。 


知識 

◊助手席のドアと U アドア*は、ドアを開いて□ッ 
クノブを巧し込んでからドアを閉じると施錠ご 
れたままになります。 


エントランスヘルプ機能 

運転席への秉り降りを容易にずるため、なのいず 
れかの操作をずるとステア1」ングび上方に動き 
まず。 

◊エンジンスイッチから キーを 抜く。 

〇エンジンスイッチぴ〇か1の位苗のときに運乾席 
ドアを開<。 

蓮転席ドアを閣じ、エンジンスイッチにキーを差 
し込むと、元の位置に戻りまず。 

この機能び作動しないよラにすることちでさまず。 
設定方法については132ページをご覧ください。 


* 仕様などによ0装備が異なります 
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ドア 




IJ アドアキ 


テールゲート 


チャイルドプルーフ□ツク 


車内のドアレバーを引いてをドアび開かないよう 
にずる装備でず。 

リアドア*とテールゲートに装備されていまず。 
リアドアと テー ルゲートにあるレノて一をキーの先 
端やドライバーなどで下測の位置にして1」アドア、 
テールプートを閉じると施綻されまず。 

子供を柔せたとをに使用して<ださい。 


ま意！ 

♦□ックノブび下びっているときは車がからもリ 
アドアまたはテ…ルゲートを開くことびでさま 
せん。 U モートコント□ールでドアを解錠して 
から車がのドア八ンドルで開いてください。 


*ィ±巧などによ0装摘び異 f ぶります 
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パワーウインドウ 


パワーウインドウ 



G 320 L / G 500し / G 己 5 L AMG 


パワーウインドウスイッチでの開閉 

エンジンスイッチび1か2の位置のときに開閉でを 
ます。 

スイッチを押ずと開き、スイッチを引<と閉じます。 
スイッチか6手を放ずと、その位置で停止します。 

スイッチを強<巧ずと自動で開さます。途中で止 
めたいとさは、スイッチを軽<巧します。 


* 仕ななどによ D 装備び異な0ます 
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たを 
めド 
にラ 

ろ 


セーフティスイッチ*を〇の見える位置(右にスラ 
イド)にずると、 U アのドアスイッチ*でドアウイン 
ドウを開閉することびできなくなります。子供を 
リアシートに索せるときに使用してくだでい。 


ミ主意！ 

♦ウインドウを閉じるときは、手や宫などを巧ま' 
ないようにま意しでください。特にモ供には注 
意して < ださし、。 


受全装俩 


巧括ずる 

ホス 


■雲す■る' 

'とを' 








ノのー ウインドウ 


リモートコントロールでの開閉 

キーの U モートコント□ールで開閉することびで 
さます。 

運き5席ドア A ンドルに向けてメインキーの 151 を辑 
しつづけると、すべてのウインドウとスライデイン 
グルーフび開をます。 

を巧しつづけるとずべてのウインドウとスライ 
ディングルーフび関じまず。手を放ずと、その位 
置で作動び停止します。 


_汪意！_ 

♦ウインドウとスライディングルーフを閉じてい 
るとをに手や首などび挟まれそラになつたとを 
は、ただちにゾインキーの ra を放し、 fa を 
巧しつづけてください。すべてのウインドウと 
スライディングルーフを開くことがでさます。 
♦1」モートコント□—ルでウインドウとスライディ 
ングルーフを開閉ずるとをは、必ず運転席ドア 
八ンドルに向けて操作してください。車の前ち 
または後方から操作すると作動しません。 
♦エンジンスイッチにキーが差し込んであるとき 
は、I」モートコント □ ールでの開閉はでをません。 
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エ 7 —シェンシーキーでのテールヴート解 錠/施錠 

1」モ ーS コントロールび機能しないとさは、テー 
ルゲー 卜のドア八ンドルのキーシ IJ ンダーにェマー 
ジエンシーキーを差し込み、 解錠/施錠ずることび 
でさます。 


I ♦章から離れるときは、エンジンを停止し、必ず 
ドアを施錠して < ださい。 

♦エマージェンシーキーでテールゲートを解錠/ 
施錠しても、ドア、燃料給油フラッフは解錠/ 
施錠されません。 


反時計回 D にまわします 
時計回りにまわします。 





車がか6開けるとを 

キーシ U ンタ’一を巧して□ックを外し、八ンドル 
を持ってテールゲートを開けます。 


齒 




参エンジンび回乾しているときは、テールゲート 
を開いたままにしないでくだをい。扫 f 気ガスび 
ま巧に入日、意識不明になったり、中毒死ずる 
おそれびちりまず。 









車内からの解錠/施錠 

お錠：レバーを矢印の方向に引きまず。 

施錠:□ック y ブを矢印の方向に押し込みます。 


迂意！ _ 

♦テールゲートが確実に閉じていることを確認し 
て < ださい。 

♦テールゲートを開くときは、獲ちに十おな空間 
びあることを確認して<ださい。 

♦テールゲートを閉じるときは、手やものを挟ま 
れないよラに注意してくだごい。車の周りにモ 
供びいるときは、とくにを意してください。 


ま巧か S の開閉 

開くと定： レバーを矢印の方向に引さまず。 

巧じるとを：インナーグリップを持って確実に閉じ 
ます。 

苗蟹草_ 

参エンジンが回転しているとさは、テールゲート 
を開いたままにしないでぐださい。扫 f 気ガスが 
I 車巧に入り、意識不明になった0、中裏巧ずる 
おそれびありまず。 







ラゲツジ ルー ム 



荷物を積むとさに荷物び前方に放0出されるのを 
防ぐために使用しまず。 

I 」アシートを起こした状態、折0たたんだ状態の 
どちらでち使用でをます。 


A 警 告 _ 

♦荷物を積むと定は、荷物び前方に放り出され、 
乗貢がけびをしないよラ、おず七ーフティネッ 
卜を使用してくだをい。 

•セーフティネットでは、急ブレーキや事故など 
のときに、重い荷物を固定することはできませ 
ん。重い巧巧を積むときは、□—プやストラッ 
ブで正しく固定してください （67 ぺージ)。 

参セーフテイネットを使用ずるとさは、リアシート 
とサードシートには人を乗せないでください。 




リアシートを起こしたが態での使いかた 

1バックレストを起こしたまま、 U アシートを前方 
に倒します (30 ページ）。 

2ストラップのバックルび前方に向くよラにして、 
セーフテイネットをフックの凹部にかけまず。 
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ラゲツジルーム 



3バックルでストラップの長さを調整し、フックを 
IJ ングにかけます。フックを I 」ングにかけたら、 
ストラップの先端を引を、セーフテイネットが輕 
く張る程度に調節します。 

4リアシートを元の位置に戻し、□ックさせます。 


ま意！ _ 

♦セーフティネットのストラップは強く締めて< 
だでい。 

♦かし走行した後に、セーフティネットの張り具 
合を点検してください。必要びあれば締めなお 
しで < ださい。 



リアシートを巧りたたんだ状態での使いかた 

1 U アドア*を開けまず。 

2リアシートを巧りたたみまず （3 曰ぺージ)。 

3ストラップのバックルび樓方を向くよラにセー 
フティネットをフックの凹部にかけまず。 

4バックルでストラップの長さを調節し、フックを 
カバー巧の U ングにかけまず。ストラップの先端 
を引き、セーフティネットびぴったりと張るよラ 
に調節します。 


* 仕様などにぶ0装倫び異な0ます 
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ラゲツジルーム 



セーフティネットを取り外 r とき： 

1バックルを水平にしてストラップをゆるめ、つッ 
クを U ングから外しまず。 

2セーフテイネットをフックの凹部からがします。 


[63] 


ス□ットル 

G 320 

セーフテイネットを収袖ずるとき 
G 320 : 

1セーフテイネットを巻さまず。 

2マジックテープをス□ットルに通してから、セー 
フテイネットをマジックテープで固定しまず。 

G 320 L / G 已〇 0 L / G 已己 L AMG : 

セーフテイネットを巻き、 U アシートの後側に 
収納します。 
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ゲツジルーム 



使巧するとさは、カバーを広げて、カバーの両側 
をマジックテープで止めまず。取りがすときは 、 U 
アシートのバックレストを前に倒し、カバーをフツ 
クか5かします。 


* 仕様などによ0装箱び異なりまで 



参ラゲッジルームカ八"一は、 U アシートを起こし 
た状態で使用してぐださい。 


•ラゲツジルームカバーの上に面物を置かないで 
ください。荷物び放り出され、乗員がけびをず 
るおそれがおりまず。 










荷物を積むとさは 




◊荷物はでさるだけシートの背面に接するよラに積 
んで<ださい。そして重い荷物をシート背面近 
くに配置してください。荷物の積みかたは走行 
安定性に大きく影響します。 

◊荷物はできるだけ人び座っていないシートの後 
方に積んでください。 

◊荷物をバックレストよ D 高く棟み上げないでく 
ださい。 

◊ウインドウに荷物び当たらないように注意してく 
ださい。ウインドウガラスを破損したり、 U アデ 
フォガーの熱線を損傷ずるおそれびありまず。 

◊荷物を積むときは、必ずセーフティネットを使 
用してくだごい。 
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◊大きな荷物を積まないときは、リアシートのバッ 
クレストを起こし、へッドレストを装着してくだ 
さし、。 

ク1」アシートに人を棄せないときは、図のよラに 
左ちのシートベルトプレートを反対側のパック 
ルに差し込んで、シートベルトび交差ずるよラ 
にしてください。 

ク燃料を入れた容器やスプレー宙などを误まない 
でください。引乂や爆発のおそれびあ0ます。 











ラゲッ 


G 3 呂〇 

荷物を固定ずるとをは： 

〇荷物はきちんと捆包して確実に固定してくださ 
し、。荷物の積みかたび悪かったり、荷物を固定 
していないと、荷物び前ちに放0出され、乗員 
にけがをさせるおそれびあ0ます。 

◊荷物の積みかたのを意を守っていてを、荷物が 
多くなるほど、事故の際にけがをする危険度は 
増しまず。 

◊荷物の固定には擦れに強く丈夫な□ープを使用 
し、ラゲツジルームの4個の荷物固定用リング 
( G 320はラゲツジルームに到固、 U アシート下 
音則こ2個）に通して確実に結んでください。 


G 320 し / G 已〇 0 L / G 日已 L AMG 


◊荷物固定用 IJ ングには均等に力びかかるよラに 
して < ださい。 









G 320 


ネットなどで荷物を固定ずるときは： 

荷物固定用のアクセサリーは、ダイムラー-クラ 
イスラー社の推奨品の使用をお勧めしまず。詳し 
<は指定サービスエ場におたずねください。 

◊伸縮性のある□ープやネットを使用しなし、でく 
ださい。重い荷物を固定ずることびでをず、事 
巧のとさ、粟員びけびをするおそれびありまず。 
〇固定する□ープやネットび荷物の角にかか6な 
いよラにしてくださし'1。 

〇鋭い角のあるをのは、角の部分に カバーをして 
くださし、。 



G320L / G 已 00L / G 已 5L AMG 


◊荷物をテンションネットで固定するとをは、荷 
物全体の上にネットを被せ、フックを荷物固定 
用 IJ ングにかけまず。テンシ ョナーを 使ってス 
トラップを強く締めてください。 

◊締め付けストラップは、図のよラに荷物の上で 
交差するよラにかけ、荷物の重量が甚荷物固定 
用リングに均等にかかるよラにします。締め付 
けを具を使用する場合は、荷物固定巧 U ングに 
過大な力ぴかからないよラにま意してくださし1。 

〇締め付けストラップは、がなくとを張力700 kg 
じし b 、 幡 25 mm 切下のものを使巧してください。 



巧全ドライプ 
のために 


—1 


巧巧ずる 
ま又に 


法寧る 

とを 


墨 P 





盗難防止システム 


盗難防止システム 



表示灯 


ドア、テールゲート、ボンネットなどび閱じてい 
ることを監視し、車び U モートコントロールしソか 
の方法で開けられたときや、ウインドウを割つて 
中からドアを開けるなどの異篱事態やけん引など 
により車両び傾くのを感知すると、サイレンと非 
常点滅巧の点滅で周囲に巧らせまず。 

システムを作動可能にずるとま； 

すべてのドア、テールゲート、ボンネットを閉じ 
た後、 U モートコント□ールで車を施錠すると、 
スイッチの表示打び点滅し、約15秒後に作動巧能 
状態にな0ます。 


システムの作動： 

システムび作動可能状態のとさ、が下のぶラな作 
動を感知すると蓄報び作動します。 

◊ドアまたはテールゲートび開けられたとを 
◊ボンネットび開けられたとき 
システムび作動すると、サイレンび約30秒問 
鳴り、おお点滅 I 灯が通巧の約2倍の速さで約已 
分間点滅します。ルームランプを点 I 灯します。 

システムび作動したとを①解除方法： 

U モートコント□-ルで解錠するか、エンジンス 
イッチにキーを差し込みます。 


广注意！ . _ 

"^►システムび作動巧能状態のとき車内からドアを 
開<と警報び作動します。車内に人がいるとさ 
は作動巧能状態にしないでください。 


知識 _ 

◊リモートコント□ールで施錠した後、エマージェ 
ンシーキーで運お席ドアやテールゲートを開< 
と、 さ 報システムび作動します。 

◊ドアやテールゲート、ボンネットなどを開いて 
を 報システムが作動したときは、それらをすぐ 
に閉じてを、蓄報は辑除されません。 

◊いったん作動した警報は、リモートコントロー 
ルで施錠/解錠操作を斤なラか、エンジンスイッ 
チにキーを差し込むまで止まりません。 
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を難防止システム 



盗難防止システムび作動可能状態のとき、けん引 
などで車両び持ち上げられ車び傾くと、けん引防 
止警報び作動し、サイレンと非常点滅灯の点滅で 
周囲に巧らせます。 

車をフエ U — ボートやトランスポーターに柔せて移 
動するとをは、盗難防止システムのけん引防止機 
能び作動することがあります。そのよラなとさはけ 
ん引防止客報を解除してから施錠してください。 
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けん引防止警報の解除： 

1エンジンスイッチを0か1の位置にしまず。ま 
たはキーを抜き取0ます。 

2 けん引防止咨報解除スイッチの上側を巧しま 
ず。表示灯げ約2秒点巧し、その後消巧して、 
けん弓 I 防止客報び阐除されます。 

3 1」モートコント□-ルで施綻します。 

上記の操作で盗難防止警報のけん弓 I 防止警報び解隙 
され、車両が傾いてわ警報び作動しなくな0まず。 
ただし、盗難防止警報は作動します。 


蹇ドライプ 

のために 


靈薦 


裹ずる 

とが- - 


.ぶ巧を' 

隱沼 




















スライデイングルーフ 




エンジンスイッチび1か2の位置のとを作動します。 


スライディングルーフの開閉 
開 < とさ： 

スイッチを1の方巧に巧している間開きまず。 
スイッチを2の方向に強く押ずと手を放しても自動 
で開きます。途中で止めたいときは、スイツチを 
どちらかにおく巧します。 

閉じるとを： 

スイッチを3の方向に巧している間閉じます。 


チルトアップ/チルトダウン： 

スライディングルーフび閉じているとを、スイッチ 
を4の方向に巧すとチルトアップし、已の方向に引 
<とチルトダウンします。 

1」モートコント□ールでお開聞操作びできます 
(46 ぺージ)。 

リモートコント□—ルで開閉できないとさ 

バッテリー交換やヒューズの交撰などでスライディ 
ングルーつとバッテ1」一との接続び邸たれたとさ 
は、スイッチを操作しても、スライディングル—フ 
が自動で開閉できなくなり、スイッチを4の方向 
に巧さないと閉じなくなりまず。また、 U モートコ 
ント□ールでスライディングルーフを開閉でさな 
くな0まず。これらの操作げできないとさは、ス 
イッチを4のち向に押してスライディングルーフ 
をチルトアップさせ、そのままスイツチを1秒間 
巧しつづけてください。詳しくは指定サービスェ 
場におたずなくださし、。 


逆^警告_ 

♦走巧中はスライディング J レーフから頭や手を出さ 

ないで<ださい。けがをずるおそれびお0まず。 

_ _ y 


* 化様などにより装備が異なごます 
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スライデイングルーフ 


知識 _ 

◊スライデイングルーフを開いて走行すると、走 
巧風の影響で空気の振動を感じることびお D ま 
ず。これはスライデイングルーフの開き具合を 
変えるか、ウインドウをかし開けば解消し ます。 


意！ 

♦スライディングルーフを閉じるとさは、手や首 
などを挟まないよラにま意してください。特に 
デ供にはミち意してください。 

♦スライディングルーフの開口部に腰をかけた 
0、荷物を載せたりしないでください。スライ 
ディングルーフを損傷ずるおそれびあります。 

♦車から離れるとさや洗車ずるときは、スライデ 
ィングルーフを完全に閉じてください。 

♦スライディングルーフの開口部から、角の尖った 
ちのを出し入れしないでください。スライディ 
ングルーフのシール部を損傷ずるおそれびあ0 
ます。 

♦隆雨をや積雪後にスライディングルーフを開く 
とさは、ルーフ上の水や雪などを取 D 除いて< 
ださい。車のに水や雪などび入るおそれびあ D 
ます。 

♦スライディングルーフび作動しないときは、指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 







スライデイングルーフ 



スイッチで操作でをないとを 

スイッチを操作してち閉じないとさは、ラゲッジ 
ルーム左側後部のカバーをがし、手動で閉じるこ 
とげでさます。 

手動で閉じるとを 

1 G 320 L / G 500 L / G 已己 L AMGI ま、サード 
シートを下げまず (3 1ページ）。 

2ジョイントを引き抜さ、カバーをかします。 

G 320はル物入れ内のカバーの取り付けネジを 
外してからカバーを外します。 

3 ノブを手前に引さます。 

4車載工具のソケットレンチを駆動部（六角形の 
ボルト）に差し込みまず。 

己ソケットレンチの巧にドライバーを差し込み、 
ソケットレンチび抜けないよラに駆動部をまわ 
します。 



開いているルーフを閉じるとを： 

時計回りにまわします。 


チルトアップしているルーフを下げるとを： 

反時計回 D にまわします。 


ミ主意！ _ 

♦ソケットレンチはしっかり奧まで差し込んでく 
ださい。差し込みび十分でないと、駆動部を損 
傷するおそれがお0ます。 

♦無理にまわさないでください。スライデイング 
ルーフを損傷するおそれびあります。 
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ボンネットを開くとき： 

1□ック賴徐レバーを手前に引きます。 


♦ワイパーアームを起こしたままボンネットを開 
けないでください。ボンネットとワイバーび当 
たり、損偏するおそれびあ0ます。 
♦ボンネットび強い風にあお5れると、急に下び 
るおテれびあります。風び強い曰にボンネット 
を開くときは十分ま意してください。 









ボンネット 



ボンネットを閉じるとを： 

ボンネットを下げ、ボディとの距離が約 20 cm に 
なったところで手を放し、自然に落下させまず。 
完全に閉じなかったときは、もう一度ボンネットを 
開さ、おラかし高い位置から落下させて<ださい。 


警告 _ 

♦走行前に、ボンネットが確実に□ックされてい 
ることを確認してください。走巧中にボンネッ 
卜が開いて事巧を起こずおそれびありまず。 


ミ主意！ 

♦エンジンルーム内にものを置いたままボンネッ 
卜を閉じると、ボンネットび変型ずるおそれび 
あります。 

♦ボンネットを巧さえつけないでください。ボン 
ネットげ変型ずるおそれびあります。 
♦ボンネットを閉じるときは、手を操まないよラ 
にを意してくだごし、。 
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へツ ドランブガード 



1ドライバーでへッドランプケースの取り付けネ 
ジを緩め、ヘッドランプケースを上に引さ抜さ 

まず。 


知識 _ 

◊へッドランプケースはへッドランプウォッシャー 
び取0付け5れているため、取り外すことはで 
をまはん。 


迂 意！ _ 

♦取り付けネジは、へッドランプケースび引き 
抜ける程度まで禮めて<ださい。緩ゆずざる 
とネジの脱落や紛失のおそれびありまず。 
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ヘッドランプケース マウント 


2プラスドライバーでヘッドランプケース上側の 
ネジをがし、マウントを取0かしまず。 


意！ _ 

♦ネジをがすと へッ ドランプケース雲側の ワッ 
シャーが外れまず。紛失しないよラにま意して 
ください。 



巧全ドライブ 
のために 


巧全装お 


足拓ずる 
とを 


• it;;; 

'ま内妾 

な f'' 


























へッドランブガード 



3ヘッドランプガードの図の位置にマウントをは 
め込み、ヘッドランプケースにネジ止めします。 
4ヘッドランプガードを下げ、□ツクにはめ込み 
まず。 



5ヘッドランプケースを上から差し込みます。 

6取り付けネジを締め、ヘッドランプケースを固 
定します。 


ま意！ _ 

♦へッ ドランプガードやへッドランプケースは、 
をつくネジ止めしないで<ださい。ヘッドラ 

ンプケースを損傷するおそれびあ0ます。 
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燃料給油口の開閉 


燃料総由 □ 


車び解錠されているとき、矢印の位置を押すとフ 
ラップび開をまず。 

閉じると去はフラップを押します。 

キヤツブをがずとさ： 

キヤッフを反時計回りにかしゆるめてタンク巧の 

圧力を巧いてか5がします。 


キャップを巧り付けるとき： 

キヤッフを時計回0にいつぱいにまわします。 


參エンシンをかけたまま給油しないでください。 

义巧び発生ずるおそれびありまず。 

参周囲にガソリンがあるとまやガソ U ンの巧いび 
ずると巧は、巧して义気巧近づけないでくださ 
し、。义災びを生ずるおそれびありまず。 


♦給油ノズルび最初に自動停止した時点で給油を 
停止してください。燃料を入れずぎるとエンジ 
ンび不調になつたり、停止ずることびありまず。 
♦燃料びボディにこぼれたときは、ずぐにおを 
取ってください。 


知識 _ 

◊外したキャッフはフラップの裏側にある金具 
(矢印)に固定でをまず。 

◊フラップの裏側に、タイヤ空気圧のデータ1が 
貼付してあります。 

ぐ燃料は無鉛プレミアムガソ U ンに58ぺージ)を 
使用してください。 













燃料給油口 



燃料給油フラップび開かないとを 

車を辭錠してを燃料給油フラップげ開かないとさ 
は、ラゲツジルームち側後部のカバーをがし、手 
動で□ックを外しまず。 



燃料給ミ由フラップの□ック昭除 

1ジョイントを引さ旅き、カバーを外します。 
G 32 日は、ル物入れ内のカバーの取り付けネジ 
を外してからカバーを列します。 

吕ストラップを引き上げて□ックをかし、車外か 
6燃料給油フラップを開きます。 


[ 78 ] 












ステアリング 



エンジンスイッチび1か2の位置のとき、または運 
乾席ドアび開いているときに運転席ドアのスイッチ 
でステア U ングの位置を調節することびでさます。 


前を<な置の調整：スイッチを1の方向に巧します。 
上下<な置の調望：スイッチを2の方向に巧します。 


◊ステア U ングの位置は、運乾席シートの位置や 
巧7ミラ—の角度と併せで記憶に6ページ)させ 
ることびでをまず。 
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ZL 警告 _ 

♦ステア U ングの調整は、おず運転前に^?なって 
くださし、運輯中に調整すると、車のコント □- 
ルを失ラおそれびありまず。 

♦運転中はステア U ングのパッド部を持たないで 
くだをい。万一のとき、エアパジグの作動を巧 
げるおそれびありまず。 

♦ステアリングのパッド部にカバーをした D 、 エ 
アバッグの上にバッジ、ステッカー、才ーディ 
才のリモコンなどを貼りつけないでください。 
エアバッグの作動を巧ばたり、作動時にけびを 
ずるおそれびち0まず。 


;王意 ! _ 

♦ステア U ングをいっぱいに切った状態を長くイ呆 
持しないでください。ステア！ J ング装置び損傷 
ずるおそれびあ0まず。 

♦故障などでエンジンを停止してけん引ずるとき 
は、十分注意してください。エンジンび巧止し 
でいると、通常のとをに比べてステア U ング操 
作にき目巧に大をな力び必裏です。 


巧きドライプ 
のために 


巧を装備 














ドア云ラー 



調整スイッチは運乾席側インストルメントパネル 
にあ0ます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとを調整でさ 
まず。 

1調整したい方(左またはち)の S ラーボタンを押 
しまず。 

2調整スイッチを操作して云ラーの角度を調碧し 
ます。 


造^酱告_ 

• S ラー類は必ず走巧前に、を方が十分確認でを 
るよラに調藝してください。走?3中に調整する 
と、車のコントロールをタラおそれがあ0まず。 


ま意！ _ 

♦ドアミラーに写った像は実際よりも遠くにある 
ように見えまず。ドアミラーで後方を確認ずる 
ときは十分を意してください。 

♦ドアミラーには死角びありまず。車撒変更をず 
るときは、おずルームミラーで搜方を確認して 
ください。また、肩ごしに直接斜め後ちを確認 
して < ださい。 


知識 _ 

◊ドアミラーにはヒーターび装着されていまず。 
外気温度び下びると自動的に温められ、凍結を 
巧ざます。 

クドアミラーの角度は、運転席シートやステアリ 
ングの位居と併せて記憶 (26 ページ)させるこ 
とびでをます。 









ドア s ラーの巧納 
手で格納します。 


ま意！ _ 

♦走巧するときはドアミラーを走巧時の位昼に戻 
してください。ドア S ラーび振動することびあ 
D まず。 

♦ドア吉ラーを動かしているときは、手を挟んだ 
0、異物び挟まつたりしないよラに注意して< 
ださい。車の周りにテ供びいるときは、特に注 
意して < ださし、。 

♦洗車機を使巧ずるとさは S ラーを格納して<だ 
さい。 S ラーを損傷するおそれびありまず。 

♦ドアミラーは車体の側面から突き出ていまず。 
ずれ違いや車産入れのとき、また、ホ行者など 
に十分注意してください。 

♦ドアミラーの巧れを取ると舌は、必ず純正のガ 
ラスク U —ナーを使用してください。云ラーび 
変色するおそれびあ D ます。 


を退時の助手席ドアミラー 

セレクターレバーを 13 に入れたとをに、 助手席ド 
アミラーび自動的に下向きになり、車両後方下部の 
視界を確保して後退を容易にすることができまず。 
エンジンスイッチび呂の位置のとさに作動します。 

S ラーは次のいず.れかのときに元の位置に房り 
ます。 

◊セレクターレバーを m から他のか置に入れて 
から約1□秒後 

な車速び約1 Okm/h 拟上になったとき 
◊運転席側 S ラーボタンを巧したとさ 

マルチフアンクシヨンステアリングで設定したり 
解除することびできます。 

設定と解除については] 33ページの各種設定をご 
覧ください。 


巧全ドライブ 
のために 


巧をち柏 









に 1] 





後退時の助手席ドア云ラーち度を調整し、記憶さ 
せることびでさまず。記憶させるとさは、エンジ 
ン スイッチを 2の位置にして、 ブレーキ ペダルを 
踏み、拟下の操作をしまず。 

助手席ドアミラーち度を記憶させるには： 

1助手席側ミラーボタンを巧します。 

呂セレクターレバーを ra に入れます。 

3調整スイッチで、後退時に自分び後ちを確認し 
やすいち度にドア S ラーを調舊します。 

4 ；<モリースイッチを巧し、約3秒山巧に詞髮ス 
イッチの下側を巧しますにのときミラーは動き 
ません)。 

この後セレクターレバーを ra に 入れると ミラー 
びこのとさの角度になります。 
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自動巧应 ルームミラー 

夜間、エンジンスイッチび2の位置のとき、 J レーム 
S ラーのセンサーび後続車のライトを受けると、 
自動的にルーム S ラーの濃度び変わり眩しさを 
防止しまず。 



◊ルームミラーのセンサーに後方からのライトび 
当た S ないとさは自動防眩しないことがあ D 
ます。 


◊セレクターレパーび|〇に入っているときやルー 
ムランプび点灯しているとさは自動防にされま 
せん。 


ぶ意 ! _ 

♦ミラーのガラスび破損ずると、液体び漏れ出ず 
ことびありまず。この液体はものを腐食させる 
性質びありますので、皮膚や目に直接軸れない 
よラミま意してください。 

♦万一、液体び目に入ったときは、ただちに大量 
の水で5分 iU 上洗眼し、医師の診断を受けてく 
ださい。 

♦液体び車の塗装面に垂れたとをは、ただちに水 
で湿5せた巧などで拭き取って<ださい。 





メー ターパネル 



a メー ター照度調節ボタン/リセツトボタン 旦タ コメー ター 

1分間あたりのエンジン回乾数を表示しまず。 

メーター ，頃度調節ボタン： 

ポタンを時計回りにまわすとメーター巧が日月る 
くな0、お時計回りにまわすとメーター内び腔 
くな0ます。 

U セツトボタン： 

卜 U ッブメーターを I 」セツトしたり、各種設定を 
工場出荷時の設定に戻すときなどに巧します。 
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メーター パネル 


回スピード メーター 

車の走行連度を表おしまず。 

速度の表を単位をマイル ( mph ) に変更すること 
をでをますが、マイル表示にするとキ□メーター 
表示に比べ、同じ数字でも約1 .6 倍の速度にな0 
ます。速度の出しすぎを防ぐためキ□メーター 
表示で走行してください。 

表示の切り智えについては122ページをご寛く 
ださい。 


◊1 マイル ( mph ) は約] .6 km / h です。 

◊マイル表をを選択ずると、卜 U ップ;一■ターの表 
示ちマイ J レ表示になります。 


田燃料 計 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンク容蠢は約白6 6です。 

を意！ 

♦^^油のとをはェンジンを停止してくださぃ。 




が 


- r に 
示さ 

〇 


I 三 

八 

ごの 


蠢どフィプ 

のために 


i 装備 









メー ターパネル 


回表示巧と善告口 

エンジンスイッチび2の位置のとき点灯し(八イ 
ビーム表示灯、方向指示表示灯を除く）エンジ 
ン始動後に消灯します。 

消灯しなれったり、走巧中に点口したときは、 
安全な場所に停車し、指定サービスエ場に連 
絡して < ださい。 


八イビーム表示打 （ 137ページ） 

ち向指お表示の: (1 40ページ） 

可変スピードI」 ミツター 表示灯 

(182 ベージ） 

エンジン警告巧 (14 日ページ） 
pn シ-トベルト登告打(のぺ-ジ) 


困 


LIM 


SRS 


画 


エアルン グシステム巧告灯 (40 ぺージ) 
フレーキ姿芭巧0 72ぺージ） 


下記3つの表示巧/警告灯は、他の表示灯/警告巧 
と同様に点灯しまずび、表示丹/蓄告灯として作 
動しません。 


DTR 


国 

m 

D マルチフアンクシヨンディスプレイ 

鲁種警告や甚種設定などを表示します。 
エンジンスイッチを1か吕の位置にずるか、ド 
アを開くと表示したままになります。 


知識 _ 

◊エンジンスイッチび0の位置のとき、またはキー 
を善し込んでいないとをにマルチフアンクシヨ 
ンディスプレイを表示させたいとさは、1」セッ 
トボタンを押してください。約30秒間表示さ 
せることびでをます。 


(囑) 


A B S 警告丹 (1 74ぺージ) 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


巧障/含告メッセージ： 

奉やシステムに異常げ発生ずると、マルチファン 
クシヨンデイスブレイに故搏/警告メッセージが 
表示されます。 


江意！ _ 

♦ホ色の故障/警吉メッセージび表示されたとさ 
はアラームが暗り ます。 

♦故障/警告^ ツセー ジによってはアラームび鳴 
る場合ちあります。 


ABS システム 


ABS 

サト’ウ好イマセン 

(©) 


1行目 

’2行目 

ABS 

サドウシテイ7わ 

シュウリヒリおい 

イングケ-タカ’ ] シヨウテ•ス 


1) 表示機能または ABS システムび故障していま 
す。指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


W 


臺ドライブ 

のために 


巧全ち備 


奪ずる 

ま走に 


''奪を 

とき 


義 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 

ABS 故障 


ABS 

シュウリヒツヨウ 

(©) 


]巧目 

2行目 

ABS 

シュウ U ヒツお 

シュウリヒツヨウぃ 

インシ"ケ-タカ" ] シヨウテ'‘ス 


り表示機能または ABS システムびが障していま 
ず。指定サービスエ場で点検を受けてください。 


バジテ U —巧 電 

ッテリ-/オルタネ-夕- 
シュウリ ヒツヨウ 


ri m 



1行目 

吕行目 

J 广ッテリ-/オルタネ-さ- 

シュウリヒツヨウ 


バッテ I 」一び充電されていません。 

ソベルトび切れている可能性がありまず。 V ベル 
卜を交換してくだごい。あるいは;令却乂ポンプが 
故障している可能性がありまず。このときはオー 
バーヒートし、エンジンを損傷ずるおそれびあ〇 
ます。指定サービスエ場に連絡して<ださい。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


プレーキパッド摩耗 




ブレーキパッドび摩耗していまず。交換の必要び 
あります。指定サービスエ場で点検を受けてくだ 

さし、。 


ブレーキオイル 




指定ヴービスエ場で点検を受けて<ださい。 

A 警 告 

参 U ザープタンクのプレーキオイル星び不足して 
いると、ブレーキシステムが故障し、プレーキ 
び作動しないおそれがありまず。 
•ブレーキオイルの補給はしないで<ださい。 
•車を走行をはないで指定サービスエ場に連結し 
て < ださい。 






マルチフアンクシヨンデイスブレイ 
ブレーキシステム 


駐車ブレーキ 


EBV 


チュウシャフ'レ-キ 

シュウりヒッヨウ 


カイシ'3シテクタ''サイ! 

(の) 

■ 

(⑩ 


1行目 1 

吕行目 

1行目 

MSSSSSS^ 

EBV 

シュウリヒツヨウ 

チュウ外アレ-车 


チユだけアレ-キ 

カイシ‘'3シテクタ’ヴイ！ 


ブレーキシステムび故障しています。ただちに指 

をサービスエ攝で点検を受けてください。 駐車ブレーキび解除されていません。駐車ブレー 

キを解除してください （1 72ぺージ)。 


[ 90 ] 









マルチフアンクシヨンディスプレイ 


シートべ J レトシステム 



指定サー•ビスエ場で点検を受けてくださし、 


テールゲート 


を靈 

めド 
にラ 


1行目， 

2行目 

トランクカ'’ ？イテイ巧！ 



テールゲートび□ックされていません。速やかに 
ま全な場所に停車し、確実にテールゲートを閉じ 
てください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


を却水(レベル） 冷却水(温度) 


レイキャクスイ 


レイキャクスイ 

レへ''ルヲテンケンシテクグサイ！ 


テイシャシテエン'/ンヲテイシ！ 

ご 


斗0 80 120々 C 

AAAAA 


1 行目 

吕行目 

レイキが スイ 

レ V ルヲテンケンシテクタ'’サイ！ 


を却水量び不足しています。冷却かレベルを点検 
巧4日ぺージ）し、お要であれば補給 (241 ページ) 
して<ださい。また、おず指定サービスエ場で点 
検を受けてくださし、。 


1行目 

2 行目 

レイモサクスイ 

テイシャシテ I ンシ"ンヲテ イシ" 

レイキャクスイ 

シュウ1」ヒツおの 


1) V ベルトび切れている可能性びあります。走行 
する前に V ベルトを交換してください。"テイシトシ 
テ I ングン5テイゲという^ツセージび表示されて 
いる間はエンジンを始動しないで<ださい。ェ 
ンジンを損傷するおそれびありまず。 


2) 冷却がの冷却フアンび故障しています。才ーバ ー 
ヒートしないよラに冷却水の温度にミ主意してくだ 
さい （1 07ページ)。ただちに指定サービスエ場 
で点検を夏けてください。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 
ライトシステム 



2行目 


ラ y アラ テンケン巧クタ。サィ！ 


す刀。ぅ テンケンシテクタ'‘サィ！ 

トレ-ラけ’リホウ]ウ巧"トウ 

ランつ。 ヲテンケンシテクダサイ！ 

laftiai 抽細 sa 

ランでヲテンケン'方が"サイ！ 


ラン T 3テンケンシテクタ。サイ！ 

トレ-ラヒグリ•ック 前。 

ランフ。ヲテンケンシテクダヴィ！ 

トレ-ラミキ’ M •ックラン]’ 

ランつ。ラ テンケンシテクタ。サィ！ 

才-卜巧ックラ仆オン 

す- 5ヌイテクダサィ！ 

け‘りホウ]ウ巧‘トウ 

ランフ‘ミテンケンシテクタ'’サイ！ 

北‘ランフ‘テントウド） 

ミキ’ホク]クシシ‘トウ 

ランフ • 5テンケンシテクグヴイ！ 

ヨヒ"ラン： r テントウ! S ) 

け•りミラ-が]り巧•トク 

ランつ•ラ テンむ巧クタ"サイ！ 

ミキ‘ミラ-が]ウシシ‘'トウ 

ラ；ヴヲテンケン巧クタ*サィ！ 

け‘!)]の卜が ] ウが’巧 

ラン了う テンケンシテクタ•ヴイ！ 

ヨヒランフ’テントウド> 

ミキ’のントホウ]ウ巧‘トウ 

ラの’ヲテンケンシテクタ"サイ！ 

北'‘ランフ’テントり! 


トレ-ラ T レ- キ ラの。 3) 

シュウリヒツお 

フ•レ-キランフ。の 

シュウリヒツお 

ヒタ’リフ "レ- キランつ‘ 

ランつ-ヲテンケンシテク》''サイ！ 

ミキ‘ T レ-キランつ‘ 

ラジつ’ヲ巧ケン巧クタ"サイ！ 

IU 巧ントストの’うンフ’ 

う、の。う テンケン巧クグリイ！ 

ヒタ•リ； W ヒ"-ム 

ランフ • 5 テンむシテクタ•サイ！ 

ミ r A ィヒ、'-ム 

ランつ‘ヲテンケン巧クタ•サイ！ 

ヒタ ''U ラ仆ンス う、の。 

ランつ‘ 5テンケン巧クタ■サイ！ 

ミキ‘ライセンスランフ‘ 

ラン T ヲテンケ：/シテクタ•サイ！ 

ラソフ’ 

ランフ’ 5クシテクタ’サイ！ 

ヒタ ’u 1 が ラン r 

ランフ° 3テンケン巧クタ’リイ！ 

ミキ t つが'' ランつ‘ 

ラン T 5テンケン巧クタ’リイ！ 

オフこシテクタ"サイ！ 

リヤ 1 か、' ランフ’ 

ヨヒ。ランフ。テントウ! a 

UP フォ う’‘ ラン フ° 

ランつ’ 5テンケン巧クタ‘サイ！ 

げり口 A ’- わク''ラの。 

ラン： r ヲテンケンシテクタ‘サイ！ 

北"ラン T テントウド> 

ミキ‘？ I A ’- わク•ラソ r 

ラン T ヲテンケンシテクタ‘サイ！ 

お'' うで， テントウ!ゎ 

A •ックランつ- 

ランフ‘ 5 テンケンシテクタ"サイ！ 

ヒタ‘リテ-ルラン7’ 

ランフ•うテンケンシテクブ''タイ！ 

北'' ランフ’テントウド> 

ミキ"トルランフ。 

ランつ•ヲテンケンシテクタ•サイ！ 

3 ヒ"ランフ’テントウ!み 


ミキ、、口-ヒ*-ム 

ラン フ。 ヲテンケンシテクタ'’サイ! 



巧全どっィプ 
のために 


雲雲 


塞する 

とさ 


i 




奮ずる 

K をに 












マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ヒタ'’リ A °- キンク’ラン T 

ランフ’ヲテンケンシテクタ"ヴイ！ 

化’ラ'ノフ‘テントウ! 2) 

ミキ‘' A ’- キンク ■ ランフ’ 

ランフ‘ヲテンケンシテクタ'‘サイ！ 

3ヒ"ラン: r テントウド） 

シュウリヒツヨウ>> 

テ—ィス]•レイ ] ショウ 


り表示機能またはライトシステムが故障しでい 
ます。 

2) 蜜球び切れたときは、他の墅球が巧用されます。 

3) ブレーキランプび遅れて点灯、または点灯 
したままにな0まず。ただちに指定サービスェ 
場で点検してください。 

電球巧換については262ページをご覧ください。 


ランプセンサー 



1行目 

2行目 

ランフ‘センサ 

シュウリヒツヨウ 


ランプセンサーに異常び発生すると、ヘッドラン 
プげ自動的に点打しまず。指定サービスエ場で点 
検を受けてくださし、。 


へッドランプび自動で点口したままのと きは、 マ J レ 
チファンクションステア U ングで鲁種設定のへッ 
ドランプ機能を"。ユアル"に切り替え（125ベージ)、 
ライトスイッチで操作します。 
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マ J レチフアンクシヨンデイスブレイ 

ボンネット エアフィルター 



巧をドライプ 
のために 


ポンネットび完全に閉じていません。73ページをご エンジンのエアフィルターび詰まっています。指 
覧ください。 をサービスエ場でエアフィルターを交換してくだ 

さし、。 







マルチフアンクシヨンディスプレイ 


エンジンオイルレベル 



1行目 ' 

2巧目 

エン'ン"ン オイルレ V ル 

レ V ルヲテンケンシテクタ"サイ！" 

エン'：/" ンオイルレ VJ レ 

テイ外シテ、 I ンシ。ン 5 テイシの 

エンシ’ン オイルレ VJ レ 

オイルうヌイテクタ"サイ 3 > 

エン シ‘ンオイル 

シュウリヒッヨウ 4 1 

I ンシ‘ンオイル 1 A ’ ル 

シュウリヒツヨが 


1) ただちにエンジンオイルレベルを点検してくだ 
さい （1 1日ページ)。 

2) エンジンオイルび不足していまず。 

エンジンを損傷するおそれびあ0まず。 

3) エンジンや王元軸媒コンバーターを損傷するお 
それびあります。ただちにエンジンオイルレべ 
ルを点検してください (1 10ぺージ)。 

4) エンジンオイルレベルび限界まで下びつていま 
ず。ただちにエンジンオイルレベルを点、検して 
<ださし、 （1 ]0ページ)。 

エンジンからオイルび漏れていないか点検して 
ください。エンジンオイルに水び混入している 
可能性もあります。エンジンオイルを点検して 
<ださい。 

日）オイルレベルの測定システムび故障していま 
す。指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 
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1 行目 _ 2行目 _ 

SRS システム シュウリヒツが 

指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


キー 

キ- ヲ コウカンシテクタ''サイ 
シュ則ヒツヨウ 



巧まどフィプ 
のために 


巧全装備 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


可をスピードリミッター/クルーズコント□ール 


リミッタ、クルー ス、' 〕ントロ-ル 
シュウりヒツヨウ 

の 


]巧目 


1」ミッタ、クル-ス ’/] ント□-ル 

i シュウリピツお 


ガソリンリザープ 


ゲソリンリサ''-フ '' 

扩ソリンスタンドヲサカ''シマス! 

1 




力•ソリンリヴ'‘-つ'‘ 

力''ソリンスタンドヲサカ‘'バス 


巧変スピード U ミッターまたはクルーズコント□一 
ルび故障しています。指定サービスエ場で点検を 
夏けて < ださい。 


燃料残量び少な<なつています。 
早めに給油してください。 








マルチフアンクシヨン デ イスブレイ 
ドア 


1行目 

2行目 

ド？力‘アイテパス 



し、ずれかのドアび開いているか、半ドアになって 
いまず。速やかに安全な場所に停車し、確実にド 
アを閉じて < ださい。 


低電圧 


1行目 

2巧目 

アンタホ"ルテ-シ。 

び/ V ぅ スタ-卜巧クタ‘サイ！ 

7、が- in レテ-':/'' 

テ"ンソウヒンノスイッチヲオフ！ 


指定ヴービスエ場で点検を受けて < ださし、。 


トアカアイテマス！ 


to 


アング- r ル トシ、、 

‘ンソウヒンノスイッチヲオフ! 



蹇ドライブ 

のために 


巧全装捕 


おお零-' ■ 

とを' 



【9引 
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トランスファーケース 


TC シフトシ*ョウケン 
ミタシテイナイ 


LOW 

HlbH 


1巧目 

吕行目 

TC シフい 


TC のトシ"ョ巧ン 

ミタシテイナイの 

TC n ニュ-卜引ド> 


トランス]ァケ-ス 

シュウリヒツヨウ 


1) エラーのため、トランスファーケースのシフト 
び中断されました。 

吕 )トランスファーケースのシフト条件を満たして 
いません。シフト操作をや0直してください。 

式トランスファーケースびニュートラル位置にな 
つてます。 

4) トランスファーケースび故摩しています。指定 
サービスエ場で点検してください。 


ディスプレイ故障 


シュ則ヒツヨウ 

イン/ケ-夕-力* ] ショウテ''ス 

0 


m 目 

.吕行目 

シュウ U ヒツヨウ 

イソシ“ケ-タカ’ ] シヨ巧•ス 


このメッセージは、エンジンコントロールユこッ 
卜から情報が伝達されないときに表示されまず。 
冷却水温度計、タコター、スピード US ッター 
インジケーター、 クルーズコント□—ルなどの表 
おが正しく表示されない可能性びありまず。 

指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


トランスファーケースの選？尺については] 62ペー 
ジをご覧ください。 


&上記ながの表をび出ることがお0ます。 
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ディスプレイ故障 



いくつかのシステムについての表示機能び故障し 
ていまず。システム目体び故障している可能性わ 
あ0まず。指定サービスエ場で点検を夏けて<だ 
さし、。 


ウォッシャー液 



ウォッシャー液びかなくなつてし''ます。 

ウォッシャー液の補充については、ウインドウウ 
ォッシャーシステム (246 ベージ)をご覧ください。 



雲どフィプ 

のために 


巧全ち抵 


§1 








マルチフアンクシヨンディスプレイ 


その化の表示画面、を種設定機能 

前述の巧障/警告>^ッセージ表お機能に加え、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ像機能表況围面) 
には、；<一夕ーバネル下側画面に、エンジン冷却 
水温度などの情報を表示させた D、 ルームランプ 
消巧遅延時間などの設定項目を表おさせて変更す 
ることびでさます。 

总下のよラに主要な機能び已つあります。 

A インフォメーシヨン表示(項目を選んで表おさ 
はまず） 

情報表示例：エンジン;令却水温度、走巧速度など 
B オーディオ表示(才ーディオの作動状態を表お 
しまず） 

表示例：ラジオ選局周波数、巳 D トラック番号など 
C 故障個所表示(項目を選んで表示させます） 

表示例：ウォッシ中ーミ夜不足など 
D さ種設定(設定項目を表おごせ、設を内容を変 
要することびでをまず） 

設定項目例：牽外ランプ消な遅延時間、ルームラ 
ンス肖巧遅延時聞など 



エン ジン冷を P 水温度表示例 


E トリップコンピューター表示(走行距離や平均 

速度などを表示させまず） 

表示例：区間走行距離、平均速度、走行可能距 
離など 

故障/整吉^ツセージについては、87ぺージをご 

賣ください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



ステアリンクのスイッチ： 

田マルチフアンクシヨンディスプレイ 

旦 IS 、[^ メイン画面選巧ボタン 
各メイン画面を選びます。 

百区 a 、 区 a サブ画面切り替えボタン 

選択した^イン画面巧のサブ画面を切り替え 
ます。 

凸 ra 、 o 設定ボタン/音量ボタン 

サブ画面表示中に、設定項目を選んだり、 ON/ 
日 FF を選択します。 

各^イン画面とオーディオ画面表ホ中に操作ず 
ると、音量を調節できます。 


回未使用ポタン 


霊どつイブ 


1 — 







麵. 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 







が-トカラ 

135 kw 1:50 h 

85.8 km/h T.l km/l 

♦205*0 21:30 



PUD 10 

OFF 

♦20.5*C 21:30 



メイン画面一廣： 

ここではメイン画面のみを一廣にしています。；'< 
イン画画を切 D 替えるときは、 m、 または®を 
巧します。サブ画面については、それぞれの項目 
をご覧 < ださい。 


A インフオメーシヨン表示 （105 ベー ジ） 

B オーディオ表お （1 13ぺージ） 

C 故障表示 （1 14ページ） 

D 各種設定 （1 1已ぺージ） 

E トリップコンピューター表示 （134 ページ) 
F 電話* (日本仕様には設定がありません） 


* 仕様などにより装備び異なります 
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7 ルチフ 


イスプレイ 


1 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 


a メイン画面 

n 卜 U ツブメーター 

U セツト後の走行距離を表示しまず。 U セツ 
卜するとさは、「0000.0」になるまでリセ 
ツトボタンを巧しつづけます。 

旦オドメーター 

これまで走行した累積距離を表巧します。 

旦夕1■気温度(速度） 

車外の気温を表示します。表お設定を変える 
と、走行中の速度を数値で表示しまず。 

凸時刻 

時刻を表おします。表示単位は、12/24時 
間表示のいずれかが選べまず。 

b 冷却水温度画面 

エンジン冷却水の温度を表示します。被述の該 

当説明をご費くださし、。 


C デジタル式速度計画面 
ク走行速度表お 

走行中の速度を数値で表おします。 

ぐ設定速度表示 

スピード I 」ミツターの操作により制限速度を 
言受定すると、設をした制限速度を表おします。 

d 乂ンテナンスインジケーター画面 

一力一指定点検整備の実施時期を表示しまず 
(108ページ)。 

e エンジンオイルレベル画面 

エンジンオイルの量を点検し、表おしまず （1 1 □ 
ぺージ)。 
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b を却水温度画面 

エンジンスイッチび2の位置のとき表示します。 


1 m 、 または ra を巧し、イン フオメーシヨ ン表示 
メイン画面を表示させまず。 

2 GX または Ea を巧し、：令却水温度画面を表示 
させます。 


エンジン冷却水温度をバーグラフで表示します。 

指定の冷却水を適切な混合比で使巧しているとを 
は、約130でまで才ーバーヒートを起こしまはん。 
登い曰のお淸暗ゃ上り坂がつづ<とさなどに、冷却 
水温度び上びることがあ D ますが、才ーバーヒート 
餐告メッセージび表示されない限 D 、 間題あ0ま 
せん。 


知識 _ 

〇■万一、オーバーヒートび超さたとをは、自動的 
に警告メッセージび表示されます。9乙ぺージ 
をご覧ください。 


巧をドライブ 
のために 


霊窝贿 


巧拓ずる 
'とホー 


— 


^六。.韻！鞭巧％谢 
1 


诵養一:; 

ィ J 靡—心 - 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 



d メンテナンスインジケーター画面 

走行距離や走行時間などに応じて、文一力一指 
定点検整備の実施時期を表示します。 


手動確認： 

エンジンスイッチび1、2の位置のとさ表示します。 
1 M 、 または®!を押し、インフォ—シヨン 
表示;< イン画面を表示させます。 

2 tg 、 または臣 a を押し、メンテナンスインジ 
ケーター画面を表示させます。 


自動表示機能： 

次の文一力一指定点検整備実施曰の約10曰前か約 
10日曰か n 前になると、走行中やエンジンスイツチ 
を2の位置にしたとをに、ゾンテナンスインジケー 
ター画面び目動的に表示されます。 

目動表おは約30秒御こ、表示前の画面に戻りまず。 
表示中に画面を戻すときは、1」セットボタンを押 
します。 


表示メッセージ： 

表示メッセージは、日頃の達転スタイルなどに応 
じてじ(下のように変化します。 


◊点検実施前 

"文インテナンス A 、 
"式インテナンス巨、 
インテナンス A 、 
■メインテナンス B 、 


口。 

0 

ア ト XX キ□文一夕一’ 
アト XX キロメーター- 


◊点検実施時期 

"文インテナンス A 、 ジッコウシマス！ 
’文インテナンス B 、 ジツコウシマス！ 

◊実施時期を過ぎたとを 


実施時期を週ぎたときは、 LU 下のメッセージと 
とをに客告アラームび鳴ります。 


"メインテナンス A 、 

"タインテすンス巨、 
’メインテナンス A 、 
"メインテナンス B 、 


XX ニチヲコエ マシタ’ 

XX ニチヲコエマシタ’ 
XXkm ヲ コエ マシタ" 
XXkm ヲコェマシタ’ 


。〇8】 
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ミま意！ _ 

♦メンテナンスインジケーターには、エンジンオ 
イルレべルの点検は含まれていません。エンジ 
ンオイルレベルの点検は、該当画面 (1 10ぺージ) 

、で 運転舍自 貴び点検してください。 

知識 ■' 

◊ ‘メインテナンス A " または、インテナン 
ス巨"は、巧回の;一力一指定点検整備の内容 
を示すちので、どちらび表示されるかは曰頃の 
運転スタイルや走行距離などにより異なりま 
す。詳しくは整備手帳をご覧ください。 

〇メーカー指定点検整備の実施時期までの走行距 
離は、一定ではなく、運転スタイルなどにより 
変ねつてさまず。エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避けると、巧の実施時期 
までの距離び伸びることびあります。 

◊八‘ッテ U —の接続をがしている間の経過曰数 
は、加算されません。 


U セット： 

メーカー指定の点検整備禮に、整備を実施した指 
定ヴービスエ場で方ンテナンスインジケーターを 
U セットしまず。 

リセットを、次回メーカー指定点検整備までの基 
本サイクルは、走行距離では151000 km 、 日数で 
は36已曰に設定されまず。いずれかび、先に達ず 
る時期を次回の一力一指定点検整髓時期として 
表示します。 


迂 意！ _ 

♦ X ンテナンスインジケーターの I 」セットは、専用 
の装置び必要でず。適正な点横整備を行なった 
後に指定けービスエ場で U セットして<ださい。 
♦パンテナンスインジケーターの表示などに異常 
を感じるときは、速やかに指定サービスエ場で 
点検を夏けてください。 



雲どフイブ 


巧を雲 


雲ずる.：'養ぶ 

と定 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 



e エンジンオイルレベル画面 

エンジンオイルの量を点検し、表示します。 


江 意！ _ 

♦運藍前におずエンジンオイル量を点横してくだ 
■ ごぃ。 _ 一 

オイルレベルの点検： 

1車を安全で水平な場巧に止めます。 

2エンジンを始動し、エンジンオイルを暖めます。 
3エンジンを止め、約己分巧ちます。 

4エンジンスイッチを呂の位置にしまず。 


知識 _ 

◊画面に"エンジンオイルレベル、イグニッシ 
ヨンオン！"び表おされたときは、エンジンス 
イッチを2のイな置にして < ださい。 


5 または^を巧し、インフォメーシヨン 
表术メイン画面を表でさせ录す。 

6 0、または区 a を押し、エンジンオイルレべ 
ル画面を表示させまず。 

7約3甲ぶ後、"エンジンオイルレベル、ソクテイ 
チュウデス！"び表示されまず。 


知識 _ 

〇エンジンオイルレベル画面を表示させると、確 
認のため、"ソクテイノトキ从クルマ3、ス 
ィ ヘイニ シテクダヴィ"の:>< ツセージび表示 
されます。車び水平でなレときは、点検を中止 
して水平な場巧に車を移動してか5点検してく 
ださい。 

クエンジンを止めてか5の待ち時間び足りないと 
さは、"マチジカンヲマモツテクダヴィ"び 
表示されます （1 12ページ)。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 

呂点検結果に应じ、し处下のいずれかの文ッセージ 
び表示されます。 



対応： 

エンジンオイル量は適正です。 


エンシ’ンオイルレへ''ル 
1.0 リッタ-ブイカシテクタ''サイ 


対応： 

エンジンオイルを約1 .06 捕給してくださし、。 
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知識 _ 

◊オイル置に応じて、表お数値び変わ0まず。 
◊指定ヴービスエ場でオイル量を確認してくだ 
さい。 

◊エンジンオイルの補給は、242ぺージをご度 
<ださい。 



対応： 

エンジンオイルびをすぎまず。運転をや止し、た 
だちに指定サービスエ場に連絡して<だごい。 



♦エンジンオイルびをずざると、エンジンや=元 
魅媒コンバーターを損傷するおそれがあ0ます。 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 


点検前待ち時間 

エンジンオイルレベルの点検時にエンジンを止め 
てか6の経過時間が足りないと、オイルレベルが 
を定しないため正確な量び測定でをません。 

エンジン停止後の経過時間は、 UTF の時間を目を 
にして < ださい。 

◊冷却水温度が高いとき：約己分 
◊冷却水温度び低いとき：約3日分 

点検時に経過時間び足りないとさは、し: TF のタツ 
セージび表示されます。 


ミち意！ _ 

♦万一、点検をやり直してを結果び表示されない 
とさは、エンジンオイルレベルゲージでエンジ 
ンオイル查を点検してください (242 ページ)。 
♦エンジンの回乾中は、エンジンオイルレベルを 
点検できません。"エンジンオイルレベル、エ 
ンジンテイシチュウノ S ! ’’が表示されまず。 
♦エンジン回廣中に、エンジンオイルレベル画面 
び表をされたときは、エンジンに異常び起きて 
いまず。故障/警告^ ツセー ジ (96 ページ)を 
ご覧ください。 


マチシ>カンヲマモッテクタ''サイ 


心 


対応； 

オイルレベルが安定するまで、しば6く待ってか 
5点検をや0直してください。 
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B 才ーディオ表示： 



ラジオ、 CD 、 カセットの使用時にそれぞれの情報 

を表示しまず。 

才ーディオのタイン画面表お中に、 E 3、 区3を押 
すと、ラジオの遵届、 CD の選巧、テープ再生面の 
切〇替そなどを操作でをます。 


音量調節： 

オーディオ画面と、他のメイン画面表示中のと舌 

に、 E 1、 C を巧ずと、音量を調節でをます。 

表示巧容： 

が下の例では、ラジオ時の操作を説明していまず。 

a オーディオ OFF を示します。 

b プ U セット番号、周波数を表ちしますジオ 
時)。 

C 巨3、区3を巧すと、それぞれの方向に放送局び 
変わります。 

知識 

〇ラジオの還屆は、周波数での還局とプ U セッ 
卜番号での選局のいずれかび選べまず。選局 
方法の変更は、各種設定 （1] 日ページ)をご賣 
ください。 

◊才ーディオについては、別冊の取扱説明書をご 
費ください。 


巧をどっろ 

のために 


巧を雲 
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C 故障表示： 


a 


3•ン3如. 0 

•20 々で 2の。 


因 

面 


故障や異常び起きたとき、車の状況をメッセージ 
で表示しまず。 
a 故障はありません 

b 故障件数画面(この例では「3件」あります） 

C 複数の故障びメモ1」一されている 

手動確認： 

エンジンスイツチが 1 、 2 の位置のとさ表おします。 
1國、または!^を巧し、故廣個所表示メイン画 
面を表示させまず。 

故障びないときは I ‘] シヨ 如'‘ 0" を表示しまず。 
故障びあるとをは、故障件觀を数字で表示し 
ます。 


I 

♦20,5 で 21-30 



b 


おがが3か 

/ョのマス 

•20,5で 

ご凸 

2 V 30 


2故障び複数のとさは、 ES 、 または臣 a を押し 
て故障メッセージ画面を順番に表示させまず。 
すべて表示されると、故障件数画面 b に戻 D ます。 

自動表示機能： 

走巧中に故醉が起きたときは、停車後エンジンス 
イッチを0の位置に戻したとき、またはキーを抜 
を取ると、故障件数画面 b が自動的に表示ごれまず。 
故障個所び複数あるときは、 U セットポタンを押 
すたびに、次のメッセージび表示されます。 

U セット： 

エンジンスイッチを1か呂の位置にすると、故障 
メッセージの表おは消えまず。ただし、故障状況 
び変わらないときは、自動表示機能により再びメ 
ッセージび 表示されます。 


迂意！ _ 

♦故障や登告メッセージの対象範囲は限られて技 
0、すべての故障を検知するちのではあ0ませ 
ん。これらのメッセージ表示槪能は、運乾者を 
支援するちのであ0、発生した故摩についてち 
巧を負5ちのではあ D ません。 

♦表示される故障/警告メッセージについては、 
87ページをご覧くださし、。 
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D 各種設定： 



※上記の巧容は、取扱説日月書作成時点のをので、 
予告な<変夏されることびあ0ます。 


a を種設定メイン画面 

巨 a を押してグループ選択画面を表示ごせます。 

b 設定グループ選択画面 

Ea 、 a を巧し、設定する項目のグループを遵び 
ます。 

◊インストウルメントパネル （1 18ページ） 

◊イルミネーシヨンり24ページ） 

クシヤI」ヨウ （1 28ぺージ） 

ク コンフオー ト （131 ページ） 

知識 ' 

Of を速走巧時に限り、設定項目画面を表おさせた 
り設定の変更びできますび、必ず停車中に操作 
して < ださい。 


巧全ドライブ 
のために 


巧金萬偏 


全おす々' 

どを r ':: 
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C き種設定項目初期化画面 

セッテイチ 

コウシ'‘ヨウシユッカシ''ノ 
セッティニ 
リセットシ7スカ？ 

リセットホ'’タン 


各グループ内のすべての頂目を工場出荷時の設定 
に初期化ずる(房ず)ことびできまず。 

じ(下の手順で操作します。 

1 TO、 または!^を巧し、各種設定兴イン画面を 
表示させます。 

2リセットボタンを約3秒間巧しつづけると、上 
言己の初期化画面び表示されます。 


d さ種設定項目初期化完了画面 



3初期化画面の表示中(約已秒拟巧)に、ち)ラ1度リ 
セットボタンを巧ずと、初期化を実巧し、上記 
のネ刃期化完了画面び表示されます。 


知識 _ 

◊初期化画面び表示されてから約日砂間 U セット 
ボタンを巧さずにいると、鲁種設定メイン面面 
a に切り替わります。 

◊この操作では、ずべての項目を一括して初期化 
でをますび、それぞれのグループ別にな!巧化す 
ることをできます(次ページをご賓ください)。 
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グルーブ別の項目巧期化： 

インストウルXントパネル、イルミネーション、 

シャリョウ、コンフオートの鲁グループごとの項 

目を工場出荷時の設定に初期化ずる(戻す)ことがで 

をます。 

な下の手順で操作します。 

姑下の咧では、イルミネーショングループをネ刀期 

イヒずる手順を説明していまず。 

1备種設定メイン画面 a を表おさせまず。 

吕巨3を巧して、設定グループ選択画面 b を表お 
させます。 

3 ra まには D を巧して"イルミネ-ション’に反転表 
示を合わせまず。 

4区3、または区 a を巧して、いずれかの設定項目 
国面を表示させまず。 

己 U セットポタンを約3秋間巧しつづけると、初 
期化画面が表示されまず。 

6初期化画面の表お中(約己秒な内)に、もう1度 U 
セットボタンを押ずと初期化を実行し、初期化 
完了画面び表示されまず。 

知識 

◊初期化画面び表示さ打てか S 約5秒間リセット 
ボタンを押さずにいると、設定グループ選お画 
面 b に切り替わります。 


[ 117 ] 




インストウルメントパネル 


※時刻表示な外の白抜さ文字表記は、工場出荷時 
の設定(初期化)状態です。 


[11 到 
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a さ種設定メイン画面： 



メイン画面を表巧させる 

エンジンスイッチび1、2のとさ表示します。 
ira、 または M を押し、各種設定メイン画面を表 
示させます。 

知識 

◊走行中は、設定項目画面の表示や設定変更はで 
さません。停車中に設定項目画面を表示してい 
るとき.車び動き出ずと^イン画面に変わ日ま 
すび、再び停車すると表示させていた元の画面 
び表示されます。 


b 設定グループ選択画面： 



設定グループ選択画面を表示させる 

各種設定メイン画面日表示中に巨 a を巧して設定グ 
ループ選択画面を表示させます。 

設定グループを選ぶ 

1 ra または D を押して反転表示を移動させ、 
設定グループを選びます。 

2選んだグループ名を確かめ、区 a を押ずと、選 
んだグループ内の最初の項目設を画面び表示さ 

れます。 


巧まどフイプ 
のために 


霊養 


i 


護 
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各種設定の項目画面使用上のま意 


C 時刻設定術）： 


知識 

◊切下につづく設定項目画面で数値や設定が態を 
変更すると、画面を切 D 替えたとき自動的に新 
しい状態に変夏されまず。不意に変更されなし、 
よラにま意してくださし、。 

ク設定状態の修正穫に区 a を押ずと修正値び設定 
され、前の画面に戻りまず。また、 eg を巧す 
と、次の画面を表示します。 

ク変更び不用なときは ra を巧すと、次の画面を 
お术します。 

〇各種設定を遗中で中止ずるときや部分的な修正 
渡は、團、または国を巧すと、各種設定び 
中止され、他のメイン画面び表示されまず。 


シ。〕クノ セツ テイ 


シ、、カン 


: 35 



時刻表示の「時間」表示を設定しまず。 


1 ra または〇を押して反転表示部分の数字を 
修正します。 

2修正後、区 a を巧ずと修正値び設定され、：欠の 
「分」設定画面び表示されます。 


知識 

ク修正健に因を巧すと修正値が設定され、前の 
画面に房 D ます。 


1120 ] 
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d 時刻設定(分）： 


フン 


シ•'〕クノセッティ 


14 :函 



時刻表示の「分」表示を設をしまず。 

1 ra または〇を巧して反転表示部分の数字を 
修正します。 

2修正後、巨 a を巧すと修正値び設をされ、次の 
画面が表示されます。 





無瓣 



24シ*カンヒヨか* 


霊どフィブ 

のために 


靈装備 
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f 温度表示単位： 甚スピードメーター表示単位： 


オント’ヒヨウシ" 


テ•ィ スフ。 レイノ ア タイ A 

囚 □ 


口 

t H 


マが B 


外気温度とエアコンディショナーの温度表示単位 
を切0替えることびでをまず。 

摂氏(で)表示、華巧 (T) 表示のいずれかを選びます。 

1 ra または C を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、0を巧すと変更状態が設定され、；欠 
の画面び表示されます。 


走行速度の表示単位を切り誓えることびでをます。 
キータ^ ( km/h) 表示、マイル (mph) 表示のい 
ずれかを選びます。 

1 ra または〇を巧して反転表お部分を移動し 
ます。 

2変更後、0を押ずと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されまず。 


ミち意！ _ 

♦ちを上の理由から、キ□メーター表示の使用を 
強<おすすめします。詳しくは、85ページを 
ご髮ください。 
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h デイスブレイ表示言語： 



画面の表記言語(日本語/巧語)を切り替えること 
びでさまず。 

曰本語表を、英語表示のいずれかを選びます。 

1■■または〇を押して反乾表お部分を移動し 
ます。 

2変更後、 Eg を押すと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


i 巧気湿度/速度の表示選巧： 



画面左下に常に表示するデータ(外気湿度/速度表 
示)を切り誓えることびできます。 

列気温度表示、走行速度表示のいずれかを還びまず。 

1 ra または U を巧して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、区 a を押すと変更状態び設定され、メ 
イン画面び表示されます。 



け 23] 



イル 5 ネーシヨン 


※項宜設定画面の白抜きスを表記は、工場出荷時 
の設定(初期化)状態を示しています。 
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b 設定グループ還択画面： 



設定グループ選択面面を表示させる 

各種設定方イン画面 a 表示中に巨 a を押して設定グ 
) レープ選巧画面 b を表おさせます。 

設定グ J レープを選ぶ 

113または〇を押して反転表示を移動させ、 
設定 グループ (イルミ ネーシヨン) を選びます。 

2選んだグループ名を確かめ、区 a を巧すと、選 
んだグループ巧の最初の項目設定画面び表示さ 

れます。 


C ヘッドランプの点打： 



へッ ドランプの点の設定を切り替える ことび でさ 
まず。 

く マニュアル> 

一般的な設定で、ヘッドランプなどを点灯すると 
をは、ライトスイッチを操作します。 

<ツネニテントウ> 

エンジンを始動ずると、ヘッドランプ(□ービーム) 
などび常に点なします。 

1 ra または〇を押して反鼠表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を押すと変更げ態が設定され、次 
の画面び表をされます。 


巧全ドライブ 
のために 


巧全巧偏 










r スブレイ 


◊常時点灯モード(ツネニテントウ)で自動的に 


点巧するランプは、ヘッドランプ(口ービーム)、 
車幅巧、テールランプ、ライセンスプレートラ 
ンプです。その他の車がランプを点巧するとを 
は、さスイッチを操作してください。 

〇常時点灯モードは、走行中の昼間点丹び義務づ 
けられている諸国に巧応ずるちのです。 

◊車外ランプの消巧時に作動する消灯遅延機能を 
装備してお0、ここで設定ずる点灯設定とは機 


能が異なります （ 1另7ぺージ)< 


d ロケイターライティングの設定： 



周囲び暗いときに乗車前の周囲を日月るくするロケ 
イターライティングの点巧設定を切り替えること 
びでさまず。 

<ON> 

U モートコント□ール操作でドアを解錠ずると、 
ヘッドランプの車幅丹、テールランプ、ライセン 
スプレートランプ、フォグランプび点灯します。 

<OFF> 

□ケイターライティングは作動しません。 

1 ra または〇を巧して反乾表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を巧すと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


け2旬 
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e 車かランプ消な遅延時間： 



周囲び暗いときにエンジンを止めると、ま列ラン 
プ消巧遅延機能により周囲を巧るくします。この 
消巧遅延時間を変更することびでき、下記のいず 
れかを選びます。 

<60、45、30、1已ビヨウ> 

それぞれの時間経過後に、車幅な、テールランプ、 
ライセンスブレートランプ、フォグランプび消灯 
しまず。 

<0ビョウ> 

消な遅延機能は作動はず、すぐに消灯します。 

消巧遅延機能については137ページをご篇くだ 
さい。 

1 ra または〇を押して反區表お部分を移動し 
ます。 

2変更後、区 a を押ずと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


ルームランプ消な遅延時間 

ル-ム ゴノ了 ショウトウマテ’ 
チェンシ''カン 

20ピヨウ ■ 


10ヒ。ヨり H 

5ピヨり ™ 

I 0ビョゥ _ I 

ルームランプには消丹遅延機能を備えていまず。 
この消巧遅延時間を変更ずることびでを、下記の 
いずれかを選びまず。 

<20、15、10、已ビヨウ> 

それぞれの時間経過後に、ルームランプび消灯し 
ます。 


<0ビョゥ> 

消巧遅延機能は作動せず、すぐに消灯します。 

Jb— ムランプについては 19 曰ぺージをごおくださし、 

1 ra または〇を押して反乾表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を押ずと変堂状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


霊どっィブ 

のために 


巧塞柏 






マルチフアンクシヨンデイスブレイ 



シャ U ヨヴ 

※項目設定画面の白拖きで字表記は、工場出荷時 
の設定(初期化)状態を示しています。 
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設定グループ選択画面を表示させる 

1备種設定メイン画面を表东させます（115ぺ一 
ジ)。 

2呑種設定べイン画面 a 表示中に巴3を押して設 
定グループ選択画面 b を表おさせます。 

設定グルーブを選ぶ 

1 ra または〇を巧して反転表おを移動させ、 
設定グループ(シャ U ヨウ)を選びまず。 

2選んだグループ名を確かめ、 ca を巧ずと、選 
んだグループ内の最初の項目設定画面び表おさ 

れます。 


C ラジオの選局方法： 

才う"イオモードテ''ノ 
センキョクホ''タンキノウ 


グリセットメモリ 


ラジオ表示画面のとき B 3、 区 a を操作すると、受 
信放送局び変わりまず。このとさの選局ち法(受信 
周波数/プリセット番号順)を切り替えることびで 
さます。 

<シュウ A スウ サーチ> 

放送局の夏信周波数によって順次還局します。 

くプリセットメモリー> 

プ U セツトされている放送局を番号順に選局します。 


1 ESI または a を巧して反乾表示部分を移動し 
ます。 

2愛更後、区3を押すと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


靈どっィブ 

のために 


SS 


誦 


29 ] 
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d 車速感応ドアロック： 



車速感応ドアロック機能は、走巧速度び約]已 km/h 
む上になると、ドアとテールゲートを自動的に施 
錠します。この機能の設定を切り替えることびで 
をまず。 

<0N> 

車速感応ドア□ック機能げ作動しまず。 

<OFF> 

車速感応ドアロック機能は作動しません。 

詳しくは53ページをごちください。 

1■■または D を巧してお藍表示部分を移動し 

2変更後、巨 a を押すと変更状態び設定され、；欠 
の画面び表示されます。 
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b 



コンフォート 

※項目設定画面の白巧き文字表記は、工場出荷時 
の設定朋期化)状態を示しています。 



巧巧ずる 


塞ずる 

とホ 
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設定グルーブ還巧画面を表示させる 

1备種設定メイン画面を表示させまず （1 1已ペー 
ジ)。 

を を種設定;'<イン画面 a 表示中に EI を押して設 
定グループ還巧画面 b を表示させます。 

設定 グルー プを遷ぶ 

1 ■!! または U を押して反転表示を移動させ- 
設定グループ(コンフォート)を選びまず。 

2選んだグループ名を確かめ、巨 a を押すと、選 
んだグループ巧の最初の項目設定画面び表示さ 
れます。 


C エントランスヘルプの設を： 



運転席への乗り降りを容易にするため、ステアリ 
ングび上下しまず。この機能の設定を切り替える 
ことびでをます。 

<OFF> 

ステア U ングは作動しません。 

<ステア U ングコラム> 

ステア IJ ングが上ちに移動します。 

エントランスヘルプ機能については55ページをご 
ち < ださい。 

1 ra または D を巧して反輯表示部分を移動し 
ます。 

吕変更後、巨 a を巧ずと変更状態び設定され、；欠 
の画面び表示されます。 
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d 設定頃目のキー対応設定： 



各種設定の全項目の設定状態をキーごとに対応(記 
憶)させることびでさまず。 ON にすると、差し込 
んでいるキーに現在の設定状態び記憶されます。 

<0N> 

差し込んでいるキーに設定状態を対応(記憶)させ 
まず。 

<OFF> 

異なるキーを使用してち、設定状態は変わりません。 
113または〇を巧して反転表示部分を移動し 

cK 5^ 〇 

2密更後、区3を巧ずと変更が態び設定され、巧 
の画面び表示されまず。 


e 後退時助手席ドア巧一連動設ミ： 



車の後退時に、助手席側ドアミラーを下向さにす 
る磯能の§受定を切0替えることがでさます。 

<0N> 

後退時に助手席ドア S ラーび下向をにな 0 ます。 

<OFF> 

後退時ち!助手席ドアミラー角度は変わりません。 

助手席ドアミラーについては 8] ぺージをご黄くだ 
孔、。 

1 u または〇を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を押ずと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


巧全どっィプ 
のために 


巧を震 
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E トリッブコンピューター表示 


吕 





I リセットカラ I 



2345 km 1 

240:05 h 

ソウコウ カノウ辛ヨリ： 3 加 km 


92 km/h 3 

4 7.1 kiti/l 

♦2D 々で 2 卜 30 


♦20 が C 

21:30 

夕 


:/因 


a ショートトリッブメーター画面 

エンジンスイッチび1、吕の位置のとさ表示しまず。 
M 、 または®を巧し、卜 U ップコンピューター 
表示メイン(ショートト U ップメーター)面面を表ち 
させます。 

b □ングトリップメーター画面 

1ショー トト U ップ方ーター画面 a を表示させまず。 
2 Ea を巧し、□ングトリップ;>^-夕一画面を表 
示させます。 

ショートト U ップ—夕一画面 a は、エンジンを始 
動したとをを起点として情報を表示しまず （ "スタ-卜 
お"）。 

ロングト U ップ^-夕一画面りは、卜 U ップメーター 
を I 」セットしたときを起点として情報を表おしま 
ず （ ■リを y トカラ"）。 

表示する情報項目はいずれを同じです。 


1走行距離 ( km ) 

2経過時間 ( h ) 

3平均速度 ( km / h ) 
4平均燃黃 ( km / I ) 
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リセット： 

◊ショー トトリッ プメーター 
自動リセット 

エンジンスイッチを0の位置にする、またはキー 
を抜を取ってか5約4時間たつと、自動的に U 
たットされます。 

手動リセット 

手動で U セットするときは、ショートトリップ 
メータ—画面の表示中に「日 km 」 び表示される 
まで! J セットボタンを巧しまず。 

◊ロングト U ッ プメーター 

U セットボタンを巧さない限り、リセットされ 
ません。 

□ングト U ップメーター画面の表示中に「日 km 」 
び表示されるまで U セツトボタンを巧します。 


C 走行可能ず測距離表示画面 

1トリップコンピューター表示メイン画面を表示 
させまず。 

2区 a を押し、走行可能予測蹈離表示画面を表示 
させまず。 

エンジンスイッチげ2の位畳のとき、現在の燃料 
の残 S から走行可能なおよその距離を計算し、予 
測値として表示します。 


注意！ 

♦走行可能予測距離表示は、現在までの平巧燃費 
と残り燃料から計算した予測値でず。今後の走 
巧状況に応じて、大を<変動ずることびありま 
すので、早めに給油してください。 


霊どフィプ 

のために 


霊装備 










ライトスイツチ 



WBf ずべてのランプび消に r 


AUTO 


オー hK 自動点巧/消灯) 
(138ベージ） 



ヘッドランプの車幅灯、テールランプ、ラ 
イセンスランプ、およびスイッチなどのイ 
ル乏ネーシヨンランプび点灯 


0ミ 
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P3 


スイッチを2段引くと、上記に加えで U 
アフォグランプび点好し、スイツチ横の 
黄色の表示灯び点打 

ち側のパーキングランプび点巧 


左側のノてーキングランプび点の’ 


ま意！ _ 

♦ライト(パーキングランプを除く）を消の■しなし、 
で、エンジンスイッチからキーを巧き取りフロ 
ントドアを開くと、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに "ぅ'の。 ヲケシテクダ'サイ!"と表示され、ア 
ラームび鳴ります。 

♦フォグランプおよび U アフォグランプは、霧など 
の悪天候で、十分な視界び確保できないとをしソ 
外には使用しないでください。対向車や後続車 
の迷惑になりまず。 

♦エンジンび停止している状態では、ランプを点 
のしたままにしないでください。バツテ U —び 
上ウ S るおそれびあ0ます。 


^1上記に加えてヘッドランプび点灯 


さ0 


スイッチを1段引くと、上記に加えてフォ 
グランプび点灯し、スイッチ横の緑色の表 
示灯び点口 


知識 

〇パーキングランプは、エンジンスイッチが〇の 
位置のとき、またはキーを差し込んでいないと 
さに点打しまず。 


い 36] 







ライトスイツチ 



下向き/上向きの切り替え 

下向を：レバーを1の位置にすると、ヘッドラン 
プが下向さになりまず。 

上向き：レバーを吕の位置にすると、 へッ ドラン 
プが上向きになりまず。 

メーター； V ’ネル内の表示口屋 I (8 目ぺ一 
ジ)び点灯します。 

追い越し合図：エンジンスイッチび1か2の位置 
(パッシング）のとを、レバーを3の方向に引い 
ている罔、ヘッドランプの上向さ 
び,な灯します。 

;王意 ! 

♦対向車びあるとさや市街地を走巧するときは上 
,向さを使用しないでください。 


車がランプ消な遅延機能 

周囲び暗いとをエンジンを停止ずる(キーび〇の位 
置)と、 へッ ドランプの車幅む、テールランプ、ラ 
イセンスランプ、フォグランプび点巧し、すべて 
のドアび閑じた後、一定の時間後に消巧しまず。 

消巧するまでの時間は、最長60砂までの範囲で 
15秘間隔で選ぶことびできます。0秒を選巧する 
とランプは点なしません。 

この機能を一時的に辭陳するとさは、エンジンを 
停止後エンジンスイッチを2の位置にし再度〇の位 
置にずるとランプは消灯しまず。 

知識 ' 

〇エンジンを停止したとさ点丹したランプはドア 
を開閉しないと約60秒後に消好しまず。 


巧をどフィブ 
のために 


巧を震 







ライトスイツチ 


へッドランブ 

へッドランプはマニュアルまたはオートで点巧/ 
消なすることがでをます。 

マニュアル： 

ライトスイッチを揉作してライトを点巧/消巧し 

よ 9 〇 

才ート： 

トンネルなどの暗い場所や夜間の走行、悪天候の 
とをなどに自動点灯しまず。 

ライトスイッチを田巧の位置に合わせまず。 

周囲び暗いとを、エンジンスイッチを1の位置に 
ずると、ヘッドランプの車幅灯、テールランプ、 
ライセンスランプび自動]点灯します。エンジンを 
始動ずると、上記に加えてヘッドランプ(□-ビー 
ム)を自動点灯します。 


迂意！ _ 

♦ライトの点巧/消灯に関する責任は運転者にあ 
0 まず。ライトのオート機能は運乾者を变援す 
るシステムです。 

♦ライトスイッチを田巧の位畳に合わせてを、状 
況により、自動点巧しないことがあ D ます。こ 
のときは、マニュアルでライトを点巧してくだ 
さい。 

♦ライトび才ートで点巧しているときは、エンジ 
ンスイッチを1か2の位置にしたりエンジンを 
始動した後、エンジンスイッチを0の位置に戻 
してドアを開くと、"トト巧ックランアオン!、トヲヌイテ 
クタ‘’サイ!"と表おされまず。キーを抜き取らない 
と、 へッ ドランプの車幅巧、テー J レランフ、ライセ 
ンスランプなどび点灯したままになり、バッテ 
U — ぴ上びるおそれびありまずので、必ずキー 
を抜いて < ださい。 


け 38] 




ライトスイッチ 



へッドランプ照射角度の調藝 

秉員数び増えたり荷物を積載してへッドランプの 
照射角度が変ねつたときに調整しまず。 

エンジンび回転しているときに調整できます。 

0 1名乗車時(運転席)または 2 名棄車時(達転席 

と助手席)。 

1〜3 柔員数および荷物の積載量に応じて調整し 
ます。 

4、5使用しません。 


ミを意！ _ 

♦対向車に迷惑びかからないようにミ圭^しなわち 
調整してくださし、。 
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ヘッドランプウォッシャーの操作 

エンジンスイッチび2の位置のとさ、スイッチを ^ 
押ずとノズルからウォッシャー液が へッ ドランプ ’ 
に 向けて噴射されます。 j 


>3 E 意！ _ 

♦へッドランプウすッシで一を使用するときは、 
通行人などに水がかからないよラに注意してく 
ださい。 






方向指示 


方向指示の操作 



レパーを上または下へ操作すると左またはちの方 
向指示：打が点滅します。 

メーターパネルの表示灯も点滅します。 

ステア U ングを戻すとレバーは自動的に戻ります。 
戻らないとさは手で戻してくださし、。 

車線変更など短時間だけち向指示丹を使用すると 
きは、方向指示レバーを手ごたえげ感じられる位 
置にして手を放すと方向指示灯び3回点滅します。 


知識 _ 

◊非常点滅灯を使用しているときにち向指おレ 
バーを操作ずると、方向指示操作び優先され、 
左側またはち側の方向指示巧の点滅に切 D 替わ 
0ます。中立の位贾に戻すと、再び非常点滅巧 
に切 D 替ね〇まず。 

◊方向指示巧(サイドを除く)のいずれかの霉球び 
巧れると、表示灯の点滅と音の間隔が短<な0 
ます。速やかに電球を交換してください(吕62 
ベージ)。 


1140 ] 



ワイ/卜 •/ ウ オツシ ヤー 



エンジンスイツチび 1 か 2 の位置のと^に使用でさ フロントウインドウのセンサーび感知した雨滴量 

まず。レパーをまねすと' 政下のよラに作動しまず。や走行速度などに応じてワイパーの作動を停止、間 

A タモード、低速モードに自動的に切0替えます。 

0の位置：停 止 

I の位置：ワイパーの作動び有動調整されます。 

II の位置：低速モード 
川の位置：高速モード 


巧全どフィブ 
のために 


i 装拍 
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ワイパー/ウオツシャー 


知識 _ 

◊レノく一び II 、 III の位置になっていると、停車時 
または低速走行時にワイバーの作動が自動調碧 

されまず。 


ミ 主意！ _ _ 

♦フロントウインドウび乾いているときはワイパー 
を使用しないでください。ウインドウの表面に 
細かい傷び付くおそれびありまず。 

♦停車時にワイパーを使用ずるときは、通行人な 
どに水びかか S ないように注意してくだごい。 
♦寒冷時にはワイパーがガラスに貼りつくことげ 
あります。作動させる前に貼りついていないこ 
とを確認してくだごい。貼りついたままワイ 
パー を操作ずると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷ずるおそれびあ 0 まず。 

♦ワイ八"一に雪などの障害物び付着しているとさ 
は、エンジンスイッチからキーを振き、障害物を 
取 D 除いてか5ワイパーを動かして<ださい。 


い 42] 






エンジンスイッチび 1 か 2 の位置のとさ、矢扣の方 
向に軽く巧すとウォッシゎ一液び噴き寸せずにワイ 
バーび1回だけ作動しまず。この操作は、フロント 
ウインドウぴ磊れているとさだけ使用してくださ 
し、。スイッチを矢印の方向に強く押し込むと、そ 
の間、フロントウインドウに向けてウォッシャー 
液び噴射され、ワイパーも作動します。 


[1 


ウォッシャー 

センターコンソールのスイッチでリアワイパーと 
IJ アウインドウウォッシャーを操作しまず。エン 
ジンスイツチび1か2の位置のとさ作動します。 


U ァワイパーの操作： 

スイッチの上側を巧します。 U アワイパーび間で 
モードで作動し、スイッチの表示阿び点なします。 
停止するとさは、再度スイッチの上側を巧します。 




ゥォツシャーの操作： 

スイツチの下側を押ずとウォツシで一液が噴おさ 
れ、リアワイパーび作動します。 

















ヮィパー/ウォッシャー 


ミま意1 _ 

♦ウインドウび巧れているときは、必ずウォッシ 
ャー液を噴射してからワイパーを使用してくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷が付くおそ 
れびお0ます。 

♦ウォッシャー液びなし、とさは、ウォッシャーを 
操作しないでください。モーターを損傷ずるお 
それがあ0ます。 


知識 _ 

◊フ□ントワイパーび作動しているときにセレク 
夕ーレバーを lO に入れると、 I 」アワイパース 
イッチを操作しなくても1」ァワイ八•一び目動的 
に作動します。リアワイパーはフ□ントワイバー 
のモードに忠じて切下のよラに作動します。 

◊フ□ントワイパーが間欠モードのとき： 

• 間タモードでイ乍動しまず。 

◊フ□ントワイパーびほ速モードのとを： 

氏速モードで作動します。 

クフ□ントワイパーび高速モードのとさ： 

•低速モードで作動します。 

このとさ、スイッチの上側を巧すと間欠モード 
i になります。 
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u アデフオガー 


リアデフオガ ー 



U アウインドウの曇りを取るときに使用します。 
スイツチはエアコンパネルにあります。 

エンジンスイツチび2の位置のとさに使用でさまず。 


使用するとをはスイッチを巧します。表示巧び点 
巧しまず。 

スイッチを再度巧すと作動を停止します。 





















NOTE 


け 4 旬 



運巧ずるとを 


エンジンスイッチ 148 

エンジンの始動と停止 150 

才ートマチックトランスミッション1百1 

セレクターレバー . 151 

パーキング□ックの辭除 . 1已4 

才ートマチックトランスミッション車の 

運転のしかた . 1曰5 

4輪駆動車 1己8 

デファレンシャル □ック 1己8 

トランスファーケース . 1白2 

オフ□—ドでの走行 . 165 


ブレーキ 172 

駐車ブレーキ . 172 

ABS . 174 

パークトロニックシステム 17已 

クルー ズコント□—ル 178 

スピー ドリ=ッ ター 181 

可変スピードリミッター .1 S 1 


靈どっィプ 

のために 


巧金壽 


宙おずる 
«无に 


みぶ補、 
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エンジンスイッチ 


エンジンスイッチ 


A 警告 _ 

•ごく短時間でち、車か5離れるときはエンジンス 
イッチからキーを巧いてくだをい。また、子供び 
乗車している場合は一緒に降ろしてください。 
いたずらか6車の祭を、义がなど思わめ事故が 
発をずるおそれがありまず。また、茨天下では 
車内び巧常に高温になり、火傷や脱水症状を起 
こずおそれびあ0まず。 


EI :キーを抜さ差しする位置。 

D :エンジンをかけずに電気装備の一部を使用ず 
るとさの位置。 

且：エンジンが回転中の位置。 

すべての電気装満び使用できまず(パーキング 
ランプを除く)。 

旦：エンジンを始動ずる位置。 

エンジンスイッチをいつたん3の位置までま 
わせば.手を放しても目動的にスターターびま 
わ0、エンジンを始動します。 



ステア U ングロック 

エンジンスイッチからキーを抜を取るとステア U 
ングが□ックされ、キーを差し込むとステア U ン 
クの □ ックび解除されまず。 


け 48] 



ミを意 ! _ 

♦エンジンスイッチにエマ…ジェンシーキーを差 
し込むことはでをません。 

♦車のバッテリー上ぴりを防止するために、駐車 
時は必ずエンジンスイッチか5キーを抜いてく 
ださし、 

♦走行中にエンジンを止めないでくだ立い。エン 
ジンフレーキび効かな<な0ます。また、フレー 
キやステアリングの操作に非常に大きな力びお 
要になります。 


エンジン警宙な 


エンジンスイツチが2の位置のとさ点'打し 
(お巧しないと去は酱告むび故障していまず)エンジ 
ン始動後に消打します。消巧しなかったり、走行 
中に点なしたとをはエンジンの制御システムに異 
巧び考えられます。指定サービスエ場でただちに 
点検を受けてください。 


知識 

なセレクターレバーび13に入っていないときは 
キ…を抜くことびできません。 

クキーをエンジンスイッチに差し込んだままにず 
ると、キーびまわせなくなることびあ0ます。 
そのとをはキーをいったん抜さ、再度差し込ん 
でまねして < ださい。 
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エンジンの始動と停止 


エンジンの始動と停止 


エンジンを始動ずるとさ 

1駐車フレーキが確実に効いていることを確認し 
て < ださい。 

2セレクターレバーび ra に入つていることを涅 
認して < ださい。 

3確実にブレーキペダルを踏みます。 

4 エンジンスイッチにキーを差し込み、アクセル 
ペダルを踏まずに3の位置までまわして手を放 
しまず。 


迂 意， 

♦エンジンは、セレクターレバーが El に入って 
いるとさち始動でさまずび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、ブレーキぺダ 
ルを踏んで始動してください。 

♦少、しでを車を動かすときはエンジンを始動して 
ください。エンジンび停止していると、ブレー 
キやステアリングの操作にが苗に大きな力びお 
要にな0ます。 


知識 

◊ライトやエアコンデイシヨナーなど、エンジン 
の負担になる装置のスイッチをオフにしておく 
と始動性び良くなりまず。 


エンジンび始動しないとを 

エンジンが始動しないときは、指定サービスエ場 
に連絡して < ださい。 


知識 

ぐ始動できないときはセレクターレバーの位置を 
確認してください。セレクターレバーび店1か 
■3 に入つていると、エンジンを始動ずること 
びでをません。 


エンジンを停止ずるとを 

1車を完全に停止させまず。 

2ブレーキペダルを踏んだまま、駐車ブレーキレ 
バーを引き、セレクタ ー レノ く一を ia に入れまず。 
4エンジンスイツチを0の位置にします。 

5ブレーキペダルから足をゆっくり放します。 


ま意！ 

♦水温び高めのときは、かしの間アイドリングが 
態でエンジンを冷却してから、エンジンを 停止 
して < ださし、。 


zh 警告 _ 

•車を駐車するときは、トランスファーケースを 
( N ) の位置にしないでくだをい。 
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ランス = ツシヨン 


セレクタ ー レノ f 一 



シフト位置： 

■ a バーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置。 


田リバース 

後退の位置。 

01ニュー トラル 

動力び伝わ百ない位昼。巧したり、けん引して 
もらい車を移動することびできます。 

|〇ドライブ 

通常走行の位置。 

1速〜己速の範囲で自動的に変速します。 


を靈 
を省 



メータパネルのシフト位置表巧 


90テ イッブ シフト 

|〇の位置から©または©の方向に動かして 
変速範囲を選択します （1 日2ページ)。 


知識 


◊エンジンスイッチび 2 の位置で、ブレーキを踏ん 
でいないと、セレクターレパーを la か6動か 
すことはできません。 


巧をち巧 


巧なずる 
ホホに 


置巧ずる 
とを 















才ートマチックトランス S ッシヨン 



セレクターレノて一•び|〇にあるとさは、セレクター 
レバーをなまたは©の方向に動かし、路面や走行の 
状況に合った変速範囲を選択ずることができます。 
選択した変速範囲(テイップシフト位置)は、マルチ 
ファンクションディスプレイに表示されます。 


シフト位置： 

〇1速〜4速の範囲で自動的に変速します。 

坂道走巧などに適していまず。 

H 1速〜3速のお囲で自動的に変速します。 

穏やかな上りや下りを走行するときなどに適 
しています。 

H ] 速〜2速の範囲で自動的に変速します。 

険しい山道を走行ずるとさや、エンジンブ 
レーキび必要なとさ、他車をけん引ずるとさ 
などに適しています。 

a ] 速に固をされまず。 

重い荷物を積んで発進するとさや、のの位置 
よりも強いエンジンブレーキび必要なとさ 
などに適しています。 


【152] 
















才ートマチックトランスミツシヨン 


知識 

◊セレクターレバーをなの方向に押してな持ずる 
と田！になります。 

◊マルチフアンクションディスプレイの表示が ra 
のとをにセレクターレバーをなの方向に巧す 
と、1段上のギアへシフトアップされることび 
あ0ます。 

◊セレクターレバーを©の方向に押して保持ずる 
と、走行速度に応じた変速節囲(ティップシフト 
位置）〇、 H 、 H 、 匯画のいずれかび選択 
ごれ、その位置びマルチフアンクションディス 
プレイに表示されます。 

◊セレクターレバーを©の方向に押ずと、現在遅 
がされている変速範囲で最も高いギアにずでに 
シフトされている場合は、 ] 段下のギアにシフ 
卜します。 

◊万一、自動変速や手動変速でさな<なったとを 
など、トランスミッションに異常び起きると、 
自動的にエマージ X ンシー モードに切り替わ0 
ます。このモードでは前進用2速ギアと後退用 
2遠ギアだけび選べ、走行することびでをまず。 
後述の操作で、前進用または後退用ギアを選び 
ます。 


。於] 


1ち全な場巧に停車し、セレクターレノて一を 

■ a に入れまず。 

2エンジンスイッチを 0 の位置にしてエンジン 
を止ゆます。 

3約10砂間待ってから、再びエンジンを始動し 
ます。 

4前進時は lO に、を退時は13にセレクター 
レバーを操作しまず。 

ra にいれると r 前進用2速ギア」、 lo に入 
れると r 後退用2速」ギアに固定されます。 


王意 ■ _ 

♦エマージェンシーモードで走行するときは、動 
力性能などび大を<制限されます。十分に注意 
して走行し、速やかに指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 






才ートマチックトランス云ツシヨン 


八‘ーキング□ックの解除 



オートマチックトランスミッションのセレクターレ 
バーを g ■から動かせないときは、政下の方法で 
動かずことびでをまず。 

故障時に車をけん引されるときなどに必要になり 
まず。 

1ドライバーなどをシフト表示の - ra + マーク下 
に差し込みち巧の方向に巧します。 

呂押したままたレクターレバーを la から動かし 
ます。 


注意！ _ 

♦前記の方法でセレクターレバーを動かせないと 
さは、指定サービスエ場に連絡して<ださい。 
♦セレクターレバーを動かすことがでさた場合で 
を、指定サービスェ攝でただちに点検を受けて 
<ださし、。 
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才ートマチックトランスミツシヨン 


卜7チックトランス S ツシヨの運乾のしかた 


運乾する前に才ートマチックトランスミッション 
車の特性を理解し、正しい操作をして<ださい 
(17 ぺージ)。 


オートマチックトランスミッシヨン車の特性 
■クリープ現象とは 

エンジンが回転しているときに、わレクターレ 
バーを ID か ra に入れてブレーキペダルから足 
を放すと、アクセルペダルを踏まなくてを車び 
ゆつ<りと動を出しまず。これをク U - プ現象 

といいます。 

■キックダウンとは 

走行中にアクセルペダルを一気に踏み込むと、 
自動的にあ速ギアに切り替わり、エンジンの回転 
数び上び0ます。これをキックダウンといいます。 
これを和用すると、車を素早く加速ごせること 
びでさます。 


発進 

1エンジンを始動します。 

2ブレーキペダルを踏んで、踏みしろや踏みごた 
えを雇認します。 

3ブレーキペタルを踏んだ まま、セレクターレバー 
を走行の位置に入れます。 

4駐車ブレーキを解除します。 

已ブレーキを徐々に戻して、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み込みます。 


^警告 

♦アクセルペダルを踏んだ巧態でセレクターレ 
バーを操作しないでください。車び急発進ず 
るおそれびありまず。 


ミ主意！ __ _ 

♦急な坂道で発進するときは、駐車ブレーキを効 
かせたままブレーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、車び動き出す 
感触を確認してから駐車ブレーキを解除して発 
進してくださし、。 

\ ___ ♦ 

通常走巧 

通常はセレクターレバーを ■§■ にして走行しまず。 
アクセルペダルの踏み加減や車速に応じて、自動 
的に変連び行なわれまず。 

素早く加速したいとを 

アクセルペダルを一気に踏み込むと、キックダウ 
ンし、素早く加速します。 


知識 _ ’ 

◊エンジンび冷えているとをは、よ0高いエンジ 
ン回転数でシフトアッフび巧なわれまず。 


霊どつイブ 

のために 


巧全蘭 


g 巧ずる 
ま文に 


圓嫂 










才ートマチックトランス乏ッシヨン 


坂道走巧 
上り坂の走行： 

巧の勾配に応じて ra 〜〇を選?尺ずると、エンジ 
ン回乾数の変化び少ない、なめらかな走巧ができ 
ます。 

下り坂のま巧： 

下り坂を通常走行の位置 m で走行すると、エンジ 
ン ブレーキび さかず、速度び出ずぎることびあ0ま 
す。このよラなときは、坂の勾配に応じて ra 〜匯誦 
を選択し、エンジンブレーキを効かせながら走行 
しまず。 

■エンジンブレーキとは 

走行中にアクセルペダルを離すと、車にブレー 
キカび働さます。 これをエンジンブレーキといい 
ます。エンジンブレーキは、を速ギアほど効さ 
び強くなります。 


也^警告 _ _ 

♦長し、下り坂や急な下り坂ではがずエンジンプレー 
キをが用してください。プレーキペダルを踏み 
つづけたり、急ブレーキを繰り返ずと、ブレー 
キの効きが悪くなり、万一のとを停車できなく 
なるおそれがあ0まず。 

•急激なエンジンブレーキを効かせないでくださ 
し、。スリップして車のコントロールを失ラおそ 
れがあ0まず。 


滑りやずい路面での操作 

デフアレンシャル□ックをオンにしり己8ページ)、 
急加速や急減速を避けた運乾をむびけて<ださい。 
滑0やずい路面では、車輪に必要 L ソ上の駆動力び 
かかると、車のコント□ールや制動拒離に悪影變 
が出ることび巧0まず。 


A 警告 _ 

•滑りやずい路商では、シフトダウンによる急激 
なエンジンブレーキを使用しないで<ださい。 
車のコントロールを失ラおそれびありまず。 


注意！ _ 

♦シフトダウンはエンジン回転数の許容限度巧で 
行なってください。エンジン回転数の許容限度 
を超えると、エンジン保護のため、セレクター 
レバーを動かしてもシフトダウンされません。 
♦滑りやずい路面で発進するときは、タイヤを長 
時間空乾させないでください。デファレンシャ 
ルギアを損傷するおそれがあります。 


[1561 





才ートマチックトランス S ツシヨン 


停車 

セレクターレバーを m か ran こ入れたままプレー 
キペダルを踏みます。 

やむを得ずエンジンをかけたまま長時間停車する 
ときは、駐車ブレーキを確実に効かせ、セレクター 
レバーを la に入れてください。 


A 警 告 

♦停車中は空がかしをしないでください。万ーセ 
レクターレバーび iDKia にあると車び急荒進 
して重大な事故を起こずおそれびありまず。 


江 意！ 

♦急な上り坂などではアクセルペダルの踏み加減 
によって停車状態を保たないで<ださい。トラ 
ンスミッションに負担びかかり、過熱や故障の 
原因になります。 

♦停車中はブレーキペダルを確実に踏み、クリー 
ブ現象（17、1己5ぺージ)で車び動かないよラに 
してください。 

♦車び完まに停止しないうちにセレクターレバー 
を la に入れないで<ださい。トランス吉ッシヨ 
ン損傷の原因になります。 


駐車 

1ブレーキペダルを踏んだまま、車を完全に停止 
をせ、 S 主車ブレーキを効かせます。 

2セレクターレバーを堂に入れます。 

3エンジンスイッチを0の位度にし、キーを巧を 
ます。 

4プレーキペダルから足をゆっくり放します。 


霊ドライブ 

のために 


巧を装摘 


g おずる 
ま走に 

















4 輪駆動車 


デフアレンシャルロック 



デファレンシャル□ックは、オフ□—ドや雪道走 
行時、あるいは脱輪などで片輪が空転し車び動け 
なくなった墙合などに、脱出を容易にずる緊急時 
の装置でず。 

スイッチはインストルメントパネルにあ0ます。 


n センターデファレンシャル□ックスイッチ 
且リアアクスルデファレンシサル□ックスイッチ 
旦フ□ントアクスルデファレンシャルロックス 
イッチ 

凸表示灯(黄） 

回作動表お丹(ホ） 

デフアレンシャル□ックは、センター--リアアクス 
ルーフ□ントアクスルの順巧でのみ，スイッチを 
オンにずることびでさまず。 

デフアレンシャル□ックをオンにずると、 A 曰 S が 
解除されます。 


。閲 

















4 輪駆動車 



前翰の片側び空輯しているとを後輪のち側が空乾しているとさ 

デフアレンシャル□ックの機能 

デファレンシャルロックは、わンターデフ、リアデ 
フ、フ□ントデフを□ックすることにより、空転 
した車輪政がの車輪に駆動力を伝える機構でず。 

下のと定にスイッチを操作して、デファレンシャ 
ルロックをオンにしてください。 

◊岩石路ゃ脱輪時など、片輪び宙に浮さ、走行でさ 
な<なった場合 

◊片輪び雪上にあり、他の車輪びアスファルト上な 
どでお出でをなくなった場合。 

晩出徵ま、ただちにデフアレンシャルロックを屏除 
して < ださい。 


前後輪の片側び空乾しているとさ 

デファレンシャルロックの使いかた 

前輪の片側びま転しているとを： 

センターデファレンシャル□ックをオンにします。 
後側の2輪に駆動力び伝わ0まず。 

後輪の片側び空転していると定； 

センターデファレンシャル□ックとリアアクスル 
デファレンシャル□ックをオンにします。空藍し 
ていない他の3輪側側の2輪と後輪の片輪)に駆動 
力がちわります。 

前を翰の片側び空乾しているとを： 

すべてのデフアレンシャルロック(センターデファ 
レンシャル□ック、 I 」アアクスルデフアレンシャル 
ロック、フ□ントアクスルデフアレンシャル□ッ 
ク)をオンにしまず。空嚴していない他の2輪(前輪 
の片側と後輪の片側)に動力び伝わ0ます。 








4 輪駆動車 


デファレンシャル□ツクをオンにする： 

車輪が空乾していないときに、車輪を直進状態に 
してから、デフアレンシャル□ツクのスイツチを 
押します。 

デファレンシャル□ツクが機械的に作動すると ABS 
び賴除ごれアラームび鳴り、 X —夕ーパネルの作動 
裹示财と^ A 巨 S 警告の■び点巧し、マルチファン 
クシヨンディスプレイに " A 目 S キノウシマセン" 
と表示されます。 


知 sai _ 

クスイツチを巧してから機械的に作動ずるまで 
は、若干の時間差びあります。 


デフアレンシャルロックを解除ずる： 

車輪を直進状態にしてから、デフアレンシャル□ッ 
クのスイッチを巧しまず。スイッチの表示灯が消 
に[し、マルチフアンクシヨンディスプレイの表示げ 
消えまず。 

デフアレンシャル□ックげ機械的に解除されると、 
作動表示なび消灯します。 


知識 _ 

クデフアレンシャル□ックは、□ックすると去と 
は逆の順摩で解除されまず。 

OU アアクスルのデフアレンシャルロックを解除 
ずると、フ□ントアクスルデフアレンシャルロッ 
クが自動的に解除されます。 

なセンターデフアレンシャル□ックを解除する 
と、ずべてのデフアレンシャル□ックび呂動的 
に解除されまず。 

◊スイッチを押してから機械的に解除ごれるまで 

には、若干の時間差びあ0ます。 


【16功 





4 输酿動車 


ミち意！ 

♦デフアレンシャル□ックをオンにするときは、 
速度を歩く程度まで落としてください。 

♦デフアレンシャル□ックをオンにするとをは、 
おず車輪び空围していないことを確認してく 
ださい。車輪げ空転しているときにオンにす 
ると、車び思わめ方向に戒び出ずおそれびあ0 
ます。 

♦デファレンシャル□ックは雲急時の脱出などに使 
用した後はただちに解除してください。駆動装置 
を損傷ずるおそれびありあます。 

♦デファレンシャル□ックを闽除しても作動表示 
灯び消打しないときは、ステア U ングを大をく 
切らないで<ださい。駆動装置を損傷ずるおそ 
れびありまず。 

♦車を一軸シャシーダイナモ上で動かずときは、 
短時間であっても、駆動アクスル凶がを持ち上 
げるか、フ□ペラシャフトをがしてください。 
このとさ、センターデファレンシャル□ックを 
必ずオンにしてください。トランスファーケー 
スを辑傷するおそむびあ0まず。 
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A 警告 

•緊急時の脱出なかは、雪道や凍結路でデフアレ 
ンシャル□ックを使用しないでください。また 
デフアレンシャル□ックをオンにしたときは、 
急発進をしないでください。奉の向きが急に変 
わり思わめ事巧につながるおそれびありまず。 

♦デフアレンシャル D ックをオンにしたまま舗装 
道路や固い路面を走巧しないでください。差動 
機構び □ ックされてをち前輪び等速で回転ずる 
ので旋固持でを直進しよラとずる力び強く作用 
し、急激に直進状態に戻るときびあり、思わめ 
事故につなびるおそれがありまず。 


巧 f フィプ 
のために 


巧金装お 


宙おする 
ホスに 






4 輪駆動車 


トランスファーケース 



急勾酷の走行や憑巧時、トレーラーをけん引する 
ときなど、強い驅動力を必要とずる焉合は、トラ 
ンスファーケースを" LOW" にしまず。 

" LOW "( L ) : 

オフロード走行用で、" HI 白 H’’(H) に比べて速度び約 
1/2 になります。 

" HIGH " ( H ) : 

一般道路走行用です。 


トランスファーケースの操作 

" H に H "( H ) から" LOW "( L ) にする： 

1幸を停止してエンジンび回乾しているとさ、ま 
たは、走行速度が約 4Clkm/h 技下のとさにセレ 
クター レバーを1?■に人れます。 

2トランスファーケーススイツチの" LOW " を押し 
ます。シフトが完了すると、トランスファーケー 
スインジケーターに ( L ) と表示されます。 
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4 輪駆動車 



故障/爸告メツセージについては100ぺージをご 
莫ください。 


け 63] 


兰意！ 

♦マルチファンクションディスプレイに TC シフト' 
ジョウケンミタシテイナイ"などと表示された 
場合は、シフトび巧なじれていません。シフト 
操作をやり直してくださし、。 

♦マルチファンクションディスプレイに 1C 八 
ニュー トラル"と表示されたり、トランスファー 
ケースインジケーターに （N) と表示された場合 
は、トランスファーケースびニュートラルになつ 
ていまず。シフト操作をやり直してください。 

♦マルチファンクションディスプレイに’トランス 
ファケースシュウ I」ヒツヨウ•と表あされた 
場合は、システムび故障しています。ただちに 
指定ヴービスエ場で点検して < ださい。 


巧をドライブ 
のために 


巧を装摘 


巧あずる 
またに 
















4 輪駆動車 



車をけん引ずるとさは、駆動装置の損傷を避ける 
ため、トランスファーケースをニュートラルにし 
ます。 


ニュートラルにずるとを： 

1エンジンを停止しまず。 

2駐車ブレーキを効かせまず。 

3ブレーキペダルを踏みまず。 

4エンジンスイッチを2の位置にします。 

己セレクターレバーを Ul に入れます。 

6トランスファーケーススイッチの "LOW" を4秒 
总上巧します。トランスファーケースインジケー 
ターに (N) と表示されます。 


"LOW" または" HIGH" に戻ずとき： 

1エンジンを停止しまず。 

2駐車ブレーキを効かせまず。 

3ブレーキペダルを踏みまず。 

4エンジンスイッチを呂の位置にします。 

5セレクターレバーを MM に入れます。 

6トランスファーケーススイッチの" LOW- または 
"HIGH" を4秒！;!上押しまず。トランスファーケー 
スインジケーターに （L) または (H) び表巧され、 
駆動アクスルび接続されます。 


成警苗_ 

I ♦車を駐車ずるときは、トランスファーケースを 
I (N) の位置にしないでください。才ートマチッ 
クトランスミッションのセレクターレバーが店| 
の位置でを駆動アクスルび固定されないため、 
車が動を出し、思わめ事故の原因になるおそれ 
びあ0まず。 




知識 



◊トランスファーケースび (N) にあ0、駐車ブレー 
キび解餘さむた状態で運窗席を開くと、 S 告音 
だ;鳴 D、 マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
TC 八ニュートラル"と表示されます。 


故障/警告メッセージについては100ページをご 
費ください。 
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4 輸駆動車 


オフロードでの走巧 

自分の車の特性や操織性を巧ることにより、ま全 
に目的地に到達することびできます。悪路走行の 
前に練習走ネ5をさむることをおをめします。 
オフロードを走巧する前に政下ので章をよくお読 
み < ださい。 

1オフ □— ド走行に入る前に、トランスファー:7■— 
スを ’ LOW " にシフトしてください （1 己2ペー 
ジ） 

2荷物は確実に収納または固定してください (6 已 
ぺージ)。 

3状況の巧握でをない地形や路面では、最大限に 
を意して走行してくださし、走行する前に、車か 
ら降りて危険びないことを確認してください。 

4低速でスムーズに走行し、常にホイールび地面 
に接していることを確認してください。 

已坂道はでさるだけまっすぐに登り、まっすぐに 
降0て< ださい。 

6登0はじめと終わ0はなだらかな鮮面を還んで 
走巧してくださし、。 

7下 D 巧では、走行中にエンジンを停止させたり、 
セレクターレバーを四に入れないでください。 

8やむを得ずミ度巧するときは、を巧前にあらかじ 
め水深や地形をお認してください。 

9走行中に車をジャンフさせないでください。車 
体や駆動装置を損傷するおそれびあ D ます。 

10高低差のある段差を索り越える場合は、左ち両 
輪で索り越えてください。車体や駆動装置を損 
傷ずるおそれびあります。 


n 岩、巧、木の切り株、溝など、大をな障害物を避 
けて走行して < ださい。 

にドアウインドウとスランディングルーフは常に 
閉じておいて < ださし、。 

13できるだけわだちの跡か5ぺれないように定巧 
してください。 

14ブレーキにミ尼巧れびないか点検してください。 
また砂や±埃などびブレーキに入り込んでない 
か確認して<ださい。聚急時に十分なブレーキ 
力び得られないおそれがあ D ます。 

15オフ□ー ドを走行するときは、クルーズコント 
□ールを使用しないでください。 

16環境に配慮して走行し、自然破壊をしないでく 
ださし、。 

オフ□-ドを走行する前に 
タイヤ： 

溝の深さと空気圧を点検してください (247 ペー 
ジ)。損傷びないか点検し、ル石などの異物び挟まつ 
ている場合は取り除いてください。ノりレブキャップ 
び粉失している場含は、取0付けて<ださい。 

ホイール： 

リムび歪んでいたりホイールに損傷びある場合は、 
走行前に交換してください。 

ま載工具： 

ジャッキび正常に動くか点検してください。万一の 
ためにホイールナットキ ー、 けん引巧ケーブル、折り 
たたみ式スコップを車に積んでおいて< ださい。 


巧全どっィブ 
のために 


巧を装脚 


奪ずる 

まちに 





4 輸駆動車 



上り坂の運乾 

◊±手や斜面では、まっすぐに走行してください。 
最大登坂能力は8096です。 

◊急勾配に差しかかったときは、トランスファーケー 
スを "LOW •位置にしてください （1 62ベージ)。 

◊必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
して < ださい （1 已8ページ)。 

◊急斜面を走行しているときは、車を旋回させな 
いでください。車び横転するおそれびあります。 
急勾配で登りされない場合は、を退して路りて< 
だごい。巧して、セレクターレバーを in に入む 
て後退しないでください。 

◊斜面を斜めに走行しないでください。車が横乾す 
るおそれがありまず。斜面を滸めに走行ずる必要 
びあり、方一横転しそうになった場合は、ただち 
に斜面の下0側へステア U ングを切り、姿勢を立 
て直して < ださし、。 


jS 作; 

1トランスファーケースを’ ’LOW" 位置にして <だ 
さし''。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3上0坂の勾配に合わせてオートマチックトランス 
ミッションの変遠範囲を選択して<ださい。 

4エンジンを离回乾までまわさないよラに走行し 
て < だでい。 


山間地の運転 

山間地では、ゆるやかにアクセルペタルを踏み 
ホイールび駆動力を保っていることを確認してく 
ださい。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" 位置にしてくだ 
さし、。 

2必、要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してくださレ。 

3上り坂の巧配に合わせてオートマチックトランス 
云ッシヨンの愛逸範回を選巧してください。 

4エンジンを高回乾までまわさないよラにして低 
速で走巧してください。 
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4 輸駆動車 


頂上付近での運鼠 

急な勾配を登り切る前にアクセルをゆるめ、車の 
1菅をを利用して登ってください。 

このよラに走行すれば、車び跳ねたりせず、駆動 
力を失ラことがあ D ません。これは下り坂での速 
度び上びりすぎるのを防止する効果もあります。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてくださし1。 
2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してくださし、。 

3上り坂の勾配に合わせて才ートマチックトランス 
S ッシヨンの変速範囲を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 


下り坂の運お 

◊フ□ントホイールび斜面に对してまっすぐ下0 
方向を向<よラにして、低速で走巧して<ださ 
し、。斜面を斟めに走行すると、横清りや横乾、 
転覆のおそれがあります。 

◊エンジンブレーキを効かせてを減速でをないな 
いとをは、を患深<プレーキペダルを踏んで速 
度を下げて<ださい。横滑 D や横転を防ぐため、 
車び下り坂をまっすぐ下っているときだけ、フ 
レーキ ペダルを踏んでください。 


◊デファレンシャル□ックをオンにすると 、 ABS 
び辭除されまず。これにより、一時的にフ□ン 
トホイールび□ックでをるようにな0、めかる 
みなどでのグ I 」ップが容易にな0ます。 

ただし、ホイールび□ックするため、車の操縦 
性に影酱をおよぼすおそれびあ0ます。 

◊すべりやすい急な下 D 勾配を走巧するときは、 
エンジンブレーキを効果的に利用しなびら車を 
横滑りさせないよラにま意深くブレーキペダル 
を踏み込んで < ださし、。 

〇長い下り坂を走行した後は、必ずブレーキを点 
検してください。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW " にしてくださし、。 

吕必要に応じてデファレンシャルロックをオンに 
してください。 

3テイッブシフト位置を D にして<ださい。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 


巧をドライブ 
のために 


巧全黄摘 


i ずる 

寞に 






4 輸駆動車 



渡巧！ずるとさの運乾 

クやむを得ず渡河ずるとをは、走行前に水深と川 
底の状況を確認してください。 

◊安全な場所でテスト走行をしてください。水深 
が己 0cm な上のところは絶対に走行しないでく 
ださい。 

◊歩く速度で、水深の浅い場所を選び、渡ります。 
水に入るときは速度を上げないでくだごい。波 
び立ちエンジンや車化を損偏するおそれびあり 
ます。 

◊J IIの流れに巧して直角または下流ち向へ横断し 
て < ださし、。 


◊水の中では、波び立たないようにゆっくりと一 
定の速度を保って走行してください。水の中を 
走行しているときは、シフト操作をしたり車や 
エンジンを停止をせないでください。水の中は 
抵抗;び大さいため、発進が困難にな0ます。 

ク渡河した後は、プレーキの効さび悪くなります。 
ブレーキペダルを輕<数回踏んでフレーキパッ 
ドを乾かして<ださい。また、タイヤの溝を洗 
浄してください。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてくださし'1。 
吕必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してくださし、。 

3テイップシフト位置を D か H にしてくだごし''。 
4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 
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4 輪駆動車 



障害物を索り越えるとをの運乾 

◊大をな石、木の切り株、その他の障害物を柔〇 
越えるときは、左ちいずれか一方の前輪で障害 
物の中央を索り越えてください。後輪を同様に 
して<ださい。障害物の端のほラを轰り越える 
と、横滑りずるおそれびありまず。 

◊大きな障害物を棄り越えるときは、ごく低速で 
を巧してくだごい。 

◊障害物により車の底部や車体、駆動部を損傷さ 
せないよラにま意してくださし、。 


操作： 

1トランスファーケースを "LOW" にしてください。 
2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3ティッブシフト位置を匯圓にして<ださい。 

4エンジンを高回乾までまわさないようにして、 
ゆつくりと走巧してくださし、。 


砂上を走行ずるとをの運転 

なやわらかい砂の上での走行は、スタック(なち往 
生）しやずいため、特にを意して運鼠してください。 
ク砂地では車び埋まらないよう、やや速度を上げ 
て走行してくださし、。 

ク他の車び残した浅いわだちをなぞって走行ずる 
と、スタックや車の損傷を防ぐのにち効でず。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてください。 

2デファレンシャル□ックをオンにしてください。 

3オフ□—ドの状況に合むせてティジブシフト位 
宜を選択してください。 

4エンジンを高回商までまわさないよラにして、 
やや速度を上げて定巧^して < ださし、。 


巧をどッろ 

のために 


雲覆 


運香る 

ホホに 
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4 輪駆動車 

わだちを走行ずるとをの運転 

◊他の車のタイヤ跡(わだち)び深い場合は、車の底 
部が地面に接触し、ホイールび地面から離れて 
走行不能になることびあ D まず。 

クこのよラな状況では、必ず車の地上ク U アラン 
スを確認してください。 

◊できるだけ深いわだちを避け、左をどちらか一 
ちの車輪をわだちの間に棄せて走巧ずれば、車 
の J 員傷を巧ぐのに有効です。 


操作： 

1トランスファーケースを’ ’L 日 W" にしてください。 
2 必要に応じてデファレンシャルロックをオンに 
して <ださし、 

3ティップシフト位屋を画圓にしてください。 

4エンジンを亩回乾までまわさないぶラにして、 
ゆっくりと走巧してくだごい。 



4 輪駆動車 


オフロード走行をの手入れ 

オフロード走行後は、車を点検することをお勧め 

します。 

手順： 

1トランスファーケースを" H に H" にしてください。 

2へッ ドランプ/テールランプ、ライセンスラン 
プを洗浄し、損傷びないか点検してくだごい。 

3ホイール、ホイール A ウス、ボディ底部、タイ 
ヤをジェット水流で洗浄し、タイヤに挟まった 
異物を取0除いてく ださい。 

4植物や枝などが車体や駆動部に挟まっていない 
か点検してください。これらび挟まっていると 
火災の危険びあるほか、燃料系、ブレーキホース、 
アクスルジョイントとプロペラシャフトのカバー 
などを損傷ずるおそれびありまず。 

已走行後は、車の底部、タイヤ、ボディ、ステア 
U ング、駆動系、排気系などに損傷びないか点 
検して < ださい。 

6めかるみ、砂の上、水の中を走行した後は、ブ 
レーキディスク、ホイール、ブレーキバッド、ア 
クスルジョイントを点おし、掃除してください。 
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7オフロード走巧を、強い振動を感じる場合は、 
ホイールの隙間などに異物びかみ込んでないか 
点検してくださし、。 

車の損傷は秉りむ地を悪化させ、き巧の原因になり 
ます。指定ヴービスエ場で点検して<ださし、。 


雲どフィブ 

のために 


巧金装備 


巧なずる 
まえに 


i 攘 i 
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ブレーキ 


作動させるとさはレバーを引さます。 

解除するとをはレバーをかし引さ上げなびら、ノ 
ブを巧し込んで、レバーを下げます。 


ぶ意！ __ 

♦駐車ブレーキは車び完全に停止してからレバー 
を引いて < ださい。 

♦急なお道に哲車するときは、タイヤに輪止めを 
して < ださい。 


駐車ブレーキを効かせたまま走行しないでくだ 
:さしんブレーキび過熱して効かなくなつたり、 
I 义ががおをずるおそれがあ 0 まず。_ 


知識_ 

夕是車ブレーキを解除はずに走巧すると、蕃告ア 
ラームび鳴 D ます。 


■ gj ブレーキ善告口 

IBM エンジンスイッチび2の位置のとき点灯 
し(点灯しないときは警告灯び故障してし''ます)エン 
ジン始動後に消灯します。 

エンジン始動樓、駐車ブレーキび劾いているとき 
は、点好したままになります。 

駐車ブレーキを解除しても消灯しないとをや、走 
行中に点丹ずる場合は、ブレーキ液レベルび低下 
しています。またエンジン始動溃や走巧中にブレー 
キ替吿巧と ABS 酱告巧びお巧し、酱きアラームげ 
5秒間鳴ったときはブレーキシステムが故障し、 
プレーキの作動に変化が生じることがあ0まず。 
速やかに安全な場所に停車し、指定ヴービスエ場 
に津絡してください。 


駐車ブレーキ 


A 警告 
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ブレー 


警告 _ 

•長い下り坂や急な下り坂では化ずエンジンプ 
レーキを併用してください。ブレーキペダルを 
超みつづけたり、急ブレーキを繰り返ずと、ブ 
レーキの効をが悪<なり信車でをな<なるおそ 
れがお0まず。 


迂意！ _ 

♦ブレーキが過熱している状態では、ブレーキに水 
びかからなし、ようにしてくださし、。ブレーキディ 
スクを破損ずるおそれびあ0まず。 

♦ブレ~キペダルの上に足を置いたまま運乾しな 
し、でください。プレーキパッドび早く摩耗します。 

♦故障などでエンジンを止めてけん引してをらラ 
ときは、十分を意してください。エンジンび停止 
しているとさは、通常のときに比べてブレーキぺ 
ダルを非常に強く踏まなくてはなりません。 

♦洗車後や水たまり走行禮、または激しし'!雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで走巧した後 
は、プレーキの効きが遅れたり、いつもより強 
く搜まなければならないことびあります。この 
よラなときは、いつもより長めに車間距離を取 
0、効をが回復するまで、ブレーキべダルを数 
回輕く踏んでください。 
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♦必ず指定のブレーキパッドを使用してくださ 
し''。指定じ(列■のブレーキパッドを使用ずると、 
ブレーキ特性び変わつて安全なブレーキ操作び 

できなくなるおそれびあ D ます。 

^ J 

※マルチフアンクシヨンディスプレイにブレーキ 
すイ告またはブレーキパッド摩耗爱告が表示 
ごれたときは、故障/窒告メッセージ (8 日ぺ一 
ジ)をご覧 < ださし、。 




ブレーキ 


A B S 


ABS (アンチロックブレーキングシステム)は、急制 
動や滑りやすい路面でブレーキペダルを踏んだと 
き、車輪のロックを巧止して車の姿剪を安定させ 
るとともに、ステア U ング操作による危険回避を巧 
なラためのブレーキ制御システムです。 


警告_ 

•ABS を過信しないでくださし、。 ABS は急ブレー 
キ時の車両をを性やを険回避能力を高める装備 
で、巧して無謀な運乾か6事故を防ぐものでは 
ありません。たとえ ABS び作動しても、車両 
安定性や操縦性には限界びありまず。 

♦砂利道、雪道などでは、 ABS を装備していな 
い車と比べて制動距離び長くなることびありま 
ず。を度を控えめにし、車間距離を十分取つて 
運起してください。 


(@) 


ABS 警告口 

エンジンスイッチが呂のぬ雷のとき点I灯し 


知識 _ 

◊デフアレンシャル□ックをオンにずると、 ABS が 
解除され、害告なび点なします。 


ABS の作苗） 

ブレーキの操作は普通のブレーキと同じですが、 

じ(下のよラな特敬びあります。 

◊ABS び作動するとボディが趕く振動し、ブレー 
キペダルを通して脈動び伝わってさます。これ 
は ABS び正常に作動しているときの現象で異常 
ではありません。 

◊エンジン始動を、ごくほ遠でブレーキペダルを 
踏むと、ペダルに脈動を感じることびあ0ます。 
これは A 巳 S び自己診断を巧なっているためで異 
常ではありません。 

◊ノてッテ U -①電圧び低下すると ABS 警告なび点灯 
し、 A 己 S び一時的に作動しなくな D ます。電圧 
び回復すると ABS 警告巧び消巧し、元に戻ります。 

◊A 巨 S 警告'なび点巧したときは A 己 S は作動しませ 
んび、通常のブレーキブレーキの性能は保たれ 
ます。 


(病のしないとをは宮告灯が故障しています)エンジ 
ン始動をに消丹します。消灯しなかつたり、走行 
やに点巧したとさはお定サービスエ場でただちに 
点検を受けて < ださい。 


ま意！ _ 

♦ごく軽くブレーキペダルを踏んだだけでも 
ABS び作動するときは、路面び滑 D やすくなっ 
ています。走行には十分を意して<ださい。 
♦エンジン 始動後いったん速度び約 8km/h じ(上 
に達するまでは作動しません。また、約 3km/h 
な下の速度では作動しません。 
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ークト□ニックシステム 


パ-ク ト□ニックシステム 



パーク トロ ニックシステムの作動： 

パークト□ニックシステムは、1」アバンパーに4個 
装着された超音波わンヴーで車の後方周辺の障害 
物などを感知し、車と障害物とのおよその距離を、 
ランプとアラームで運鼠者に知らせる装置です。 

エンジンスイツチび2の位置で、セレクターレバー 
のを 夏び la のとき に作動し ます。 



インジケーター： 

インジケーターはテールヴートの上部にあります。 
パークトロニックシステムび作動ずると、緑色の 
インジケーターび点なします。 

インジケーターは、攝色/黄色/ホ色で表示され. 
バンパーのセンサーと障害物との距離を、点灯ず 
る色と数で表示します。 
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パークト□ニックシステム 


◊障書物びセンサー感知範囲(約150〜1日 0 cm ) 
に入ると、黄色の表示が1個点灯しアラームが 
断続的に鳴0まず。障害物との胆離びさらに短 
くなると、黄色の表おび2個点巧します。 

ク障香物びセンサーの最短感知胆離に近づ<と、 
赤色の表示び点灯します。さらに最短感巧距離 
(約 50 cm ) になると、上記の表おに加えて2個目 
の赤色の表示び点灯し、アラームび継続的に鳴 
0ます。 


迂意！ _ 

♦障害物びセンサーの最短感巧醒離な上に近づ 
くと、センサーは障言物を感知でさなかった0、 
正甫に作動しな<なることびあ0ます。 
♦スペアタイヤカノ く一は U アノ 心 )(一より後ろに 
位置していたゆ、パークト n ニック システムび 
知らせる距離よ日ち、実際の障害物との距離び 
短<なります。十分注意してくださし、。 



0 75 150 ( 011 } 


センサー①感知範囲： 

U アバンパー；センターで約1己 0 cm 〜己 0 cm 
コーナーで約 1 Q 0 cm ~50 cm 


ま意， _ 

♦センサーは、約 30 cm じ i 内にある障養物は感知 
でをません。 

♦センサーに泥やが、雨、がしぶきなどび付いた 
状態のとをは正し<作動しないことびあ D ま 
ず。センサーに偏や損傷をちえないようを意し 
て、定期的に捕除をしてください。センサーの 
掃除については252ページをご覧ください。 
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八’ークト□ニックシステム 


迂意！ _ 

♦バークト□ニックシステムは運商者を支援する 
システムです。駐車するとをや狭い場巧を走行 
ずるとをに運乾者に代〇〇を全を確保するをの 
ではあ0ません。是転音はパークト□ニックだ 
けに頼6ず、必ず自分でを商囲の状況を括誘し 
て<ださい。特に周辺に人や動物びいないこと 
を確認して < ださし、 

♦センサーの周辺にアクセサ1」一などを取0付け 
ないでください。パークト□ニックび正しく機 
能しなくな D 、 車を損傷したり思わめ事故につ 
なびるおそれびあ D ます。 

♦針金やロープなど細いをのや、植木鉢やトレー 
ラーシャフトなどセンサーの上下にあるをのに 
十分ま意してください。これらび至近胆離(約 
30 cm ) 巧にあるとを、状況によっては、セン 
サーびこれらを感知せず、車や物を損傷するお 
それびあります。 

♦センサーは雪などの超音波を吸収しやすいちの 
を感知しないことびありまず。 

♦電波を発するをのが近くにあるとをや、不整地 
などを走 fj しているときは、パークトロニック 
び正しく機能しないことがあ0ます。 

♦大型車のお f 気ブレーキや工事用のエアコンフレ 
ッサーなどび近くにあると、超音波び乱され、 
パークト□ニックび正しく機能しないことびあ 
0まず。 
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♦センサーに傷びついていたり、おや雪、氷、雨、 
水しぶきなどで巧れていると、パークト□ニック 
び正しく機能しないことびあ D まず。このとさ 
はセンサーを洗浄し、作動を確認して < ださい。 

♦システムび故障しているとさは、セレクターレ 
バーを13の位固に入れてち、ない音び嶋〇つ 
づけたり、インジケーターび点打しなかったり、 
葵告音び鳴らない状態になります。速やかに指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 


雲ドライブ 

のために 


i— 


巧巧ずる 
ま文に 


ミい r - 

MB 

ミな， ぶジ 


ク J トスコント □— ル 


クルーズコント□—ル 


クルーズコント□—ルを使用ずると、アクセルべ 
ダルを踏まなくてち一定の速度で走巧することび 
でをます。 


A 警告 _ 

♦車の走巧速度や巧巧車との車間距離などのま全 
確保については運乾ちにを責任がありまず。ク 
ルースコント□ールは、運転者の操作を補助ず 
る機能であり、決してわを見運區などの前ち不 
5 主意や無謀な運転か6事故を巧ぐものではあり 
ません。 

♦曲び0くねった道、急な下り坂、急力一义交通 
量のをい道路など、一定①速度でままに運輯で 
をなし\道路:扶況ではクルーズコントロールを使 
用しないでぐださい。事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

•濡れた路面、雪道、凍結路など、滑りやすいお 
面やオフ□ー ドではクルーズコントロールを使 
用しないでくだをい。車のコント□—ル巧失う 
おそれびありまず。 



曰 


運度を設定するとさ 

1 クルーズ コント □— ルを使巧すると さは、レバー 
の表示なおよびメーターパネルの可変スピード 
U ミッター表示巧田 M び消なしていることを確 
認してください。 

吕帯望の速度まで加速または減速しまず。 

3帝望の速度に達したとき、レバーを1か吕の方向 

に操作して手を放すと、定速定巧を開始します。 
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クルー ス コントロール 


クルーズコントロールを解除ずるとき 

◊レノ く一を3の方向に押します。 

次の操作をずると瞬除されます。 

なセレクターレバーを IBl に人れたとき 
◊ブレーキペダルを踏んだとき 

造警告 

•クルーズコント ロー ルはセレクターレバーを 
121に入れても解除されまずが、走行中はセレ 
クタ~レバーぞ jgl に入れないでください。エ 
ンジンブレーキび効かないため、思わめ事故の 
原因になつたり、トランスミッションを損傷ず 
るおそれびありまず。 


一時的に加速ずるとを 

アクセルペダルを踏みます。アクセルペダルから 
足を放ずと、元の速度に戻ります。 

設定速度ををえるとを 

◊レバーを1のち巧に押しつづけると加速します。 
を望の速度になったら手を放します。手を放し 
たとをの速度に設定されます。 

◊レバーを2の方向に押しつづけると減速しまず。 
蒂望の速度になった5手を放しまず。手を放し 
たときの速度に設定されます。 

知識 

〇レバーを1か2の方向にごく短時間操作すると、 
約1 km / h 単位で速度の設定びでをます。 


巧をドライブ 
のために 


巧を萬巧 


巧坛する 
g をに 
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クルースコントロール 


解除前に設定していた速度に戻ずとを 

約3已 km / h が上の速度で走行しているとをにレ 
パーを4のち向に引くと、解除前に設定していた 
速度に戻せまず。 

A 警告_ 

♦お除前に設定していた速度に戻したいときは、周 
囲がををな巧ミ丹にあることを確認してくださ 
し1。走行中の速度と設定速度に大きな差びある 
と、急加速して事故を起こずおそれがちりまず。 


知識 

。エンジンスイツチを一度0か1の位置にずる 
と、メモ U —に記憶された速度は消去され、そ 
の後はレバーを4の方向に引いても、解除前に 
設定していた速度に戻ずことはでさません。 


迂 意！ 

♦急な上り坂では、クルーブコント□ールが速度 
を維持するたゆにシフトダウンしまずが、旨を定 
した速度を維持でをないことびあ D ます。この 
よラなとさはアクセルで加速してください。 

♦急な下り坂では、エンジンプレーキび働かずク 
ルーズコント □ー ルげ速度を維持でをないこと 
びありまず。このようなときは、ブレーキぺダ 
ルを踏んで減速してください。 

♦必ず指定された同銘柄の同ーサイズのタイヤを 
装着して<ださレ。サイズの異なるタイヤを装 
着ずると、クルーズコント□ールび誤作動ずる 
おそれびあ日ます。 

♦マルチ フアン クシ ヨン ディスプレイにクルーズ 
コント□ール警告び表示されたとをは故障/警 
告メッセージ (98 ページ)をご覽ください。 
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スビード US ッター 



車の走巧速度を制限する装置です。任意の速度を 
設定ずると、アクセルペダルを踏み込んでも、そ 
の設定速度が上の速度にはなりません。 


通常設定 

設定できる速度は3日 km/h から 2] 日 km/h の間で 

す。ただし、最高速度拟上に設定してを、車の最 

高速度が上の速度で走行ずることはできません。 

A 警告 

♦巧変スピードリ舌ッターは速度を制限する装置 
でずび、走行時は法定速度を遵守してくださし、。 

♦運拉を交 f でずるとをは、必ず交代ずる運歷ちに、 
可をスピード US ッターの機能と設定した速度を 
伝えてくださし、。そして可変スピード U ミッター 
を婚除してくださし、 可変スピー ドリミッターで 
制限逆畳な設定してあることを巧5ずに運転ずる 
と、アクセルペダルを踏んでち速度が上び6ず、 
思わめ事がにつながるおそれびあ0まず。 

♦巧巧スピードリミッターはプ レー キペダルを踏ん 
でを解除できません。 

♦巧をスピードリミッターは設定速度 1 U 上に加運 
ずるが要のないときに巧用してください。 
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江意， __ _ 

♦巧変スピード U ミッターで設定した速度とス 
ピ~ドーターの速度表示びわずかに異なるこ 
とびおります。 

♦急な下り坂などで‘盾性びつを、可変スピードリ 
S ッターび設を速度を維持でさないときは、 
餐當アラームげ鳴り、 ゾーターパ ネルの巧変ス 
ピードリミッター蒙示な田 EI び点滅し、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに ■■リミット] I ?シグ 
といラ警告び表示されることびあ0まず。この 
とさはブレーキで減速して<ださい。 

♦マルチフアンクシヨン ディスプレイに、ミッタ、クル- 
ス''、 シュウ U ヒッヨウ"と表示されたときは、故障/ 
警告メッセージ (98 ページ)をご覧 < ださい。 


BSI 


P 巧每麵 

M 


巧をどっィプ 
のために 


奇金装砲 


i ずる 
ま义に 


。三、 

賴： 






スピード US ッター 



且 


制限速度を設定ずるとを 

ク J レープコント□ールと同じレノ ' C 一を使用します。 
レバーの表示灯およびメーターパネルの可変スピー 
ド U ミッター表示灯 1111 び点灯しているときに設 
定することびできまず。表示巧び消巧していると 
さは、レバーを己のち向]に巧して、巧密スピード 1 」 
ミッターに切り誓えてください。 

停車中と走巧^中では設定方法が異な D ます。 

厚 車中(エンジン回お中）： 

1レバーを4のち向に引くと、 メーター パネルの 
マルチフアンクシヨンディスプレイに " U ミット、 
… km / h - と表示されます。すでに速度が胃を定 
されているとさは、その速度び表示されます。 



2速度を設定します。 

◊レバーを1の方向に操作すると、設定速度び 
] Okm / h 単位で上がります 
ぐレバーを2の方向に操作すると、設定速度び 
lOkm / h 単位で下びります 
◊レバーを4の方向に操作すると、設定速度び 
1 km / h 単位で上びりまず 

3黯望ずる速度になったらレパーか5 手を 巧します。 


知識 _ 

〇車をしばらく使用していなかったり、バッテリー 
の接続を外していたときなどは、デイスブレイが 
任意の速度を表をずることがありまず。この場合 
はレバーを操作し、速度を設定し直してくださし>。 
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スピードッター 



走行中： 

走行している速度によつて操作後の設定速度が変 
わ0まず。 

例えば、約4巳 km / h で走行しているとき 
クレバーを1のち向に上げると、速度び曰日 km/h 
に設定されます 

◊レバーを2の方向に下げると、速度び40 km/h 
に設定されまず 

◊レバーを4の方向に引くとすでに設をしてある 
がモ U —げ記憶している)速度に設定されます 
な上のいずれかの操作をした後にレバーを4の方 
向に引<と、設定速度び1 km / h 単位で上び0ます。 
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迂意！ — 

♦レ パーで設定連度を下げるときは、周囲のが5兄、' 
特に後方の車などにま意しなび6操作して<だ 
さい。思わめ事故につながるおそれびあ0ます。 


靈どコィブ 

のために 


巧金茜说 


遅拉ずる 
ま又に 










スピ—ド U 云ッタ— 


巧をス ビー ドリミ ッターの 解除 

レノ く一を3の方向に押します。 

辭隙するとメーターパネルの BM び消灯しまず。 

次の操作をしたとをにお解除されます。 

◊設定速度との速度差び約2日 km / h 政巧のときに 
キックダウンしたとき 
◊ク J レーブコントロールに切 D 替えたとさ 
◊停車後、エンジンを停止したとさ 


ま意 ! 

♦可変スピード U ミッターを辭除してち、設定速 
度はメモ U —に記憶されていまず。レバーの表 
示灯び点灯しているときに、レバーを4の方向 
に引くと、この記憶速度び呼び出されます。 
したびって、記憶速度が走行速度よ0ちほし、場 
合に記憶速度を呼び出ずと、車はアクセルぺダ 
ルを踏んでいても減速します。 


解除前の設定速度に再設定ずるとき 

走巧速度と設定速度の差び約3日 km / h 攻內のとき 
は、レバーを4の方向に引くと、辭除する前の速 
度に再設をされます。 


知識 

◊走行速度び設定速度より約 30 km / h 总上高いと 
きに、レバーを4の方向に引くと.マルチフアン 
クシヨンディスプレイの設定速度表おび数回点 
滅し、巧変スピード U ミッターび解除されます。 


知識 _ 

ぐ設定速度と黃際の走行している速度の差び約 
20 km / h な上のときは、キックダウンをしても 
設定速度は解除されません。 
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エアコンデイショナ_ 


エアコンディショナーは、設定温度やか気温度な 
どに応じて、送風量や送風口などを自動的にコント 
□ールし、車巧の温度と湿度を快適なが態に保ち 

ます。エンジンび回転しているとをに作動します。 



























エアコンデイシ ヨナー 



中央を風 □ 


中央送風口の調節 

開くとを ： ダイヤルをちにまねします。 

閉じるとを：ダイヤルを左にまわしまず。 

風向を巧えるとき：ノブを上下左右に動かしまず。 



這 






雲どフィプ 

のために 


まを装俩 


巧ちする 
まスに 


是する 

とを 


















エアコンデイシ ヨナー 



田風量ダイヤル . 1日1ぺージ 

且温度調整ダイヤル(左側） . 190ぺージ 

且温度調整ダイヤル(ち側） . 190ぺージ 

□ 送風口切り替えダイヤル . 1日0ページ 

回 U アデフオガースイッチ . 191ぺージ 


0エコノミースイッチ/を熱ヒータースイッチ 
. 193ぺージ 


Q AUTO スィッチ . 1日0ぺージ 

n 巧気循環スイッチ . 1日2ページ 

回デフ□スタースイッチ . 191ぺ_ジ 
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エアコンデ イシヨナー 


通常の使いかた 

1 AUTO スイッチを押します。 

送風口、風量び自動的に調整されまず。 

2温度調整ダイヤルで温度を調養します。 

3作動を停止ずるとをは風蛋ダイヤルを0の位夏 
にまわします。 

ガラスの畳 D を取るとき 

デフ□スタースイッチを巧します。 

自動的にフロントウインドウとフ□ントドアウイン 
ドウに送風されウインドウ内側の曇 D を取りまず。 
曇 D び取れた5通常の状態にして<ださい。 


知識 

◊強い太陽光で車内び熱くなっているときは、走 
巧前にウインドウとスライディングルーフを開 
いて (58 ページ)換気をして < ださい。 
◊除湿された水分は、車体下方に排水ごれます。 


9 クライメー トコントロールの冷媒には、新を媒 
R ] 34 a を使用しています。補充、交換の隙に 
は必ず新;令媒を入れてください。エアコンディ 
シヨナーの冷媒は地球温暖化に悪影響をおよぼ 
ずため大気放出はしないでください。点檢、補 
充、交換、廃棄は指定 サービス エ場で斤な つて 
<ださし、。 


巧全ドライブ 
のために 


巧金装化 


巧転ずる 
ホスに 


是する 

とを 






エアコンディシ ヨナー 



^ AUTO スイ ッチ 

スイッチを押すとエアコンディシヨす一が作 
動し、綱□と願 び自動され、動 
定に保ちます。 

知識 ~ ' 

◊ウインドウやスライディング ルーフび 開いてい 
ると、設定温度を保つことはできません。_ • 

H 温度調舊ダイヤル 

温度を調整ずるとをに使用しまず。 
ダイヤルをまわして温度を設定します。 
温度は運転席と助手席でそれぞれに設定 
でをまず。 

知識 ' 

ぐ通度を極端に変夏してち帘望溫度に達するまで 
の時間は変わ0ません。 


A 送風□切り替えダイヤル 

巧みの送風□を選択することびでさ 

MiHlM ます。 

W ダイヤルをまわして送風口を切り替 

■ ぇます。 

Ea 上半身に送風したいとを 
S :上半身と足元に送風したいとき 
区 a :足元に送風したいとき 
巨百：中央と左ちからを風したいとを 

知識 

ク車外の湿度び高いときに冷房を入れると、フロ 
ントウインドウの外側び曇ることびありまず。 
このときは巨 a な列を選択し、冷気びフ□ントウ 
インドウに直接当たらないよラにして<ださい。 








エアコンデイシ ヨナー 


m 風量ダイヤル 

風量を7段階に切り蓄えることがで 
きます。 

強くずるとき： ダイヤルを時許回 D にまねします。 
おくずると さ：ダイヤルを反時計回0にまわします。 

ダイヤルを0の位置にまわずと送風び止まりまず。 

迂意！ 

♦送風を止めるとウインドウび曇りやすくなりま 
ず。送風を長時間止めたままにしないでくださし、 


^0ァフロスタースイッチ 

フ□ントとフ□ントドアのウインドウの 
畳りを取るとさに使用しまず。 

スイッチを押すと表示灯げな灯し作動しまず。 

も ラー 度押すと作動び停止します。 

U アデフォガースイッチ 

リアウインドウの曇りを取るときに使用 
しまず。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに使用 
でをます。 

スイッチを押ずと表お巧び点灯し作動しまず。 

わラー度押すと作動び停止しまず。 

詳しくは145ページをご覧ください。 


巧全どフィプ 
のために 


巧を装巧 


a 拓する 
S をに 


''裏すを . 
とをご 





エアコンディショナー 


S 內気循環スイッチ 

が気びミちれているトンネル内などで外気導 
入から內気循環に切り替えるとをに使用し 
まず。 

スイッチを巧して内気循環(スイッチの表示灯が点 
灯)とが気導入(スイッチの表お巧び消灯)を切〇餐 
元ます。 

外気導入のとさに、^を吕秒政上巧しつづけると、 
開いているドアウインドウとスライデイングルーフ 
び閉じます。 

内気循環のときに、因を2秒总上押しつづけると、 
ドアウインドウとスライディングルーフび閉じる 
前の位置まで開きます。 


内気循環は、一定の時間び経過すると、自動的に 
外気導入に切り替わ0ます。 

◊列■気温度び己で切上のときは約30分後 
◊外気温度が5で LiTF のとをは約5分後 
クエコノ S — モー ドにしているとさは約5分後 
^または ig を巧すと、自動的に巧■気導入にな0 
ます。 


知識 

〇内気循環にずるとウインドウび曇りやず<なり 
ます。 

ぐが気温度び非常に高いときは、システムび自動 
的に内気循環に切り替わります(ただし、この 
とさは表示灯び点なしません)。そして約30分 
後には一定量の外気を導入しはじめます。 


迂意！ 

♦ウインドウとルーフを閉じるときは、棄員び顔 
や手を挟まれないよラに注意してください。閉 
じているときに挟まれそうになったときは、ウ 
インドウまたはスライディング ルーフの スイッ 

チを巧してください。閉じる作動び止まります。 

一 - . 一 





エアコンディシヨナー 


0 エコノ s — スイッチ 

外気温度び低くて冷房のお要びなく、醒房 
だけび必要なときに使用しまず。 

スイッチを押してエコノミーモード(スイッチの表 
示灯び点な)にします。もラー度押ずとエコノミー 
モードは解除さむます。 

迂 意！ _ 

♦ボンネットの空気吸入口に氷や雪び積もってい 
るとさは、エアコンディショナーを使う前に取 
0除いて < ださい。 

♦を媒びおっていると、エアコンディショナーは 
自動的に作動を停止しまず。このとをは;令房や 
除湿びでさなくな0、エコノモード ra の 
表示巧び点灯したままになります。指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


B 余熱 ヒーター スイッチ 

エンジン停止中に車内を暖房したいときに 
使用しまず。 

エンジンスイッチが0か1の位ちのとき、またはエ 
ンジンスイッチからキーび抜いてあるときに使用 
でさます。 

を 熱 ヒーターを 使用ずると を 

スイッチを巧します。表示口び点巧します。 

温度は温度調整ダイヤルをまわして調節しまず。 
送風量と送風□の調節は自動的に斤なわれます。 

余熱 ヒーターを 止める とを 

再度スイッチを押しまず。表示灯が消:0しまず。 

凹下のときは、を熱ヒーターび自動的に止まります。 
クエンジンスイッチを2の位置にしたとき。 

◊余熱ヒーターを入れてから約30分後。 

◊バッテ1」一の電圧び低下したとを。 

知識 

◊冷却水の温度が低いとさは暖気の送風は巧なわ 
れません。 



巧をドライブ 
のために 


霊讓 


巧なする 
ま文に 
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エアコンディシヨ ナー 


ダスト フイルター 

ダストフイルターは、巧おやチ U 、 胞子などを吸 
着して取り除走まず。 

ダストフィルターは定期的な交換が必要です。詳 
し<は指定サービスエ場におたずねください。 


リア送風 □* 



リア送風口の操作 

送風□はダイヤルを上にまわすと開き、下にまわ 
ずと閉じまず。 

風向はノブを上下左右に動かして調節しまず。 


知識 _ 

クコント□ールパネルで、車巧の温度を左ち別々' 
に設定できます。 


* 仕梯などによ0装備び異 w りすす 
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J トムランプ 



ルームランプは、スイッチび中立の位置で、周囲び 
暗いとき、なの操作をすると点幻■しまず。 
◊エンジンスイッチからキーを抜くと点灯し設定 
した遲延時間後に消灯します。遅延時間の設定 
は127ページをご覧ください。 

◊ ドアを解錠すると約3□秒間点巧します。 

◊フ□ントドアを開けるとフ□ントルームランブ 
が点巧し、リアドア*を開けるとリアルームラ 
ンプび点巧します。テールゲートを開けるとラ 
ゲッジルームランプび点巧します。 

♦エンジンスイッチび2の位置のとをはドアを 
閉じるとただちに消灯し、ドアを開けたまま 
のとさは約30分後に消灯します。 


* 仕様などによ D 装備び異な D ます 


• エンジンスイッチび1の位置のとを、またはキー 
び抜いてあるとさは、ドアを閲じてから数秒 
殺に消巧します。 

フロントルームランプとリアルームランプは 
ドアを開けたままでも約己か後にミ肖巧します。 
ラゲツジルームランプはテールゲートを開け 
たままでも約10分後に消巧しまず。 

ルームランプスイッチの3側を押しているとをは 
フ□ントルームランプは点巧しません。 

ルームランプスイッチの已側を押すとフ□ントルー 
ムランプび点丹しまず。 

ラゲッジルームランプスイッチ1を押ずと、ラゲ 
ッジルームランプび点巧/消の■しまず。 

読書丹スイッチ吕を巧すと、読書灯が点灯/消巧し 
まず。 

ま意！ 

♦車を施錠したときは、必ずルームランプび消灯 
^することを確認して<ださい。_ 

知識 

クスイッチび中立の位置4でを、周囲び明るいとき 
はルームランプび点灯しないことびあります。 


巧をどっィブ 
のために 


巧を装備 


度香る 

に 


養ずる 

とを 








j レームランブ 



ま意 !__ 

♦ランプを手動で点灯した場合は、自動的に消巧 
しません。バッテ U — 上びりのおそれびありま 
ずので、必ず消なしてくださし、。 


U アルームランプ 

リアルームランプは、 U アシートの上方左ちにあ 
りまず。 

D U アルームランプび点丹 
B U アルームランプび消の 
百 U アドアを開けると、1」アルームランプび,卓、巧 
しまず ( G 320 を除<)。 
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J トムランプ 


ラゲ ツジルーム ランプ 



ラゲッジルームランプ 

ルームランプのスイッチび中立の位置4のとき、 
テール ゲー トを開けると点灯します。 


ラゲツジルームランプスイツチ1 (1 95ぺージ)を 
巧すと点灯/消灯します。 
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長時間テールゲートを開いたままにするとをは、 
バッテ U - 上びりを防ぐためにラダッジルームラ 
ンプを消灯して < ださい。 


ラゲッジルームランプの消灯 

ピンを引さ出すと、ラヴツジルームランプは、 I 」 
アルームランプから独立して消巧します。 


知—識 

クピンを弓 I さ出しラゲッジルームランブを消ホ7さ 
せたままテールゲートをおじてち、次に開けた 
ときは点のします。 






サンバィザー 



葛 1*1 


:巧巧 
ミをミ 


バニテイミラー 

力/て一を開いて使用します。カパーを開<と照明び 
，ななします。 


直射日光などび腔しいときに使用します。 

横からの光が眩しいときは、サンバイヴーをフッ 
クからがして横にまわすことびできます。 


◊サンバイヴーをフックからがすと照日月は点に[し 
ません。 
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わンターコンソールと左ち u アドア*にありまず。 


センターコンソー ルのの 皿 

カバーの上部を軽く押すと開きます。 

閱じるときはカノ く一を前方に巧します。 


* 仕ななどによ D 装備が異な D ミす 


ノブを矢印の方向にスライドし取 D 外します。灰 
虹!び持ち上びり、取りがすことびできまず。 
取り付けるときは灰皿を巧し込みまず。 


造^警 m _ 

♦灰皿を取りがずときは、がずエンジンを停止し、 
駐車ブレーキを確実に効かせてください。車が 
,動を出したりして、思わめ事なにつながるおそ 
れげありまず。_ _ _ 
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巧曲/ライター 



リア ドアの灰皿* 

開くとを： 陳皿の上部を手前に引をまず。 
閉じるとを： 灰皿を巧し込みます。 


取りかずとを ：灰皿をいっぱいに開き、矢印の 
位置を巧しなびら手前に引き出 
しまず。 

取り付けるとを ：炊皿底部を所定の位置に合わせ、 
矢印の位置を巧しなびらはめ込 
みます。 


迂意！ 

♦吸いびらやマッチなどを灰皿に捨てるときは、 
完全に义を消して < ださい。 

♦灰皿の中に紙などの燃えやずいちのを 搭 てない 
で < ださし'乂災び発生するおそれびお D ます。 


* 化ななどによ D 装備が異 W ります に0功 



灰皿/ライター 



フ□ン トセンターコンソールにあります。 

エンジンスイツチび1か2の位置にあるとさに使用 
でさまず。 

使用するときはカバーの上部を軽く巧し、ライター 
を押し込んで元の位置に戻るのを待ち、 损いて使 
用します。 

使用をは灰ので灰を落とし、元の位置に戻してく 
ださい。 

使用をはカノ く一を巧方に巧して巧じます。 
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zh 酱告 _ 

♦ライターはおずノブのき B 巧を持って<ださい。 

金属部を持つと义傷をするおそれびありまず。 
_ _ 

ま 意！ 

♦エンジンスイッチが1か吕の位置のときは、モ 
おびライターに手を轴れないよラを意してくだ 
さい。 

♦ライターを巧し込んだ撥、押さえつづけない 
でください。ライターを損傷するおそれびあり 
まず。 

♦赤熱部にのや異物び付着したまま使用しないで 
ください。火災び発生するおそれびあります。 
♦ライターを改造したり、純正品ながのライターを 
使用しないでください。ライターが戻らなかっ 
たり、廉び出したりずるおそれびあ0ます。 
♦ライターび戻らなくなったときは、エンジンス 
イッチか5キーを抜いて、指定ヴービスエ場に 
連絡してくだごし、。 


霊どっィブ 

のために 


巧を雲 


i ずる 
ホるに 


M 













グ□ーブボックス 


グ□—ブボックス 



エマージェンシーキーで施錠することびできます。 


開くとを： 八ンドルを矢印の方向に引さます。 
閉じるとを：カバーを巧して閉じまず。 

施錠ずるとを：エマージェンシーキーを差し込み、 
水平の位置にしてキーを旅きまず。 
解錠ずるとを：エマージェンシーキーを差し込み、 
垂直の位百にしてキーを巧きます。 


注意！ _ 

♦走行中は、おずグ□ーブボックスのカバーを閉 
じてくださし、万一のとき、粟員がグ□ーブボッ 
クスのカバーにぶつかった0、内部の収納物が 
放0出されるおそれびあ0ます。 


知識 

◊グ□-ブボックスは、エマージェンシーキー拟 
がのキーで阐錠することはでさません。駐車場 
などで キーを 預けるときにグ □ーブ ボックスを 
開けられたくない場合は、エマージェンシーキー 
でグ□ーブボックスを施錠し、インキーだけ 
を預けてください。ェ7—ジェンシーキーはご 
自分で携帯してください。 
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センターコンソールのル物入れ 

使用ずるとをは、カバーを健ちに引さまず。 
カップホ J レダーとして使用することちでをます。 






巧をドライブ 
のために 


巧全装巧 


巧巧する 
ホ义に 


S ちずる 

とき‘，- 





小物入れ 



グローブボックス下部のラゲツジネット 

新聞や雑誌などを収納することびでさます。 


ラゲツジルームのか物入れ* 

使用するとをはカバーを開をます。 


注意！ _ 

♦軽い荷物を収納ずるときに使用してください。 
♦ネットには固いものや角のあるをの、割れをの 
などを入れないでくだごい。 


*牡推などによ0装備が異な0ます 
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'うミ: 


センターコン ソー ルのカップホルダー 

センターコンソールのル物入れを使巧しまず。 
使巧ずるとさはカバーを開きます。 


ブホルダー 









電源 ソケット 


電源ソケット 



U アのセンターコンソールにあ D ます。電気製品 
などの電源として使用しまず。 

使用するとをはカバーを上方に開きます。 


江意！ 

♦必ず DC 1 2 V 、 最大消費電流1日 A (最大消費電 
力180\^攻下)の規格にをった電気製品を使用 
してください。規巧妍の電気製品を使用すると 
ヒューズげ切れた D 、 火災び発生するおそれが 
あ D ます。 

♦指などを入れないでください。感電ずるおそ 
れびありまず。 

♦エンジンび回転していないとさは長時間使用し 
ないでください。バッテ U — び上びるおそれび 
あ0ます。 

♦電源ソケットを使用しないとをはカバーを閉 
じてください。異物び入ったり、水げかかると 
故障の原因になることびあります。 
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万一のとを 


事故び起きたとき/路上で故障したとを208 


巧常点滅!打、非常信号用具 209 

が常点滅好 . 209 

非巧信号用具 . 209 

停止表示板/車載工具/救急箱 210 

(ブん弓 I 吕12 

けん引しても6ラとき . 212 

スペアタイヤ/ジャッキ 21已 

スペアタイお . 21己 

ジャッキ . 217 

タィャ交換 218 

才ーパーヒートしたとき 22已 

ツテ U — 226 

ヒユーズが切れたとき 229 

電球び切れたとさ 吕32 

空巧の交換 . 232 
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事がび起さたとを/路上で故障したとを 

事故が起さたとき 

あわてずにな下の処置をとってください。 

1続発事故を防いでください。他のを通の妨げに 
ならないよラな巧全な塌巧に幸を移動し、エン 
ジンを停止してください。 

2負惕普がいる場合は、消防署に救急車の出動を 
要請するととをに、負偏音の救護を巧なってく 
だごい。にだし、負傷者び頭部に傷を負ってい 
る場合は、負傷者を動かさないでください。続 
発事故のおそれびあるときはま全な場所に移動 
して < ださい。 

3警察に連絡してくださし'1。事故び発生した場所 
や事故状況、負傷者の有無や負傷状態などを報 
告して < ださし、。 

4巧手側の氏ちや住所、電話番号などを確認して 
ください。 

已お買し' Lh け‘の販売店と保険含社に連絡してくだ 
さし、。 


路上で故障したとを 

車を安全な場所に惇車し、が常点滅灯を点滅さは 
てください。高速道路や自動車専用道路では.車 
の後方に停止表巧板を置くことび義務付けられて 
います。追突の危険げあるため、秉貝は車内に残 
6ず、ただちにまをな場所に避難して<ださい。 

路上で動けなくなったとき 

セレクターレバーを IM の位置に入れ、同乗若や 
付おの人に応援をまゆて安全な場所まで押してを 
らって < ださい。 

踏切内で動けなくなったとを 

セレクターレバーをの位置に入れ、同棄者や 
付おの人に応援をホめてま全な攝所まで押してを 
らってください。動かせないときは速やかに乗員 
を避難させ、踏切の非常ボタンを巧して列車に巧 
らせて < ださい。 


ま意！ _ 

♦燃料び漏れているよラな場合は、乂災を巧ぐた 
めにすぐにエンジンを停止し、車に火気を近づ 
けないよラにを意してください。 
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巧常点滅な、非常信号用具 



故障などの非常時に、やむを得ず路上で停車する 
とさなどに使用しまず。 

スイッチを押ずとすべてのち向指示灯が点滅しま 
す。スイッチのランプも同時に点滅しまず。 

解除するとさは再度スイッチを巧します。 


ミ主意！ _ 

♦非常時な列は使用しないで<ださい。 
♦エンジンを停止して長時間使用すると、バッテ 
リーび上びるおそれびあ D ます。 


知識 

◊非常点滅灯を使用しているとをにち向指示レ 
バーを左折またはち折方向に操作ずると、そ 
の方向の方向指お灯の点滅に切0替わ0ます。 
ち向指示レバーを戻すと、再び非常点滅巧に 
切 D 替ね〇まず。 


_ 非常信号用具 _ 

が常信号用具として懐中電灯びドアポケットに 
収納されています。 


知識 _ 

◊新車時は電池の放電を防止するため、電池の間 
に紙び入っています。使用するとさは祇を取り 
外してください。長い間使用しないときは電池 
をがしてお< か、祇を挟んで < ださい。 

◊懐中電巧は定期的に点検し、点なずることを跑 
認してください。 



巧全ドライブ 
のために 


巧全ちお 


i ずる 
巧をに 


塞ずる 

とさ'' 


r 








G 3 呂〇: 

停止表示板と車載工具は、ラヴツジルーム左側の 
ル物入れ巧に収納されています。 


救急箱は、ラグッジルームち側のル物入れに収納 
されています。 


[2101 






停止表お板/車載工具/救急箱 



G320L / G500L / G55L AMG : 

停止表示板、車載工具、救急箱は、左側リアシート 
下の工具入れに収納されています。 

リアシートの折りたたみかたについては30ベージ 
をご覧 < ださい。 



厚止表示おの組み立てかた： 

使用するときは、図の順序で組み立てます。 
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巧全どっィプ 
のにめに 


奇を裝偏 


巧おずる 

寞に 


里おする 
と定 


P 










けん引 



フ□ントけん引フック 


けん引フックは前後バンパーの左下にあ0ます。 

けん引されるとを 

1□ープをけん引フックにかけます。 

2車間距離び 5 m 政内になるように□ープを總び 
ます。 

3 □ーブの中巧に白い巧 (30 cm 四方し U 上)を付け 
まず。 

4セレクターレバーを■堂に入れます。 



♦けん引は専門業をに依頼してくだをし、やむを 
得ずけん引しなければな6ないときは、ま障が 
ない限りけん引される車のエンジンを停止しな 
いでください。エンジンび停止していると、通 
常のときに比べて大きな操作び必夏でず。 
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けん引 

エンジン/トランスミッション/電気系統が故障し 
ているとさ 

トランスミッションの位置を la およびトランス 
ファーケースの化置を (N) にしてくださし、。 

トランスファーケースた i が障しているとを 

前後のアクスルか5ブ□ペラシャフトを外してく 
ださい。 

フ□ントアクスルび損傷しているとを 

フ□ントアクスルを持ち上げ、1」アアクスルと卜 
ランスファーケース間のプ□ペラシャフトをがし 
てくださし、。 

U アアクスルび損傷しているとき 

U アアクスルを持ち上げ、必ずフ□ントアクスル 
にホイールローラーを取0付けてけん引して<だ 
さい。フ□ントアクスルの直進性び失われます。 
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けん引 


ミ主意！ 

♦ステア U ングび操作できないときは、けん引し 
ないで < ださし、。 

♦長い坂道、急な販道を下るとさは、陸送用トレー 
ラーなどを使巧してください。 

♦けん引するときの法定速度は 30km/h 政下です。 

♦けん引距離は己 0km な巧にしてください。けん 
引距離び日日 km を超えるときは、陸送用トレー 
ラーなどを使用してくだごい。トランスミッシヨ 
ンを損傷ずるおそれがあります。 

♦けん引フックじ(列のところに□—プをかけない 
で<ださい。車を損傷するおそれびありまず。 
また、けん引フックはけん引にのみ使用して< 
ださい。 

♦き車より重い車のけん引や、けん引フックに大 
をな街撃び加わるよラなけん引をしないで<だ 
さい。取0付け部び変形、損傷するおそれびあ 
ります。 

♦けん引ロープをたるまはないように、前の車の 
ブレーキランプにを意してください。 

♦車速感応ドア□ックを設定した状態で車を巧し 
た0、タイト交換などで車を持ち上げるときは、 
エンジンスイッチを0の位置にしてくだごい。 
ホイールび回転すると車び自動的に施錠され、 
車がに閉め出されるおそれびあ0ます。 


♦プ□ペラシャフトをがすときは、 M10 のナツ 
卜をス ペー ヴ ーとして ボルトに取り巧け、この 
ナツトを MS のナツトで締め付けまず。 

♦再びブ□ペラシャフトを接続するときは、新し 
し、セルフ□ツクナツトを使巧して<ださい。 

♦駆動輪が柔6かい地面やめかるみのやに巧まっ 
て動かなくなった車両を引き出すとさは、慎重 
に行なってくだごい。積載物があるとさは特に 
ま意してください。 

♦車を急激に引を出したり、斜めに引さ出さない 
でください。車体を損傷するおそれびあります。 
また、トレーラーをけん引している場合は、絶巧 
にトレーラーを接続したまま車両を引を出さな 
いでください。この堤合は後部トレーラーカツ 
プリングで引っ張り、できるだけ走行してきた 
輸に添って後方へ引さ出してくださし、。 
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スペアタイヤ 





スペアタイヤを取りがずとき： 

1専用のホイールナットキーでスペアタイヤカバー 
の□ックをがします。 

2 U ングを矢印のち向に広ばてがします。 

3プレートを手前に弓 I いてがしまず。 

4スペアタイヤを固をしているナット （3 本)をゆ 
るめ、タイヤホルダーからスペアタイヤをがし 
ます。 


ま意！ 

♦スペアタイヤカバーをがずときは、必ず手袋な 
どを着巧して<ださい。素手で作業するとけび 
をするおそれびあります。 





タイヤを収納ずるとを： 

1タイヤをタイヤホルダーにかけ、ナットをねじ 


込んで固をします。 



雲ドライブ 

のために 


巧全装巧 


巧なずる 
まホに 


















スペアタイヤ/ジャッキ 



プレー ト 


2プ レー トの凸部をタイヤホルダーの凹部に合わ 
せ、プレートを取り付けます。 

3 U ングの□ックを下に向けて、 U ングをプレー 
卜に被さるように取り付けます。 

4ホイールナツトキーを巧し込みなび！5ま打し、リ 
ングを□ックします。 



江意！ 

♦スペアタイヤの溝び摩耗限度になったら、ただ 
ちに新品と交換してください。 

♦スペアタイヤび製造か5日年似上経過している 
場合は、パンクなどの応急用として使用してく 
ださい。 

♦ま全上の理由から、スペアタイヤび確実に固定 
されているかどうか定期的に点検してくださ 
し、。スペアタイヤは必ずタイヤホルダーに取り 
付け、タイヤカバーをかけて<ださい。 

♦スペアタイヤカバーの U ングを取 D 巧けるとき 
は、必ず U ングびプレートに被さっていること 
を確認して<ださい。プレートが腺落するおそ 
れびあ D ます。 

♦ホイールナツトキーを紛失しないよラに注意し 
て < ださい。 
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スペアタイヤ/ ジャッキ 



ジサッキは助手席の下に収納されています。 

ジャッキを取りがずとを 

1マイナスドライバーなどで、力八一を止めるピン 
の凸部を取0外しまず。 

2ピンの凹部を抜さ取り、カバーを外します。 

3ジャッキホルダーか5ジャッキを取りかします。 


ジャッキを収納するとさ 

1図のようにジサッキをジャッキホルダーに取り 
巧けてから、カバーを被せまず。 

2カバーにピンの凹部を取り付けてから、凸部を 
はめ込みます。 





タイヤ交換 


タイヤ交換 


タイヤ巧撰は、必ず十分に安全を確なできる、地面 
び固く水平な場所で巧なつてください。 


A 醫告 

•パンクしたときは、あわててブレーキペダルを 
踏まないでください。ステアリングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、を全な場所に停車 
して < ださい。 

♦バンクしたタイヤでま巧しないでください。車 
のコント□ールを失うおそれびありまず。また、 
タイヤが異常に過熱し、义災が発生ずるおそれ 
がち D まず。 

♦路上でタイヤ交換をずるとさは、車の後方に十 
分を意しなびら停止表示板を置き、非常点滅な 


を点滅させてください。 




ミま意！ 

> 


♦ジャッキアップする前に乂や巧物を車から降ろ 
してください。 


♦奉速感応ドアロックを設定したが態で車を巧し 
たり、タイヤ交換などで車を持ち上げるときは、 
エンジンスイッチを0の位置にしてください。 
ホイールが回乾ずると車び自動的に施蘇され、車 
外に閉め出されるおそれびあります。 


1駐車ブレーキをかけます。 

ジャッキアップしている間は、必ず駐車プレー 
キをかけておさます。 

2シフトレパーを13にしまず。 

3翰止めなどを利用して、車び動さ出さないよラ 
に固定します。対角線の位旦にあるタイヤの前 
後に輪止めをします。やむを得ず傾斜地でタイ 
ヤ交換をずると巧は、交換するタイヤの反対側 
の両方のタイヤの下り側に輪止めをします。 


知識 _ 

◊輪止めは車に装備されていません。純正のタイ 
ヤストッパーか、適当な大きさの木片か石を上 
記の手順に従って必ず使用してください。 
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タイヤ離 



4車載工具のホイールレンチを使用してホイール 
ホ ’ J レトを1回乾ほどゆるめます。 


还 意！ 

♦まだホイールボルトを外さないで<ださい。 



5車載工具から3分割のジャッキレバーを取り出 
し1本に組み立てます。 




タイヤ交換 



6助手席下か6ジかッキを取り出しに17ぺ一 8ジャッキを車軸チューブの下に置きます。 
ジ）、図のよラにジャッキレバーをソケット 
の巧まで差し&み、ちにまわして固定します。 



7ジャッキレバーを上下に動かし、ジャッキレバー 
び上昇ずるか確認 して < ださい。 

わし上昇しない場合は、ジゎッキレバ~をリリー 
スポルトに差し込み、時計回り（ち）にまわして 
から、再度、ジャッキレバーをソケットに差し 
込み、上昇するか確認してください。 
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タイヤ交換 



9ジャッキレバーを上下に動かし、タイヤび地面 
から離れるまでジャッキアップします。 


A 警告 _ 

•車げ車載のジャッキだけで交え5れているとき 
は、みして車の下に入ったり、手や足を入れな 
いでください。ジャッキががれると、挟まれて 
致命的なけがをずるおそれがあります。車載の 
ジャッキは車を一時的に持ち上げるとをだけに 
活つてくだをい。 


ま意！ _ 

♦車を持ち上げているときは、エンジンを始動し 
たり、駐車ブレーキを解除しないでください。 
車び落下するおそれびあります。 


10ホイールボルトを取0外して、タイヤを取0が 
します。 


， S — 1. ご-,*; 

こ-がお；' 
豁:巧 

I 添 X お 


_江意！ _ I 

♦ホイールボルトにおや砂を付けないよラに注意 
して < ださし、。 

♦タイヤを地面に置くときは、ホイールの外側を 
下にしないでください。ホイールに傷び付くお 
そとびおります。 

♦ホイールをがしたときは、ホイールの巧側を十 
分に清掃し、点検をして<ださい。 IJ ムの凹み 
や巧びりは空気圧減みの原因にな0、タイヤを 
損傷するおそれびあります。 

















タイヤ交^ 



11スペアタイヤをホイール八ブに挿入しホイール 
ボルトを差し込み、ホイールの位置決めを巧な 
います。 


J ま意！ _ 

♦ホイールボルトに損傷や讀びあるときは巧換し' 
て < ださい。 

♦ホイールパブが損傷しているとをは、決して走 
行せず、ただちに指定サービスエ場に連絡して 
くださし、。 

♦ホイール蚕面とホイール八ブの表面を掃除して 
<ださい。 



12すべてのホイールボルトを差し込み、軽く締め 
巧けます。 


;王意 ! _ 

♦ホイールボルトのネジ山には、決してオイルや 
グリスを塗巧しないでください。ホイールボル 
卜びゆるむおそれびあ0ます。 
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I 




13 ジャッキレバーをソケットか6列-して、 UU — 
スボ J レトに取0付けます。 

14ジャッキレバーを反時計回0にゆつ<0まねし 
て車を下げ、ジャッキをがします。 


注意！ _ 

♦ UU —スボルトは、車を下げるときに、1〜2 
回転だけ糖ゆでください。總めずぎると内部か 
6液び漏れるおそれがあります。 


15ホイールボルトを図の順巧で何度かにわけて締 
め付けます。 


ホイールボルト締め付けトルク： 

•13 kg - m {130 Nm ) 

タイヤ交換渡はただちに指定サービスエ場などで 
締め付けトルクを確認してください。 


肆顆 —i 磁 


16タイヤの巧気圧を点おします。 

17がしたタイヤ、ジャッキ、工具を収納します。 


注意！ _ 

♦ホイールレンチを足で踏んだり、パイプなどを 
使って必要む上に締め付けないで<ださい。ホ 
イールボルトなどを損傷するおそれびあります。 











タイヤ交換 


A 舊^_ 

♦ホイールボルトは、ホイールに適合した純正品 
だけを瘦巧してください。鈍正品む巧のホイー 
ルポルトを使用すると、 ホイールが脱落して事 
故につなびるおそれびあ0まず。 

♦タイヤの空気圧がおいままでを巧しないでくだ 
さい。タイヤが過熱して破裂ずるおそれびあり 
まず。おず規定の空気圧を守ってください。 

•タイヤに空気を入れずぎないでください。空気 
を入れずぎたタイヤは、路上の破片や凹みなど 
によ D 損傷を受けたりパンクしやずくなりま 
ず。がず規定の空気圧を守ってください。 

♦どんな場合でも、タイヤの速度許容範囲を超え 
るよラな連度を出さないでください。許容範囲 
を超えた速度で走ると、タイヤびパンクして事 
故につなびるおそれびあ0まず。 


''王 意 ! _ 

♦タイヤの空気圧を点検ずるときは、スペアタイ 
ヤの空気圧ち点検してくだごい。 

♦タイヤに空気を入れてわずぐに空気圧び1を下す 
るよラなときは、タイヤのパンク、ホイールの 
損傷、タイヤバルプぴ5の空気漏れなどを点検 
して < ださし、。 


♦ジャッキ、工具などを使用した後は、おず元の 
位置に収納してください。 




知識 



◊タイヤび温まつているとを空気圧は、規定より 
約 0.3 k 呂 / cm 2 ほど高くなりまず。空気圧は夕 
イヤび;ちえているとさに調整してください。親 
定の空気圧は r 燃料給油フラップの裏側」また 
は整備手帳の別紙 r 点検整備項目」に記載され 
ています。 
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才 一/ て一•ヒートしたとさ 

才ーバーヒートしたとをは、 1 U 下のよラな症がびあ 

5われまず： 

◊ボンネットから蒸気び出ている。 

◊マルチフアンクシヨンデイスプレイに"レイキパス 
イ I ングソヲテイシテクタ•サイ—と故障/警告少ッセージ 
が表示でれたとき。 

A 酱告_ 

♦エンジンルームか5蒸気が出ているとさやち却 
水びのき出しているときはただちにエンジン巧 
停止し、をえるまで車か5離れてください。エ 
ンジンルームの中に漏れた液体が荒义して义災 
び発をずるおそれびありまず。 

♦かおか’下びるまで、絶対にボンネットやリザー 
ブタンクのキャップを開かないでください。高 
温の夏気や熱湯が吹を出して义傷をずるおそれ 
びあ0まず。 
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ま意， _ 

♦オーノ（ーヒートした状態で走行した D 、冷却水び 
吹さ出している状態でエンジンをかけたままに 
すると、エンジンを損傷するおそれびあ0ます。 

♦オーバーヒートしたとさは必ず指定ヴービスエ 

^場で点検を黄けてください。_ 

才ーパ’ーヒートしたとをは、な下のように処置して 

ぐださい： 

1ただちにま全な場所に車を停車します。 

2エンジンをアイド U ング状態で冷がします。 
エンジンフアンび停止しているとを、冷却水び 
吹き出しているときは、エンジンを停止して冷 
却してください。 

3エンジンび十分に冷えてから、冷却水量、水漏 
れ、エンジンフアンなどを点検します。 

4冷却水び不足していたら巧給します(吕41ペー 
ジ)。 



霊どっィブ 

のために 


巧を萬描 


巧ぉずる癒霧 

寞に ：バ；.■とき："：：一 


提男 





バツテ u — 


バッテリー 


バッテ! J — は U アシート中巧部のフ□ア下にあ0 

まず。 

※マルチフアンクシヨンディスプレイに警ちタッ 
セージび表示されたときは、故障/客告メッセー 
ジ (99 ぺージ)をご覧ください。 

A 警告 ~ ■ 

•バッテリーの液量び" MIN" マーク 1U 下のが態で 
使用しないでください。バッテ U — 液が少ない 
とバッテ U - の癸化び促進され、寿命が縮まつ 
たり、爆発ずる原因となりまず。ただちにバッ 
テリー液を補巧してください。 

参ルッテリーを接続ずるときは、ミ夫してバッテリー 
をのぞを込まないでください。爆発してけびを 
ずるおそれびあ0まず。 

♦描巧に承と©を間違えて接続したり、@と台の 
端モを疫触をせないでください。爆萬してけび 
をするおそれがあ0まず。 

•たばこなどの义巧を近づけないでくだをい。パッ 
テリーか6は可燃性のガスがお生しているた 
め、爆発してけがをずるおそれげあ0まず。 

♦バッテリーミ巧に独れないでくだをい。バッテリー 

i 液は希硫酸で、がに付くとその部分が優されま 
ず。万一、目に入つたとをは、ずぐにを量の水で 
己分む上洗眼し、医師の診断を夏けてください。 


注 意！ _ 

♦バッテ U - の接続をがすときは、©側のバッテ 
リーケーブルを先にかしてくださし、。また、バッ 
テ IJ — を接続するとをは®を先に接続しまず。 

♦八"ッテ U —ケーブルをがすとをは、エンジンス 
イッチを0の位置にし、すべての喔気装備のス 
イッチびオフになっていることを確認してくだ 
ごし、 

♦充電磯で充電するときは、バッテ U — からバッ 
テ U _ ケーブルをがしてください。 

♦エンジン回転中は、絶対にバッテ U — ケーブルを 
ゆるめたりがさないでください。オルタネーター 
や化の電気装備を損儒するおそれびあ0まず。 

♦バッテ U — ケーブルは、ゆるまないよう確実に 
締め付けて < ださし、。 

♦バッテ U —からバッテ U —ケーブルをがすと、 
ラジオなどの^モ I 」一び消去されます。各装置 
の取り扱いに従いリセットしてくださし、不日月 
な点は指をサービスエ場におたずねくだごい。 

♦車を長期間にじたって使用しないときや、主に 
短距離の走行に使用するとをは、バッテリーの 
点檢を通常よりち多く行なってください。 


9 環境保護のため、使用済みのバッテリーを廃棄 
ずるときは、新しいバッテリーをお買い求めに 
なつた販売店で処分をお願いして<ださし、 
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バッテリー 


バジテリーが上がつたとき 

じ(下のよラなときはバッテ1」一び上びっています。 
◊スターターびまわらない。まわっても回転び弱 
<、エンジンび始動しない。 

◊ランプびいつ6より暗い。 

バッテ U — の電圧び低下し、エンジンの始動び困 
難なときは、ブースターケーブルを使い他牽のバッ 
テ U —を電源として始動ずることびできまず。容 
量の大をい太めのブースターケーブルを使用して 
<ださい。 

'/^警告 ■ 

♦作業を始める前に必ずむ下の指示を読んでくだ 
さい。指示に従わないと、電装部品を損傷した 
0、バッテリーが爆黄してけびをずるおそれび 
ありまず。 


始動の方法： 

1電压が1吕 V で、バッテリーの容量び同程度の正 
常な車を準備します。 

2両方の車のエンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

3バッテ U —び上びった車の電気裝満をすベて停 
止しまず。 

4バッテ U — び上びった車のエンジンルームにあ 
る®ター S ナルのカバーを開いてケープルを接 
統し、正巧な車のバッテ U —の獲ターミナルと 
接続します。 

5正常な車のエンジンを始動し、アイドリング回 
転にします。 

6正常な車のバッテ U —の谷ター S ナルにケーブ 
ルを接病し、バッテ U —び上びった車の©夕ーミ 
ナルと接続します。 









バッテ u — 


7バッテ U — び上びった車のエンジンを始動し 
ます。 


ま意！ 

♦電気回路を守るため、エンジンを始動したら、 
ヒーター や U アデ フォガーな どの涅気装備を作 
動させてください。ただし、ライトは点のさせ 
ないで < ださし、。 


8接続したとさと逆の順序でケースレをがしまず。 
9必要のない電気装備を停止します。 


注意！ 

♦ま甲しがけによる始動はできません。 

♦エンジンび温まつているときは、 ブースターケー 
ブレによる始動を行なわないで< ださい。また、 
朽 I 度も繰り返し始動しないでください。兰元强 
媒コン y て一夕一を損傷ずるおそれびあります。 

♦急速充電機などを使用してエンジンを始動しな 
いで<ださい。星気系統を損傷するおそれびあ 
0まず。 

♦ブースターケーブルが冷却フアンやベルトに巻 
さ込まれないよラにを意してください。 


知識 

ク放電したバッテ U - 液は、約一] 0でで運結し 
まず。凍結しているとをはブースターケーブル 
による始動をする前に、お湯などで温めて(乂 
気は絶対に近づけないでください)、バッテリー 
液を溶かしてくださし、。 
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ヒュースげ 切れたとを 


ヒューズび切れたとを 



ランプ類び点 I 丹しなかった0、電気系の装備び作 
動しないとをは、ヒューズび切れている可能性び 
ありまず。 

ヒュースの交換は、指定サービスエ場で行なラこ 
とをお勧めします。 


ぶ意！ _ 

♦霉気系統の作業を巧なラとさは、バツテ I 」一の 
マイナス端子を外してください。 


に2, 



ヒューズボックス！は、センターコンソールち側 
後部にあります。助手席シートを最前部まで動か 
し、ボルトをゆるめ、カバーを巧り外しまず。 


♦ヒューズボックス 1 のヒューズの交換は指定ヴー 
ビスエ場で行なつて < ださし、。 


ヒューズボックス2は、ライトスイッチの横にあ 
ります。 

カバーを矢印の方向に取り外しまず。 












ヒユースび切れたとき 



ヒユーズポツクス3は、グ□—ブボックス下部の 
カノて一巧にあります。 


を意！ _ 

♦ヒューズボックス3のヒューズの交換は指定サー 
ビスエ場で行な つてください。 





ヒューズボックスを開くとを： 

1ホ‘ J レト1をゆるめ、カバー1を取り外しまず。 
2ボ J レト呂をゆるめ、カバー2を取りがします。 
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ヒユーズが切れたとを 



欄レト賣 


3ヒューズボックスは、交換作業を容易にするた 
め引を出ずことびでさまず。引さ出すとさはボ 
ルト 3をがしまず。 
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こューズの交換： 

エンジンスイッチを0の位置にしまず。 

:ヒューズプラーで、該当するヒューズを取0が 
しまず。 

:ヒューズが切れていたら同じ容量のヒューズと 
交換します。 

迂 意！ _ 

♦規定より大きい容量のヒューズを使用したり、 
ヒューズの改造、針金などによる代用をしない 
で<ださい。火災び発生ずるおそれびあ0まず。 
♦ヒュースを交換してもまたずぐに切れたり、裝 
置び作動しないときは、指定サービスエ攝で点 
検を受けてくださし、。 

♦ヒューズボックスの中には湿気び入らないよラ 
にして < ださい。 

♦ヒューズび切れていないのに、ランプ類び点巧 
しなかったり、電気系の装備が作動しないとを 
は、電球切れや故障び考え百れます。速やびに 

指定ヴービスエ場で点検を受けて<ださい。 



巧をドライブ 
のために 


巧全讓 


巧おずる 
ま无に 


里巧ずる 
とき 


なむ，た，-'"'", 








電球び 切れたとき 


電球の交換 


電球を交換するときは、規格に合った同容量の電 
球と交換してください。 


;王 意！ _ 

♦八ロゲンランプが熱くなっているときは、涅球 
に軸れた0、電球を取り列さないでくださし、。 
八□ゲンランプには圧力のかかったガスび封入 
ごれているので、破裂するおそれがあ0まず。 
♦ A ロゲンランプ(ヘッドランプ、フォグランプ) 
を交換ずるとさは、手袋などを着用し、直接手 
で電球に軸れないよラにしてください。 A □ゲ 
ンランプは使用時に高温になるので、電球の表 
面に油などが付着ずると電球び切れやすくなり 
まず。軸れたときは、薄めた中性洗剤を富ませた 
柔らかし、巧でよく拭き取ってくださし、。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの電球切れ蓄告 
表示： 


ミキ"フオグラン：尸 
ランフ 。 ヲテンケン'クグサイ! 



電球び切れたとをは、マルチファンクシヨンディ 
スブレイに故障/警ミ文ツセージ(日3ベージ)が表 
をされまず。速やかに電球を交換してくだごい。 

ち向指示な(サイドを除く）の電球切れのとさは、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイの故障/警吉タツ 
セージ (93 ページ)に加えて、ち向指示表示好 (86 
ぺージ)の点滅と音の間隔び短くなります。 


※電球（ランプ)一覧表は262ぺージをご貴 < だ 
さし、。 
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寒冷時の取扱い 


寒を時には、通常とは違った取り扱いび必要です。 
車を快適に使っていただくたゆに、必ず LU 下の;主 
意事項を守って < ださい。 


きくなる前には 


◊冷却!水の;ち度を50〜55游にしてください。 
◊ウォッシャー液は必ず純正の冬用ウォッシャー 
液を使用してください。 

◊燃料タンクの水掠ををしてください。燃料タン 
クに水分びたまると、凍結して故障の原因にな 
ることがあります。 

クバッテ U —の点検を指定サービスエ場で受けて 

ください。 


運き5ずる前には 


◊車に積もった雪や氷結を取り除いてください。 
ドアび凍結しているときは、お湯をかけて氷を 
溶かしてから開きます。かけた湯は凍結を防止 
するため十分に拭を取ってください。 

ぐお湯をかけるときは、キーシリンダーにかけな 
いで<ださい。凍結するとキーび差し込めな< 
なるおそれびあ0ます。 

◊足回りなどに氷塊び付着しているとさは、部品 
を損傷させないように十分ミち意して取り除いて 
ください。 


◊雪やがを取り除いてからワイパーを動かしてく 
ださい。無理に動かずと、モーターやワイパー 
プレードを損傷するおそれがあ日ます。 

〇雪が付着した靴でペダルを操作しないでくださ 
し、。巧元び滑った D 、 ウインドウび暴 D やす< 
なごます。 


駐車ずるとさは 


◊駐車ブレーキを使用しないでください。ブレーキ 
び凍結ずるおそれびありまず。セレクターレバー 
を ra に入れ、輪止めをしまず。 

〇エンジンの冷え過ぎを防ぐために、車の前部を 
風下や曰の当たるち向に向けて駐車してくださ 
し、エンジンが;令えすぎると始動び困難になる 
ことがあります。 

ぐ軒下や樹木の下に駐車しないでください。落雪 
で車を損傷するおそれびあります。 

〇エンジンを毛巧でおおった0、フ□ントグリル 
の内側に段ボールや新聞紙を挟まないでくださ 
し、。そのまま走行ずると、故障や火災び発生す 
るおそれび友ります。 
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寒を 時の取扱い 


雪道を走行ずるとをは 


気湿4でが下で、雪道や凍結路を走行するときは、 

スノータイヤの装着をお勧めします。 

ち全な走巧、操縦性を維持するため、必ずし： TF の 

注意事項を守ってください。 

◊スノータイヤは4輪に装磨してください。 

◊4 輪とをに構造やトレッドび同じスノータイヤ 
を装着して < ださい。 

◊雪道や凍結路は非常に滑りやすく、タイヤの性 
能や駆動力び善しく低下ずるため、ステアリン 
グとブレーキ操作び困難になります。速度を落 
とし、車間距離を十分に取ってくださし、。 

◊急加速、急八ンドル、急ブレーキは避けてくだ 
さし、。 

クブレーキに付着した雪や水滴が凍結し、ブレーキ 
の効さび悪くなることびありまず。前後の車に 
十分注意して、とをどさブレーキペダルを踏ん 
で効を具合を確認してください。効きび悪いと 
をは、効をび回復ずるまでブレーキペダルを数 
回乾く踏みなび5お違で走行して<ださい。 


汪意！ 

♦回転ち向が指定されているスノータイヤは、夕 
イヤの側面に記された、回嚴方向の矢印にした 
びって装着してくだごい。 

♦スノータイヤを装着しているとさ、標準のスぺ 
アタイヤを使用すると、操縦 tS び変わ D まずの 
で、ま意して運転してください。 

♦取り外したタイヤ/ホイールは乾燥した冷暗所 
で保管し、タイヤびオイルやグリス、ガソリン 
などに触れないよラにしてください。 

♦スノータイヤのトレッド溝の深さび 4mm じ(下 
になったときは、ぶ、ず新品と交換してくださし、。 


雪道で車び動けなくなつたとをは 


排気管と車の周りか6雪を取り除いてください。 
車び雪に埋もれた状態でエンジンび回転している 
と、一酸化炭素び車内に入り込んで、意識不明に 

なつたり、 中毒死するおそれが巧0ます。 


霊どつイブ 

のために 


巧をお糖 


巧巧する 
ま无に 


雲ずる 

とき 


I 


車との童 

i いかた 
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寒を 時の取扱い 


スノータイヤを装着しても走行び困難なときは、 
スノーチェーンを装着してください。 


スノーチェーンを装着したとさは 


ま全な走巧をするために、必ず！; TF のま意事項を 
守って < ださい。 

クスノーチェーンはダイムラー-クライスラー社の 
指定品を使用してください。取0扱いはスノー 
チ ェーン の説明書に従い、 不明な点は指定 サー 
ビスエ場におたずねください。 

〇スノーチェーンは4輪ずベてに装着ずることをお 
勧めしまず。 

なスノーチェーンを2本だけ使巧するときは、必ず 
後輪に装着してください。 

◊スノーチェーン装着時は約 30km/h が下の速度 
で走行してください。 

◊路面に雪や凍結びなくなったときは、速やかに 

スノーチ王ー ンを外してください。 


查■期の手入れ 


凍結防止剤を散布した道路を走巧したときは、早 
めに下回りの洗車をしてください。凍結防止剤が 
付着したまま放居すると、腐食の原因にな0ます。 
凍結防止用の塩類びまかれる地方では1年に一度ボ 
デイ下回 D の防謂処理をすることをお勧めします。 
詳し<は指定サービスエ場におたずね<ださい。 
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こんなとさは 



◊晴れの曰に比べると路面び滑0やすく、タイヤの 
性能や駆動力が低下します。速度を落とし、奉 
間距離を十分に取ってください。 

ぐ雨の降 D 始めの路面は特に滑りやすいため、慎 
重に運転して < ださい。 

◊急激なエンジンブレーキは避けて<ださい。ス 
U ツプして車のコント□ールを失うおそれびあ 
0まず。 

〇クルーズコント□-ルは使用しないでください。 
車のコント□ールを失ラおそれびありまず。 

◊激しい雨の中を、長時間ブレーキを使用しないで 
走行した後にブレーキペダルを踏むと、ブレー 
キの効をび遅れた0、いつをよ0強く踏まなけ 
ればならないことびあ0ます。このよラなとを 
は、いつちよ0長めに車間距離を取り、効をび 
回復ずるまで、ブレーキペダルを繰り返し霞く 
踏んでください。 

◊フ□ントウインドウの曇日を取るときは、エア 
コンディシヨナーのデフ□スタースイツチ^を 
巧して < ださい (1 91ページ)。 

◊リアウインドウの里りを取るときは、 U アデフォ 
ガースイツチ^を使用してください （1 91ぺ一 
ジ)。 



◊夏になる前にエアコンディショナーのを媒び不 
足していないか点検してください。 

ク室内温度げ高いときは、ウインドウを開けて熱 
気を逃びしてか6エアコンディショナーを使用 
して < ださい。 

◊が天下に駐車ずるとをは、ポディに覆いをかけ 
にり、ステアI」ングやシートにタオルなどをか 
けて、室内温度の上昇を抑えて < ださい。 

〇オーバーヒートを防ぐため、冷却水量の確認を 
こまめに行なつてください (240 ページ)。 


雲ドラィプ 

のために 


巧を装巧 


巧おする 
ま文に 


2巧ずる 
とを 


::い 

?;;谨巧お；： 







唐娘整備 


点検整備 


車の性能を十分に発揮させ、ま全快適に運転して 
いただくためには、指定ヴービスエ場で点検整備 
を受ける必要びあります。指定サービスエ場では 
攻下のような点検を行ないます。 

◊ダイムラー-クライスラー社の指示にそった点 
検整備巧目びあります。これらはメンテすンス 
インジケーターの表をに応じて実施します。 

メンテナンスインジケーター 

メーカー指を点検整備の時期を知5せる目まとし 
て、マルチフアンクシヨンディスプレイに^ンテナ 
ンスインジケーター（1日8ページ)び表示されまず。 
◊1 年、2年点、横整備は、車検時を含め法律で定め 
られ実施するちのです。 

なの点検時期をおすステッカーがフ□ントウイ 
ンドウに貼付してありまず。お確かめください。 
詳し < は指定ヴービスエ場におたずに< ださい。 

碧備手帳 

ク車には整備手帳び備えてあります。実施された 
作業を整備手帳で確認してください。 


曰常点検を忘れずに 

◊お客様の判挪で日常的に行なっていただく点横 
です。曰常点検は法律で義務づけ百れていまず。 
点検項目については別冊の整備手帳をご黄<だ 
さし、。 

ク普段と違う音や臭いびするとき、車を停めてい 
た場所にがやオイルの跡び残っているとさなど 
は、指定サービスエ墙で早ゆに点検をきけて< 
ださい。 

市街地およぴ哥酷な条件下での 運輯 

◊発進や停止びをい市街地、山間部や路面状態の 
い道路、トレーラーけん引など、さびしい条件 
下で運転するときは、タイヤ、エアクリーナー、 
オイル、フィルター類の点検整備や交換を、お 
客様の半 I 」邸で行なラことを必要です。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね<ださい。 
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エンジンム 



エンジンルームの点検をするとをは iU 下の事項を 
厳守して < ださい。 


警告 

•イグニッシ ヨン システムに手を軸れないでくだ 
さい。高電圧を発生させるので感電ずるおそれ 
がち D まず。 


汪意！ 

♦エンジンび回転しているときは、回転部に触れ 
ないよラに十分を意して < ださい。 

♦エンジン停止をも、か温のちいときはファンが 
回乾をつづけることびあります。 

♦エンジンの熱や動をに十分注意して<ださい。 

义傷やけびをずるおそれびあ D まず。 
♦ラジエーターに手を触れないでください。乂傷 
やけびをするおそれびあります。 

♦作業はま全な場所を選んで巧なつて < ださい。 
♦適切な工具を使用してください。 

♦エンジンルーム巧に部品や工具を置かないでく 
ださし、。 

♦エンジンルームの手入れについては2已2ペー 
ジをご賣ください。 


9 環境保護のため、油脂類を廃棄するとをは、指定 
ヴービスエ場に相談して < ださい。 


巧をドライプ 
のために 


巧を雲 


里巧する 
ホホに 


瞻 

'苦？'' 謬通 


i 


巧と ew 
つきいかた 






冷却水 


冷却水の点検と補給 



冷却水は U ヴーブタンクで点検と補給を巧ない 
ます。 


点検ずるとさ： 

点検は水平な場巧で巧ないます。 

冷却水び冷えている巧態で、 U ヴーブタンクのネッ 
ク（矢班）まであれば適呈です。ホ:温び高レときは 
15ののほど离くなります。 

※冷却水レベル餐告び表示されたときは、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに故障/警告;^ッ 
セージ (92 ぺージ)をご覧くださし、。 


A 警告 _ 

♦水温が高いときは、絶対に U ザーブタンクのキ 
ャップを開かないでください。高温の蒸気や熱 
湯び吹さ出して、乂傷をずるおそれびあ0まず。 
♦不凍巧をエンジンルームにこぼさないよラにし 
てください。不凍液が缴くなつたエンジンに付着 
ずると、篇义して火傷をずるおそれびあ0まず。 


马 意！ _ 

♦マルチフアンクションディスプレイに冷却水温 
警告び表示されたときは、オーバーヒートして 
エンジンを損傷ずるおそれびあります。ただち 
に指定サービスエ攝で点検を黄けて<ださい。 
♦冷却水の減りかたび菁しいとさは、指定サービ 
スエ場でただちに点検を受けてください。 
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冷却水 


補給 

冷却水が不足している場合は、冷却水び冷えてい 
るときにリヴーブタンクに補給します。 

1 U ザーブタンクのキャップをゆつく0反時計回 
0にまわしまず。約]/2回転までまわして圧力 
を抜いてからがします。 

2レベルにを意して冷却水を補給します。 

通常は軟が(水道が)に純正の不凍液を湿せて使 
用します。 

車を使用ずる地域(最低気温)によって濃度を変 

えまず。 


不凍巧の濃度： 


凍結温度 ' 

不凍液混合率 

-37で 

約已0% 

-4 已で 1 

約巳己％ 


法意！ 

♦冷却水にはおず不凍液を混ぜて < ださい。不凍 
液には防鐘の効果をありまず。 

•ミち度を5096(凍結温度一37で)から5己％(凍 
結温度一 4己で)の間にしてくだごし、。 

•冷却性能が低下するので;度度を55%政上に 
しないで < ださい。 

♦指定し:^かの不凍液や不適当な水を使用しないで 
ください。請や腐實などの原因にな0まず。 
♦不凍液は塗装面を損傷させます。ボディに付着 
したときは、速やかに水で洗い流してくださし、。 


を却水の交換時期 

冷却水は経時的に効果び装化しますので整備手帳 
にがって定期的な交換が必要です。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね< ださい。 


巧全どフィプ 
のために 


巧全装備 


巧ちずる 
ま义に 


是する 

'とを， 







エンジンオイル 



G 己00し 


オイルレベルゲージで点検ずる方法 

1車を水平な場所に停めまず。 

吕エンジンを回転させ、エンジンオイルを温めます。 
3エンジンを停止して、已分ほど待ちまず。 

4オイルレベルヴージを抜を取り、付着している才 

イルを拭をおつてから、再び塞し込みます。 


5再度オイルレベルゲージを巧き取り、付着した 
エンジンオイルのレベルと巧れ具合を点検しま 
す。付着したオイルのレベルびオイルレベルゲー 
ジの上限 ( max ) と下限 ( min ) の間にあれば正销 
です。 


上帳 r 
下限吟自 
レベルゲージ 


6エンジンオイルレベルび下限な下のとをは、フィ 
ラ~キャップを開いて、指定のエンジンオイル 
を補給します。 


知識 

◊オイルレベルゲージの上限と下限の間は約2だ 

です。 


※マルチフアンクシヨンデイスプレイにエンジンオ 
イルレべル餐告ぴ表示されたときは、故障/塞告 
メッセージ(日己ページ)をご覧ください。 


[2421 
















エンジンオイル 


知識 

◊慣らし運藍中のエンジンオイル消費量は多が多 
<なることびありまず。また、頻繁にエンジン回 
乾数を上げて走行すると、エンジンオイル消費 
量は増加します。 


ま意！ _ 

♦必ず指定のエンジンオイルを使用して<ださ 
し、。指定な外のエンジンオイルを使用して巧障 
び発生した場合は、イ呆証び適用されないことび 
あ0ます。 

♦種類の異なるエンジンオイルを湿ぜないで<だ 
さし、エンジンオイルの特性び発揮されません。 

♦エンジンオイルびこぼれたときは完全に巧き取つ 
てください。 

♦エンジンオイル量はオイルレベル ゲージの 上限 
を超无ないよラにしてください。オイ J レ量び多す 
ざると不具合の原因になることびあります。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用して<ださい。詳し 
くは指定サービスエ場におたずねください。 
グレードと粘度は、下図を参考にして、读用ずる 
場所の外気通度に合わせて選んでください。 



エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターはを期的に交換 
することをお勧めします。を換時期はタンテナン 
スインジケーターを目ちとしてください。ただし、 
交換時期は使用状況によって異な D ますので、詳 
しくは指定ヴービスエ場におたずね< ださい。 


巧をドライプ 
のために 


巧全装柏 


a おずる 
ま文に 


i する 
とを 


■ 


i 


車との妻 

呈*養 
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ブレーキ液 


ブレーキ液の点検と補給 



ブレーキ液 U ザーブタンクのレベルマークで点検 
します。ブレーキ液のレベルび下限 ( MIN ) と上限 
( MAX ) の間にあれば正常です。 

補給するときは、指定のブレーキ液を使用してく 
ださい。 


警告_ 

♦必ず指定のブレーキ液を使用してください。指 
定むがのブレーキ液を使用したり、他の銘柄を 
混用ずると、ブレーキの効き具さやブレーキシ 
ステムに惡影撰をちえ、ままなブレーキ操作が 
でをなぐなるおそれびお日まず。 

♦ブレーキ液を補給するとをは、上眼 （MAX) を 
超えないよラに補給して<ださい。あふれたブ 
レーキ液び熱くなつたエンジンに付着ずると、 
巧义して乂傷をずるおそれびありまず。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイにブレーキオ 
イル巧告が表示されたとをは、故鹰/ち告_>^ッ 
セージ (89 ぺージ)をご巧ください。 
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ブレーキ液 


注意！ _ 

♦ブレーキ液の減りかたび着しいときは、指定サー 
ビスエ場で速やかに点検を貴けて < ださい。 

♦ブレーキ液の補給や交換は、指定サービスエ場 
で巧なって < ださい。 

♦補給のとをは、ゴ S やががリヴーブタンクの中 
に入らないよラにしてください。たとえルごな 
ゴ吉でを、ブレーキび効かな<なるおそれげお 
0まず。 

♦補給はエンジンが冷えてから行なってくださ 
し、排気系などにブレーキ液び付着すると、乂 
災び発生するおそれびあります。 

♦ MAX を超えて補給ずると、走行中に漏れて塗装 
面を損傷ずるおそれびありまず。ボディに付着 
したとをは、速やかに水で洗い流して<ださい。 


ブレーキ液のな換 

定期的な交換をお勧めします。詳し<は指定ヴー 
ビスエ場におたずね<ださい。 

ミ主意！ _ 

♦プレーキ液は使用している間に大気やの湿気を 
吸収して劣化します。そのままで長期間使用す 
ると、苛酷な条件下ではベーバーロックび発を 
ずるおそれびありまず。_ J 

知識 _ 

クぺーパー □ックとは： 

長い下り坂や急な下り坂などでブレーキペダル 
を踏みつづけると、ブレーキ-液び沸騰してプレー 
キパイプ内に気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでを圧力び伝わらず、ブレーキび効かな< 
なる現象のことです。 


巧をドライブ 
のために 


巧を裝循 


S る Jr'iiil 薩 


H 0 0 

つ差髮 ゴ V .:す'. 






ウオッシヤー液 


ウオッシヤー液の補巧 



ウォッシャーおリザーブタンクはエンジンルーム 
内にあり、ヘッドランプウオッシヤーと共用です。 
補充は Utf —ブタンクのキャップを開いて行ない 
ます。 


^警告 _ 

♦ゥ ォッ シャー液はエンジンび熱くなっていると 
をに補巧しないでくだをい。ウォッシャーおび 
お<なったエンジンに付盾ずると、発火して火 
傷をずるおそれがありまず。 


ウォッシャー液 

純正の専用ウオッシャー液を水に混ぜて使巧しま 
すに已9ベージ)。 


ミ主意！ 

♦ウォッシャー液は、 U ザーブタンクに補巧する前 
に別の容器で適正な混合比に混ぜて<ださい。 
♦粗悪なウォッシャー液や石けん水などを使用ず 
ると、璧装面を損傷ずるおそれびあ0まず。 
♦タンクび空のときウォッシャーを作動さはる 
と、モーターを損傷するおそれびあ0ます。 


知識 _ 

〇ウォツシお一液には夏用 （ S ) とを用 ( W ) の2種 
類びあります。夏用には油膜の付着を巧ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる効果びあり 
ます。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイにウォッシャー 
液警告び表おされたときは、故障/警告メッセー 
ジリ01ぺージ)をご覧ください。 
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ホイールとタイヤ 



ホイールとタイヤは必ず純正品および承認されて 
いる製品を使用してください。詳しくは指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


タイヤの点検 

1タイヤ接地部のたむみが態(別冊「整備手帳」） 
を見て、空気圧び適当であるか点検します。 

2タイヤに大きな傷びないか、くぎや石などびさ 
さったり、かみ込んでいないかを点検しまず。 

3タイヤび偏摩拜を超こしたり極端にずり減って 
いないか点検しまず。ス U ップヴイン（別冊 
「整備手帳」参照)び出ているとをは、新しい夕 
イヤに交換します。 
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警告 _ 

♦タイヤの摩耗には十分にま意し、スリップサイ 
ン(別冊「整備手帳」 ） が現われた6速やかに交 
換してください。タイヤの溝が‘ SmmfeTF にな 
ると营しく滑りやずくなり、事故につなびるお 
それがお0まず。 

参ホイールを交換したとさは、ホイールに適合し 
た純正品のボルトだけを使用してください。铺 
正品ながのボルトを使用ずると、ホイールが脱 
落して事故につながるおそれびあ D まず。 

♦構造の異なるタイヤ(例えばラジアル、バイアス、 
ベルテッドバイアスなど）を組み合わせて装着 
しないでください。操縦性に悪影醬をおよぼし、 
車のコント□ールを巧うおそれびありまず。 

•巧生タイヤを装還した場合、を全性の保郭はで 
さません。 


看ライブ 

のために 


巧全ち柄 


巧巧ずる 
まえに 


1 


'滋髮が胖"が 


S 萬 


■ » 





ホイールとタイヤ 


ま意！ 

♦タイヤのトレッドびひどくずり減ったり、傷び 
巧いているとをは交換してください。 

♦ホイールやタイヤの選択を誤ると、車全体のバ 
ランスに影響し、巧全走行に安晴をきたすこと 
びあ0ます。 

♦純正品または承認されている製品政がの裂品を 
装着ずると、道路運送車両法違反になることが 
あります。 

♦1 本だけ新品タイヤを装着ずるときは、前輪に 
装着して<ださい。装着ずるタイヤは他のタイ 
ヤと同じ銘柄、同じ構造のをのにしてください。 

♦タイヤの空気圧を点検ずるときは、スペアタイ 
ヤの空気圧を点検してください。 

♦ぬかるみを走した後などで、ホイールびひど 
く巧れたとをは、ホイールの巧側をジェット水 
流などで洗い流してくださし、。 


知識 

〇新品タイヤを装着したときは、走行距强び約 
1日 Okm を超えるまでは速度を控えて運転ずる 
ことをお勧めします。 

〇曰頃からタイヤの空気圧を点検して <.ださい。 
巧に重い荷物を横んで高速走行するとをなどは 
必ず行なってください。 

◊タイヤび温まつているときの空気圧は冷えてい 
るときよりも、約日. 3 k 居/ cm 2 ほど高くなりま 
ず。空気圧はタイヤび冷えているとさに調整し 
て<ださい。規定の空気圧は2己曰ページまた 
は整備手帳の別紙「点検整備項目」に記載され 
ています。 


9 定期的にタイヤの空気圧を点検して<ださい。 
タイヤの空気圧びほいと、燃料を余計に消’費 
します。 
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ホイールとタイヤ 



タイヤの摩耗度は走行距離や使用状況によって異な 
0まず。定期的に点検し摩耗の兆候びはっさ0し 
てをたら、タイヤ□ーテーシヨン(前渡タイヤの入 
れ誓え)を斤なってください。 

タイヤ ローテーシヨ ンは指定ヴービスエ堤で行な 
ラことをお勧めします。 


迂意 ■ _ 

♦タイヤローテーシヨンを巧なった後は、ホイー 
ルボルトの締め付け トルク] 3k 呂- m(l30Nm) 
を確認してください。 

♦必ず純正のホイールポルトを使用してください。 

知識 _ 

◊タイヤ□—テーシヨンを巧なラと、タイヤの摩 
耗び均一化しまず。これによって車の安全性び 
高まり、タイヤの寿命を延ばずことびで志まず。 

クタイヤ□—テーシヨンを行なラときは、タイヤ 
の回転方向を変えないよラに、前後の位置を入 
れ替えます。 


雲ドライブ 

のために 


巧全讀 


巧なずる 
ま义に 


、 , - 、 ' 

運拓ずるぶ I 

'レを r V :苗 
'とま'' こ-ミ 



摩との妻 
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車の 手入れ 


車は定期的に手入れをずることで、美しい状態に 
保つことびでをまず。純正の手入れ用品を用意し 
ています。詳し<は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


^警ち _ 

♦ケミカル用品を使用ずるときは、おず使用説明 
に従つてください。また、車のを清掃ずるとき 
はドアやウインドウを開いてください。中養や 
火災び発生するおそれがあ0ます。 

•車の手入れにガソリンやシンナーを使用しない 
でください。中養や义災が発生ずるおそれがあ 
りまず。 


傷を付けてしまったり、誤った手入れなどで鐘び 
発生してしまったときは、指定サービスェ攝で補 
修することをお勤めします。 


曰常の手入れ 


◊走行後は、付着したほこりを毛ばたきなどでも 
い落としてください。 

〇ちに一度は巧車をしてください。 

ク飛び石による塗装面の傷は鐘の原因とな D ます。 
MB タッチアップペイントで早めに補修してくだ 
さい。 

◊保曽や駐車は、風通しのよい車庫や屋根のある 
場所をおずずめしまず。 

クお、虫巧れ、鳥のみん、樹液、オイル、燃料、 
グリスなどび付着したときは、なるべく早くお 
を取ってください。特に鳥の&んには塗装面を 
傷める性質びあるため、でをるだけ早く洗い流 
して < ださし、。 

ク凍結防止剤び散布してある道路を走行したとさ 
は、なるべく早く下回りを洗車してください。 

◊下回りを洗車ずるときは、必ずホイール八ウス 
内側を洗って < ださい。 
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車の手入れ 



統車 

1水に MB オートシャンブーを混ぜた洗浄液を用 
意し、車全体に吹を付けます。空気取り入れ口 
には巧き付ける星を少なめにし、ダクト巧に洗 
浄液が溜まるのを避けてください。 

2スポンジやセーム革を使用して大量の水で洗い 
流します。 

◊虫ちれは、洗車の前に M 巨インセクト U ムー 
バーで落としてくださし、。 

クタールの巧れは、 M 己タール U ム ーバー で落とし 
て<ださい。タールの'汚れは乾くと落ちにく < 
なる ので、早めに手入れをして<ださい。 

◊車がランプ類の巧れは、きれいな水か、水に MB 
オートシヤンプーを混ぜた洗浄液で洗ってくだ 
さし'!。ヘッドランプ政外は樹脂製レンズび損傷 
しないよラ、他の洗剤を使巧したり、強い力で 
乾がさをしないで<ださい。 


自動洗車襟を使うとき： 

〇ドアミラーを格納してください。 

◊ブラシの儒び付き、窒装面の光巧び失われた0, 
努化を早めることがあ0まず。 

高圧洗車機を使うとを： 

ク洗車ノブルをウインドウに近づけすぎないよラ 
にしてください。水圧び高いため、車内に水び 
入るおそれびあります。 


雲どフィプ 

のために 


巧をち巧 


巧巧ずる 
まるに 


養ずる 

とを"’ 



き ew 
S ち廷 






車の手入れ 


莖装面 

◊塗装面の手入れは、直射日光の当たる攝所や、 
走行後ボンネットびエンジンの熱で熱くなって 
いるとさは巧なわないでください。 

ぐ塗装面の手入れには政下の納正の用品を使用し 
てください。手入れ方法は、それぞれの取扱説明 
雷をご篇くだごし、。 

MB ペイントプロテクター 
通常の手入れに使用しまず。塗装面を保護し. 
光沢を維持しまず。 

M 目ペイントポ リッシュ 
車のちれびひどいとさに使用します。 

M 日ペイントク U— ナー 
ちくなった塗装や、変色した塗装に使用しまず。 
M 巨タッチアップペイント(ステ イッ クタイプ)、 

M 臣タッチアップペイント（スプレータイプ）塗 
装面のかさな傷の応急修理に使用しまず。 

ホイール 

1めるま彌に MB 才ートシヤンブーを入れてホイー 
ルを洗いまず。 

2巧に落ちにくい巧れには M 巨アルミホイールク 
リーナー&巧護剤を使用してください。 

ウインドウ 

◊MB ガラスク U- ナーで磨きます。巧れびひどい 
とさは MB ウインドウク U —ナーを使用します。 


ワイパーブレード 

◊ワイパープレードの巧れは、きれいな巧にク U — 
ナ~を付けておさ取りまず。 

◊ワイパーブレードは、拭き残しが出るよラにな 
ったら、 キ旨定サービスエ場で交換してくださし、。 

エンジン ルーム 内の手入れ 

◊手作業で拭いてください。乂搞や感電をしない 
ぶラに注意して < ださし、。 

◊エンジンルームには多くの電気系の装備びあ0、 
水分や湿気を嫌いまず。水をかけたり、スチー 
ム洗浄をしないで<ださい。 

バークト□ニックセンサーの手入れ 

OU アバンパーの4個のセンサーを洗浄ずるとき 
は、きれし、な水か、水に M 巨才ートシかンプーを 
混ぜに洗浄液で洗ってください。純正ながの手 
入れ用品を使用した D、 強い力で乾なさすると、 
たンヴーび故障するおそれびあります。 
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きの手入れ 


_ 内装の手入れ _ 

巧装部品 

◊プラスチック、ゴムなどの部分は MB 才ートシヤ 
ンプー、 M 巨プラスチックク U— ナーで拭きます。 
これらの部分には他の巧剤、オイル、ワックス 
などを巧用しないでください。 

◊ステアリング、セレクターレバー、メーターパ 
ネルなどの部分は、 MB オートシヤンプーまたは 
中性洗剤のめるめの溶液を毛羽立ちの少ない布 
に付けて拭きます。これらの部分には絶巧にコ 
ンパウンドなどを使用しないでください。 

◊巧体芳香剤をこぼさないようにしてください。 
変色やひび割れの原因になることげありまず。 

シートベルト 

◊めるま湯または石けんがで洗います。 

◊シートベルトには化学薬品を含む洗剤を使用し 
ないでください。また、ドライヤーなどの使用、 
直射日光による乾燥、漂白や染色をしないでく 
だごい。シートベルトの強度び低下し、事巧の 
とを、十分な効果を発揮することびできなくな 
るおそれびあ0ます。 
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布張り 

◊ブラシなどでほこりを落とします。 

◊巧れびひどいときはドライシャンフーを使用し 
ます。しみ巧をは M 巨スポットリムーバーを巧用 
します。 

ベ□ア 

◊湿気や熱によって毛足び寝てしまラと、その部 
分び巧れたよラに見えます。このよラな場合は 
湿らせたブラシで整えるか、濡れた布を当てて 
アイ□ンをかけます。ドライシヤンプーち使用 
でさます。 

◊シートび湿気を帯びているときは、腰かけない 
で<ださい。急いで乾かしたいとさはドライヤー 
などち使用でをます。 

革 

◊MB 才ートシャンプーを含ませた布で拭いてか 
6、乾いた巧で拭き取ります。このとを、生地 
の通気孔からクッションの内部にか分びしみ込 
まないよラにミ主意してくださし、。 

◊MB レヴーク U— ナーを使用すると草び長持ち 
し、静空気の防止にち役立ちます。 

人工を革 

◊M 日才ートシャンプー Ui •かの製品を使用しないで 
ください。また、オイルやワックス類も使用し 
ないでくだごし、。 


巧をどフィブ 
のために 


巧を巧摘 


巧おずる 
ま义に 


運おする 
とを 


車とで 
つさ巧 
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純正部品、鈍正アクセサリー 


純正部品 _ ) ( _純正アクセサリー 


ダイムラー.クライスラー社では点検や修理に必要 
な部品を碧置に在庫しています。また、世界中ど 
の地域にも部品を供給でをるよラに体制を整えて 
います。 

メルセデス-ベンツの部品は厳おな基準で品質管 
理されていまず。点検や修理のとさはお、ず純正部 
品を使巧して < ださし、。 

純正部品は指定サービスエ場に注文してくださし、。 

/1\警 ち 

•ブレーキなどの重要保を部品や走行装置などは 
純正音 g 品を使用してください。事がやけがなど 
につなびるおそれびありまず。 


知識 _ 

◊純正!;1外の部品!を使用して不具合び生じたとを 
は、保証を適用でをないことびあ0ます。 


アクセサ U - はダイムラー.クライスラー巧または 
ダイムラー-クライスラー日本株式会社び指定す 
る製结を使用してください。 


ミ主 意 ! 

♦エアバッグ、シートベルトテンシヨナー、インス 
トル;>^ントパネル、センターコンソール周辺の 
修理やオーディオの取0付け、車の板金塗装な 
どをずると、エアバッグやシートべ J レトテンシヨ 
ナーに悪影響をおよぼずおそれびお0まず。 
詳しくは指定:サービスエ場におたずねくださし、。 

'♦無線機など、電気部品を取り付けるときは指定 
サービスエ場に相談して<ださい。取0付けか 
たび適切でないと、車の電子部品に悪影響をお 
よぼずおそれびありまず。また、配線を誤ると 
火災や故障の原因にな日まず。 

♦ウインドウに吸盤を貼0つけないでください。 
吸盤びレンズの働ををして、火災び発生するお 
それびあります。 


9 ダイムラー•クライスラー社は、資源を有効利用 

ずるため、 I 」サイクル部品を積極的に導入して 

し、ます。 
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ビークルプレート 



純正部品をま文するときに車台番号あるいはエン 
ジン番号び必要になることびあ D まず。車台番号 
やエンジン番号を知るためのプレート類は図の箇 
所に取0付け5れていまず。 


田エンジン番号 
エンジンち側禮部 
旦ビ…クルプレート 

運転席側のセンターピラーに表示されています。 
H ボディプレート 

ペイントのコードナン^ (―び表示ごれています。 
□ 車台香号 

ち側フロントホイールアーチ巧のフレームに表 
示されています。 



雲どフィブ 

のために 


巧を装巧 


巧紀ずる 
ホスに 


'爱する 

どを' 





サービスデータ 


ヴービステ.一夕 


必ずダイムラー.クライスラーなの純正品または 
指定品のみを使用して < ださい。 

話しくは指定サービスエ場にお問い合わせください。 


ま意！ _ 

♦才―_トマチックトランスミッシヨンオイルの交換 
や浦給はしないでください。トランスミッシヨ 
ンを損傷するおそれびあ0ます。オイル漏れび 
あった0、何らかの異萬を感じたとを、または 
オイルレベルについては指定サービスエ場で点 
巧を受けてください。 



車種 

容量 

油脂類 

備考 

エンジンオイル 

を車 ， 

約8.0 « 

儀オイルフィ J 於一) 

承認オイル 

1 

1 

1 一 

! 

才ートマチック 
トランスミッションオイル 

G 320 : 
G 320 L 

約8.0« 

江場を入時） 


1 

百已〇 0 L 

G 55 L 

AMG 

約白.0 6 
江場を入時） 

承認オイル 


パワーステ U ングオイル 

全車 

— 

MB ； のーステア1」ングオイル 

— 

フ□ン K アクスル 

ま;車 

— 

承認オイル 

A イボイドギアオイル 

SAE 90、 85 W 90 

リアアクスル 

全車 

— 

を臨オイル 

A イポイドギアオイル 
SAE 90、85 W 90 

プレーキ液 

全車 

— 

M 己ブレーキ液 

DOT 4 

燃料 

を車 

約96£ 

無給プレミアムガソリン 

姿告口点灯時の残を 
約20£ 


油脂類の正確な置はレベルゲージで確認してください。 

記載の內容は本取扱説明書作成時のをのです。予告な<変更される場合びあ0ます。 
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ヴービスデータ 






サー ビス データ 


車種 

タイヤ/スペアタイヤ 

ホイール 

オフセット 

G 320 

G 320 L 

265 / 70 R 1 6 

程をを7,己 JX 16 

63 mm 

G 500 L 

26己 / 60 R 18 

軽含金7.5 Jx^S 

S 3 mm 

G 5 己 L AMG 

265 / BORIS 

軽をを 8.5 JX 18 

48 mm 


※スノータイヤについては、指定ヴービスエ場にお問い合わせください。 



タイヤ空気圧に名乗車時 ： bar ( kg / cm う] 

タイヤ空気圧[(百名乗車時 ； bar ( k 旨/ cm2 )] 


前輪 

後輪 

前輪 

後輪 

標準タイヤ 

2.2 

2.2 

2.己 1 

3.0 

スペアタイヤ 


3 

.0 



※記載の巧容は本取扱説明害作成時のちのです。ぞ告なく変夏される場合があります。 
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ヴービスデータ 



ヒュースポックス1(センターコンソール）： 

1 :モ巧用 

2 :モほ用 

3 7.5A: テレビ* 

4 20A :が科ポンプ 

5 :モ佳用 

6 :ホ巧用 

7 ホが申 

8 7.5A: を潍巧止システム 

9 20A :を巧巧止システム、リモートコントロール、ルームランブ. 

バニティミラー照巧 

自動防眩ミラー、レインセンサー、ステアリングルーフ 

10 20A :リアデフォガー 

11 :モ使用 

127.5 A: トランスミッションセンサー 
13 5A :マルチコントロールバックレスト 
14 15A :リアウインドウウォッシャー 

15 10A :巧巧給油フラップロック、タンクキャップリリース 

16 5A :モ使用* 

17 20A :マルチコントロールバックレスト、トレーラーランプ* 

18 20A :トレーラーランプ* 

19 20 A :トレーラーパワーサプライ* 

20 7.5A: リアドアセントラルロッキング 


ABS 、 ヒーターブースター* 


リア シートヒーター 
エ ンジン ファン、 スターター 
エンジンフアン、 燃料ポンプ 


21 30A :リモートコントロール、ミラー調整、ドアミラーヒーター、 
フロントバワーウインドウ、リアパワーウインドウ、 

ステァリング調整 

22 30A :リモートコントロール、ミラー調堅、ドァミラーヒーター、 

フロント" ワー ウインドウ 

23 5A :ルームランプ、リア巧»な 

24 20A :ウインドウデフォガ ー* 

25 30 A :シー トヒ ーター 

26 7.5 A :乗を用ランプ、イルミネーテッドステップカバー 

27 30 A : 運を席シート調整、ステアリング!^ 

28 30A :巧源ソケット 

29 :ホ使用 

30 40A :エァコンディシヨナー、ブロワーモータ ー 
31 20A :スターター、ステアリングロック 

32 30 A :リモートコントロール、リアパワーウインドウ 

33 30A :リモートコントロール、リアバワーウインドウ 

34 7.5A :未使用 

35 20A :未使用 

36 :未使用 

37 15A :デファレンシャルロック 

38 30A :助手席シート調整 

39 40 A :トランスファーケース 

40 25A : ABS 

41 7.5A: エァコンディシヨナー、ブロワーモーター、 

ドァロックスイッチ、巧常点;庭打 、リァデフォボー 
42 7.5 A :エアバッグ If 吿灯、メーターバネル 


ヒューズボックス2 (ライトスイッチ横）： 




巧をどフィブ 
のために 


霊雲 


i{ 
g 是に 


'塞ずる 

とき/ 


i 
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サービスデータ 


ヒユーズボックス3 (グ□—ブボックス下部）： 

43A 15A: ホーン 
43B 15A: ホーン 

44 S ク •キタ巧 

45 7.5A; エアバッグコントロールユニット、エアバッグ If 告巧 

46 20A :ワイバー 

47 15A: ライター、グローブボックスランプ 
48 15A :イグニッシ3ンコイル、 

49 7.5A: エアバッグコントロールユニット、エアバック»吿灯 

50 5A :スイッチ照巧 
51 7.5A: メ ーターバネル 
52 15A :スターター 

53 15A :エンジンエレクトロニクス 
54 15A :エンジンエレクトロニクス 

55 7.5A: トランスミッシヨンエレクトロニクス 

56 5A :デファレンシャルロック、パークトロニックシステム 

57 5A : スターター 

58 40A :ホ巧用 

59 50A : ABS 

60 :そ巧用 

G1 -モ巧用 

62 5A :ダイアグノーシスソケット、へッドランプ （T 向き） 

63 :ヘッドランプ（下向き） 

64 10A :ラジオ 

65 40A :セカンダリーェアインジェクシヨン 


* は日本仕なには装備されていません。 


(A463 545 00 00 2000 -08 - 


※このれなは巧級お巧書巧巧時のもので、予告な<を$されミ 
とがあります， 


ヒュース•曲ちをはヒューズボックス2の中にありまず。 

仕様/お偏などの遽いじより一部せ横が異なるこ 
あります0 



電球(ランプ） 

ワット数(規格） 


下向き 

60 W ( H 4) 


上向を 

60 W ( H 4) 

フオグランプ 

55 W ( H 3) 


1フロント 

2 m (黄色） 

万向指おな 

サイド 

4 W 廣色） 


1」ア 

吕 IW (黄色） 

バックランプ 

21 W 

プレーキ、テール(パーキング)ランプ 

21 W 

フロント/ キングランプ/車幅な 

4 W 

テール(パーキング)ランプ 

己 W 

U アフォグランプ(ち側のみ） 

21 W 

ライセンスランプ 

己 W 
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さくいん 


田 

アームレスト . 203 

インストルメントバネル . 5 

ウインドウウオッシャー . 143、259 

ウォッシャー液 . 246、259 

運乾席エアバッグ . 40 

エアコンデイシ ョナー . 186 

エアバッグ . 40 

エアバッグオフ表示打 . 38 

エマー ジェン シーキー . 48 

エンジンび始動しないとさ . 1已〇 

エンジンの始動と停止 . 150 

エンジンオイル . 242、2己8 

エンジンオイルレベル警告表示 . 96 

エンジンオイル量の点検方法 . 242 

エンジンオイルレベル画面 . 110 

エンジンスイッチ . 148 

エンジンルーム .10.239 

エントランスヘルプ機能 . 已己、132 

才ーディオ . (別冊) 

才ートマチックトランスミッション . 151 

才ートマチックトランスミッションオイル . 258 

才ートマチックトランスミッシ3ン車の取巧い• • • •17 

才ーバーヒートしたとき . 225 

オドメーター . 106 

オフロードでの追乾 . 165 


因 

列気温度表示 . 

懷中覃巧 . 

カップホルダー . 

可変スピード U 5 ッター•’ 

を冷時の取扱い . 

キ- . 

救急箱 . 

クルーズコント□—ル… • 

車の手入れ . 

グ□—ブボックス . 

警告な . 

けん引してもらラとさ 

けん引防止警報 . 

-rs . 

後退時の助手席ドアミラー 

故障したとき . 

テ供を乗せるとさは…… 
ル物入れ . 



雲どフィプ 

のために 


巧全装備 


遅拓ずる 
巧をに 


話囊 


n 


6951460802己吕901833 
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さ < いん 


凸 

ヴー ドシート . 

サンバイヴー . 

シート . 

シート位置の記憶 . 

シートの辑整 . 

シートヒーター . 

シートベルト . 

シートベルトテンシ ヨナー . 

事故び起きたとき . 

室巧(イラスト目次） . 

車がランフ消な遅延機能 . 

車載工具 . 

車速感応ドア□ック . 

ジャッキ . 

純 IE 部品 . 

純正アクセヴ U—. 

助手席エアバッグ . 

か遍表术 . 

ステアリング . 

ステアリング調整 . 

スピードメーター . 

スペアタイヤ . 

スペアタイヤ カバー . 

スライデイングルーフ . 

セーフテイスイッチ . 

セーフテイネット . 

セレクターレ . 

センターデフアレンシャル □ック 
走行するとさは . 


B 

タイヤ . 24フ、260 

タイヤ ローテー シヨン . 249 

タイヤ巧換 . 218 

タコメーター . 84 

ダストフィルター . 194 

チャイルドセーフティシート . 37 

チャイルド プルーフ□ック . 5 色 

駐まブレーキ . 172 

駐停車ずるときは . 16 

定期点お . (整備手暇 

停止表示板 . 210 

ティップシフト . 152 

テールグート . 59 

出かける前には . 12 

デファレンシャル□ック . 1已 S 

点お整備 . 238 

電球(ランプ)一覧 . 262 

電球の交換 . 232 

電源ソケット . 206 

ドア . 51 

ドアミラー . 80 

ドアミラーの格納 . 81 

ドア □ッ クスイッチ . 52 

を難防止システム . 色 S 

屍 害 巧 . 19 已 

時計 . 106 

トランスファーケース . 162 

トリッブコンビユーター . 134 

トリッブメータ. . 106 


18264726887007660799655071184 
392222330 . 3131己54077011756己51 
2 . 121222 . 1 - -122 


7 
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さくいん 


田 


慣らし運転 . 20 

荷物固定用リング . 66 

荷物を巧むときは . 65 

燃料 . 12、258 

燃料給ミ由 □ . 77 

燃料お . 85 

燃料残量窒苦口 . 化 


パーキング□ックの解除 . 154 

パ_クト□ニックシステム . 17已 

巧皿 . 199 

バッテ U — .226 s 259 

バッテリーび上げったとき . 227 

バニティミラー . 198 

バワーウインドウ . 己7 

ビークルフレート . 2已7 

が巧信号用具(懐中電巧) . 209 

非常点滅巧 . 209 

ヒューズ ー31. 261 

ヒュー ズが切 n たとき . 229 

フォグランプ . 136 

ブレーキ . 1/2 

プレーキあ . 244、258 

プレーキ警告灯 . 172 

フ□ントアクスルデファレンシャルロック . 158 

フロントシート . 24 


分割巧倒式リアシート . 30 

へッドランブ . 136 

へッドランブウォッシャー . 139 

へッドランブガード . 75 

へッドランプ照射角度の調舊 . 1另9 

へッドレスト . 24、25 

ベルトフォースリミッター . 36 

ホイール .247 x 260 

ホイールナットキー . 23已 

ち向指を巧 . 140 

ボンネット . 73 


曰 

マルチフアンクシヨンステア U ング . 103 

マルチフアンクシヨンディスプレイ . 87 

ミラー . SO 

メインキー . 4巨 

メンテナンスインジケーター . 108 

メー ターパネル . 84 

万一のとき . 207 



巧をドライブ 
のために 


巧を裝巧 


巧なする 
S 义に 


§ 
• •••. と 3 m 
















































ご < いん 



雪道を走行するとをは . 235 

ホ熟ヒーター . 193 

4歸醒動ま (4 WD ) の取扱い . 19 



クイター . 201 

ライトスイッチ . 136 

ラゲッジルーム . 61 

ラゲッジルームカバー . 64 

ラゲツジルームランプ . 197 

リモートコント□-ル機能 . 46 

U モートコント□—ルの電池交換 . 49 

1」アアクスルデファレンシャル□ック . 1已8 

リアシート . 28 

リアシートヒーター . 29 

U アシートへの乗降 . 2已 

U アソケット . 206 

リアデフォガー . 145 

リアフォグランブ . 136 

U アへツドレスト . 28 

U アルームランフ . 196 

リアワイパー . 143 

ルーム女つ一 . 83 

ルームランフ . 195 

冷が水 . 24日、259 

冷却水温 JgS 面 . 107 

□ケイターライティング . 47、126 



ワイバー 



ABS 



SRS エアバッグ 
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NOTE 


に 6 到 



; この取扱説明書の内容は、2001年3月現在のものです。 


G320 
G320L 
G500L 
G55 AMG 



ttl •入え 

ダイムラー•クライスラー曰本巧すをれ 
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巧《 巧》のため > この®巧抬巧■は巧を化を巧用苗しました。 
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